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星ほしのカービィ




メタナイトとあやつり姫ひめ








高たか瀬せ美み恵え・作

苅かり野のタウ・ぽと・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　飛とんでいる鳥とりも居い眠ねむりをしてしまいそうなほど平へい和わな、プププランド。

　そのプププランドにふさわしくないような、ちょっと危き険けんな雰ふん囲い気きの三人にんが歩あるいている。三人にんとも、仮か面めんで顔かおをかくし、大おおきな剣けんを身みにつけていた。

　しかし、彼かれらの会かい話わは、見みた目めとは反はん対たいに平へい和わそのもの。

「コックカワサキの腕うで前まえって、そんなにすごいんですか、メタナイト様さま？」

「ああ、みごとなものだ」

「一いち度ど、コックカワサキの料りょう理りを食たべてみたいな。ソードナイト、どう思おもう？」

「俺おれは、メシなんて食くえればいい。味あじにこだわるなんて、男おとこらしくないぜ、ブレイドナイト」

　真まん中なかを歩あるいているのは、謎なぞにつつまれた仮か面めんの剣けん士しメタナイト。その両りょうわきに従したがっているのは、彼かれの部ぶ下かのソードナイトとブレイドナイトだった。

「そうかな……戦せん士しにとって、食しょく事じは大だい事じだぞ」

「食くいしんぼうめ。そんなに食しょく事じが好すきなら、メタナイト様さまの部ぶ下かをやめて、デデデ大だい王おうにでも仕つかえてみたらどうだ？　大おお食ぐいで有ゆう名めいな大だい王おうなら、きっとおまえと気きが合あうぜ！」

　ソードナイトにからかわれて、ブレイドナイトは怒おこりだした。

「馬ば鹿かを言いえ！　俺おれは、メタナイト様さまの第だい一の部ぶ下かだぞ！　メタナイト様さまのもとを離はなれるわけがないだろ！」

「口くちをつつしめよ！　メタナイト様さまの第だい一の部ぶ下かは俺おれだ！」

「ふん、やるか、ソードナイト！」

「おうっ！」

「やめろ、二人ふたりとも。道みちの真まん中なかでケンカなんて、みっともない」

　メタナイトは、二人ふたりの部ぶ下かを静しずかにしかった。二人ふたりはピンと姿し勢せいを正ただした。

「は、はい、もうしわけありません！」

「ケンカなんかじゃありません、ただの冗じょう談だんです！」

「それでいい。とにかく、あまり目め立だつな。用よう事じをすませて、さっさと帰かえりたい」

「……ということは、メタナイト様さま」

　ブレイドナイトがたずねた。

「せっかくプププランドに来きたのに、デデデ大だい王おうやカービィには会あわずに帰かえるんですか？」

「当とう然ぜんだ。彼かれらに見みつかったら、きっとまたトラブルに巻まきこまれるからな……」

　メタナイトが言いい終おわらないうちに、はずんだ声こえがした。

「あ、メタナイトだ～！　やっほ～！」

「こんにちは～、メタナイト様さま！」

「……」

　ブレイドナイトとソードナイトは、こそこそとささやいた。

「あっというまに見みつかっちゃいましたね、メタナイト様さま」

「……ああ」

　メタナイトはあきらめて足あしを止とめ、振ふり返かえった。

　うれしそうに手てを振ふりながら駆かけよってきたのは、このプププランドの住じゅう人にん、カービィとワドルディだった。

　カービィは、ピンク色いろのまるいからだをした元げん気き者もの。おそろしく食くいしんぼうだが、性せい格かくはとてものんきで、やさしい。

　ワドルディは、カービィの友ともだちで、デデデ大だい王おうの部ぶ下か。つねにいがみ合あっているカービィとデデデ大だい王おうにはさまれて、苦く労ろうがたえない。

　カービィは、ブレイドナイトとソードナイトを見みて、ふしぎそうに言いった。

「今日きょうは、メタナイトだけじゃないんだね。やっほー、なんとかナイトたち」

　カービィの言こと葉ばに、ブレイドナイトとソードナイトはたちまち怒おこりだした。

「なんとかじゃないっ！　俺おれたちはメタナイト様さまの忠ちゅう実じつな部ぶ下かだぞ」

「そうだ！　名な前まえくらい覚おぼえろ、なまいきなピンク玉だまめ」

「なんだって！　ぼくはピンク玉だまじゃない、カービィだよ！」

　今いまにもケンカを始はじめそうなカービィを、ワドルディが止とめた。

「やめて、カービィ。そんなことより、メタナイト様さま、今日きょうはプププランドに何なんのご用ようですか？　デデデ大だい王おう様さまに会あいたいんですか？」

「いや、これっぽっちも。私わたしは、コックカワサキに会あいに来きたんだ」

　カービィが目めをかがやかせた。

「メタナイトたちも、ランチを食たべに行いくの？　ぼくとワドルディも、これからコックカワサキのレストランに行いくところだよ！」

「いや、そうではない。彼かれに、頼たのみたいことがあるのだ」

「ふうん……？」

　カービィとワドルディは、きょとんとして顔かおを見み合あわせた。

「頼たのみごとって、何なに？」

「それは……話はなすと長ながくなりそうだ。とにかく、レストランへ行いこう」

　一いっ行こうは連つれ立だって、レストランに向むかった。




　まだランチタイムには少すこし早はやい時じ間かんなので、コックカワサキのレストランは、すいていた。

　客きゃくのいない店てん内ないで、コックカワサキは椅い子すに腰こしかけ、けわしい顔かおで新しん聞ぶんをにらんでいた。

「なんてことだ……心しん配ぱいだなあ……」

　彼かれが、ひとりごとをつぶやいた時ときだった。

　店みせのドアが開ひらいて、ぞろぞろと一いっ行こうが入はいってきた。

「こんにちは、コックカワサキ！　ランチを食たべに来きたよー！」

「あ……ああ、いらっしゃい、カービィ、ワドルディ……」

　新しん聞ぶんから顔かおを上あげたコックカワサキは、目めを大おおきく見み開ひらいた。

「えっ、メタナイト様さま!?　それに、部ぶ下かのなんとかナイトさんたちまで……」

「なんとかじゃないっ！」

　ソードナイトとブレイドナイトは、剣けんに手てをかけた。メタナイトが静しずかに止とめた。

「ひかえろ。戦たたかいでもないのに剣けんを抜ぬくのは、おろか者もののすることだ」
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「は、はいっ！　もうしわけありません！」

　コックカワサキは、おっかなびっくり言いった。

「メタナイト様さまが食しょく事じにいらっしゃるなんて、めずらしいですね」

「食しょく事じをしに来きたのではないんだ。実じつは、君きみに注ちゅう文もんしたいものがあってな」

「……注ちゅう文もん？」

「ああ。もうすぐ、ある人じん物ぶつの誕たん生じょう日びなのだ。そこで、プレゼント用ようの焼やき菓が子しを作つくってもらえないだろうか」

「焼やき菓が子し……ですか」

「わあっ、いいな、いいな！」

　カービィは目めをかがやかせて、メタナイトに飛とびついた。

「どんなお菓か子し？　チョコ味あじ？　バニラ味あじ？　はちみつ味あじ？」

「それは、コックカワサキにまかせようと……」

「塩しお味あじもおいしいよね！　しょうゆ味あじも！　ぼく、とんこつ味あじも大だい好すき！」

「……カービィ。私わたしが注ちゅう文もんしたいのは焼やき菓が子しであって、ラーメンでは……」

「トッピングは何なににする!?　イチゴ!?　メロン!?　ちくわ!?」

「……」

「ぼく、たくあんもいいと思おもう！　色いろがきれいだし！　食たべるとポリポリって、いい音おとがするし！」

　ほうっておくと、どこまでも暴ぼう走そうしそう。

　メタナイトは、片かた手てを上あげてカービィを止とめた。

「……わかった、カービィ。君きみの誕たん生じょう日びには、たくあんケーキをプレゼントすると約やく束そくしよう」

「ほんと!?　わーい、わーい！　ありがとう、メタナイト！」

　よろこんではね回まわるカービィをよけて、メタナイトはコックカワサキに言いった。

「プレゼントを贈おくる相あい手ては、以い前ぜんに世せ話わになったことがある人じん物ぶつなのだ。だから、なるべく心こころのこもったものを贈おくりたい。彼かれはあまいものが大だい好すきだから、君きみの力ちからを借かりるのがいちばんいいと思おもいついたのさ」

「なるほど……そんな大だい事じなプレゼントを注ちゅう文もんしてもらえるなんて、光こう栄えいです、メタナイト様さま！」

　コックカワサキはうれしそうにうなずいた。

「腕うでによりをかけて、最さい高こうにおいしい焼やき菓が子しを作つくりますよ！」

「頼たよりにしているぞ、コックカワサキ。実じつを言いうと、その人じん物ぶつは有ゆう名めいな美び食しょく家かなのだ。君きみなら知しっているかもしれないが、シフォン星せいという惑わく星せいの国こく王おうで……」

「……え!?」

　コックカワサキは大おお声ごえを上あげた。心こころなしか、顔かおが青あおざめたようだ。

　ワドルディが言いった。

「シフォン星せい？　聞きいたことないですけど……」

「辺へん境きょうの小ちいさな星ほしなんだが、昔むかしからケーキ作づくりで有ゆう名めいだ。伝でん統とうあるパティシエ養よう成せい学がっ校こうがあり、これまでに数かず多おおくの名めいパティシエを世よに送おくり出だしている」

「わあ……すてきですね！　その星ほしの王おう様さまにプレゼント……となると」

「舌したがこえた人じん物ぶつだから、ありふれた味あじでは満まん足ぞくしてもらえないと思おもう。とびきりおいしい菓か子しでなくてはな」

「コックカワサキのお菓か子しなら、きっと喜よろこんでもらえますね」

　ワドルディは笑え顔がおでコックカワサキを振ふり返かえったが……コックカワサキの顔かおは、青あおざめて、ひきつっていた。

　メタナイトが言いった。

「顔かお色いろが悪わるいぞ。どうかしたのか、コックカワサキ」

「メタナイト様さま。ひょっとして、まだご存ぞんじじゃないんですか」

　コックカワサキは、先さきほどまで読よんでいた新しん聞ぶんを取とり上あげて、メタナイトに差さし出だした。

　メタナイトは、けげんそうにたずねた。

「どういう意い味みだ？」

「その新しん聞ぶんを読よんでください。シフォン星せいで、たいへんな事じ件けんが起おきてるんです！」

「何なに……!?」

　メタナイトは新しん聞ぶんに目めを走はしらせた。仮か面めんにかくされた表ひょう情じょうはわからないが、雰ふん囲い気きが急きゅうにけわしくなった。

「これは……！」

「何なにが書かいてあるんですか、メタナイト様さま」

　ソードナイトが心しん配ぱいそうにたずねた。

　食くい入いるように新しん聞ぶんを見みつめているメタナイトに代かわって、コックカワサキが答こたえた。

「シフォン星せいの王おう女じょ様さまが、行ゆく方え不ふ明めいになっているんだ」

「……ええっ!?」

　ソードナイトとブレイドナイト、それにカービィとワドルディも、同どう時じに声こえをそろえて叫さけんだ。

　ソードナイトは、声こえをふるわせて続つづけた。

「王おう女じょというと、マローナ姫ひめ様さまのことだな……!?」

「ソードナイト、お姫ひめ様さまのことを知しってるの？」

　カービィがたずねると、ソードナイトとブレイドナイトはうなずいた。

「ああ、以い前ぜん、わけあってシフォン星せいをおとずれたことがあるからな」

「マローナ姫ひめ様さまのことは、遠とおくからお見みかけしただけだが、とてもかわいい方かただったぞ」

　コックカワサキが言いった。

「そのお姫ひめ様さまが、突とつ然ぜん、姿すがたを消けしたんだって。シフォン星せいは、大おおさわぎになってるらしいよ」

「まさか、誘ゆう拐かい事じ件けん……!?」

　ワドルディが、ふるえ上あがった。

　コックカワサキは、きびしい表ひょう情じょうで言いった。

「くわしいことは、まだわからないんだ。ただ、王おう様さまはとても心こころをいためていて、ベッドから起おき上あがることもできなくなってしまったそうだ。もうすぐ王おう様さまの誕たん生じょう日びだけど、このまま王おう女じょ様さまが見みつからなかったら、パーティは取とりやめになるってさ」

「……なんということだ」

　メタナイトは、悔くやしさのにじむ声こえでつぶやき、新しん聞ぶんをぎゅっとにぎりしめた。

「私わたしとしたことが、こんな大だい事じ件けんを知しらなかったとは……それどころか、のんきに国こく王おう陛へい下かの誕たん生じょう日びプレゼントを考かんがえていたなど……一いっ生しょうの不ふ覚かく」

「メタナイト様さま……」

「コックカワサキ、先さきほどの注ちゅう文もんだが」

「はい。取とり消けし……ですね？」

「まさか」

　メタナイトは力ちから強づよく言いい切きった。

「君きみを頼たよりにしているぞ。最さい高こうの焼やき菓が子しを作つくってくれ」

「……え……でも……パーティは中ちゅう止しになるかも……って」

「中ちゅう止しになどさせるものか。王おうの誕たん生じょう日びまでに、必かならず姫ひめを救すくい出だしてみせる！」

　言いい切きったメタナイトを見みて、ソードナイトとブレイドナイトはガッツポーズを作つくった。

「かっこいい！　さすがはメタナイト様さま！」

「俺おれたちも、もちろん、おともします！」

　メタナイトは二人ふたりの部ぶ下かにうなずきかけると、心しん配ぱいそうなコックカワサキに言いった。

「私わたしは部ぶ下かとともに、ただちにシフォン星せいへ向むかう。コックカワサキ、焼やき菓が子しができあがったら、シフォン星せいに届とどけてくれ」

「は、はい！」

「メタナイト！　ぼくも行いくよ！」

　カービィが、大おお声ごえで叫さけんだ。

「お姫ひめ様さまが心しん配ぱいだもん！　早はやく助たすけてあげなくちゃ！」

「……カービィ。君きみのやさしい心こころをうたがうわけではないが」

　メタナイトは、歩あるき出だしながら言いった。

「よだれをふきたまえ。王おう女じょの事じ件けんより、シフォン星せいのケーキに目めがくらんでいるように見みえるぞ」

「そんなことないよーっ！　ぼくを、みくびらないでよ、メタナイト！」

「わかったから、よだれをふきたまえ」

　ワドルディが、急いそいで言いった。

「ぼくも行いきます、メタナイト様さま。お城しろに戻もどって、デデデ大だい王おう様さまからお許ゆるしをもらってきます！　ちょっとだけ、待まっててくださいね！」

　ワドルディはレストランを飛とび出だすと、デデデ城じょうの方ほう角がくへと走はしっていった。




　戦せん艦かんハルバード──。

　それは、メタナイトが所しょ有ゆうする巨きょ大だいな宇う宙ちゅう船せん。

　プププランドから旅たび立だった一いっ行こうは、戦せん艦かんハルバードの中ちゅう央おうフロアに集あつまり、大おおきな円えん卓たくを囲かこんでいた。

「メタナイト様さまは、マローナ姫ひめ様さまに会あったことがあるんですか？」

　ワドルディがたずねた。

「一いち度どだけある。といっても、あいさつをしただけだが」

「どんなお姫ひめ様さまでしたか？」

「評ひょう判ばんどおりさ。おとなしくて、とても品ひんが良よくて、父ちち親おや思おもいの少しょう女じょだった」
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「そんな王おう女じょを誘ゆう拐かいするとは、断だんじて許ゆるせんな！　オレ様さまが必かならず助たすけ出だすぞ！」

「……」

　メタナイトは、となりの席せきに向むき直なおり、静しずかにたずねた。

「一つ聞ききたいのだが。なぜ君きみまでついて来きたのだ、デデデ大だい王おう」

　デデデ大だい王おうは、椅い子すにふんぞり返かえって答こたえた。

「わかりきったことを聞きくな。オレ様さまは正せい義ぎの味み方かただからな！　こんな大だい事じ件けんを放ほうっておけるわけがないだろう！」

「……よだれをふきたまえ」

　デデデ大だい王おうは舌したなめずりをしながら、メタナイトのほうへ身みを乗のり出だした。

「ワドルディから話はなしを聞きいて、これはオレ様さまの出で番ばんだと思おもったのだ！　オレ様さまが、必かならず王おう女じょを助たすけ出だしてやる。きさまの出で番ばんはないぞ、メタナイト！」

「……君きみは、シフォン星せいの場ば所しょさえ知しらないだろう」

「知しるわけないわい。だが、シフォン星せいが『お菓か子しのパラダイス』と呼よばれるほど、うまい菓か子しで有ゆう名めいだってことは知しってるぞ！」

　デデデ大だい王おうは、とろけそうな笑え顔がおになった。

「マカロン姫ひめを救すくい出だせば、オレ様さまは英えい雄ゆうの中なかの英えい雄ゆう……」

「マローナ姫ひめだ、デデデ大だい王おう」

「うるさい。感かん激げきした国こく王おうは、オレ様さまに最さい高こうのケーキをプレゼントしてくれるに違ちがいない。いや、それどころか、『永えい遠えんにケーキ食たべ放ほう題だい券けん』をくれるかも……！」

「一人ひとり占じめなんて、ずるいぞ、デデデ大だい王おう！　『永えい遠えんにケーキとパフェ食たべ放ほう題だい券けん』はわたさないよ！」

　カービィが、椅い子すの上うえで飛とび上あがって叫さけんだ。

　デデデ大だい王おうは、腕うでまくりをして答こたえた。

「おまえには負まけんわい！　マロングラッセ姫ひめを救すくい出だすのは、このオレ様さまだ！」

「負まけないぞ！　マロンパフェ姫ひめは、ぜったいぼくが助たすけるからね！」

「……マローナ姫ひめだ。いい加か減げんにしたまえ、君きみたち」

　メタナイトは、少しょう々しょうイラついた声こえで二人ふたりをしかりつけた。

「私わたしの邪じゃ魔まをするなら、このハルバードから下おりてもらうぞ」

「邪じゃ魔まなんてしないよー！」

「そうだそうだ。オレ様さまの名めい推すい理りで、必かならず王おう女じょを助たすけ出だすぞ！」

　いつもは仲なかが悪わるいくせに、こういう時ときだけは呼こ吸きゅうがぴったり合あう、カービィとデデデ大だい王おう。

「ねー！」

「おー！」

　二人ふたりが調ちょう子しよく、声こえをそろえた時ときだった。

　すさまじい衝しょう撃げきがおそいかかった。

　円えん卓たくについていた全ぜん員いんが吹ふき飛とばされ、床ゆかに転ころがった。

「な、なに──!?」

「襲しゅう撃げきか!?　宇う宙ちゅう海かい賊ぞくにおそわれたのか!?」

「大だい王おう様さまぁぁぁ！　こわいです──！」

　ワドルディの泣なき声ごえがひびく。

　ソードナイトが、よろよろしながら立たち上あがった。

「くっ……またしても、やられた……」

　ブレイドナイトも、体たい勢せいを立たて直なおして、荒あら々あらしくため息いきをついた。

「ああ、油ゆ断だんしたぜ……」

「どういうことなんだ!?　海かい賊ぞくの襲しゅう撃げきなら、オレ様さまの出で番ばんだぞ！」

　勇いさましく叫さけんだデデデ大だい王おう。

　だが、メタナイトはあわてた様よう子すもなく、やれやれという口く調ちょうで言いった。

「すまない、君きみたち。これは、襲しゅう撃げきなどではない。よくあることだ」

「よくある？　どういうことだ、メタナイト！　きさまの戦せん艦かんは、最さい新しん型がたじゃなかったのか!?」

「技ぎ術じゅつは確たしかに最さい新しんなんだが……」

　メタナイトが説せつ明めいしようとした時ときだった。

　コックピットに通つうじているとびらが開ひらいて、するどい目めつきの男おとこが入はいってきた。

　とがったクチバシがあり、頭あたまには白しろい帽ぼう子しをかぶっている。

　この戦せん艦かんハルバードの責せき任にん者しゃ、バル艦かん長ちょうである。

「メタナイト様さま、ワープ完かん了りょうですぞ！　本ほん艦かんはまもなくシフォン星せいに到とう着ちゃくします！」
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「えっ、もう？　シフォン星せいって、ものすごく遠とおいはずなのに……！」

　カービィが、おどろいて叫さけんだ。

　バル艦かん長ちょうはカービィを見み下おろして、自じ慢まんげにうなずいた。

「どんな距きょ離りでも一いっ瞬しゅんで移い動どうできる超ちょう高こう度ど・超ちょう最さい新しんテクノロジー、それがワープ航こう法ほうだ！　この戦せん艦かんハルバードに搭とう載さいされたワープ装そう置ちは、宇う宙ちゅう一いち正せい確かくで、高こう機き能のうなのだ～！」

「……バル艦かん長ちょう。君きみの手しゅ腕わんは高たかく評ひょう価かするが」

　メタナイトが、きびしく言いった。

「いつも、言いっているだろう。ワープを行おこなう時ときは、前まえもって知しらせたまえ。ベルトでからだをしっかり固こ定ていしないと危き険けんなのだぞ」

「なに、心しん配ぱいありませんぞ、メタナイト様さま！　戦せん艦かんハルバードの乗のり組くみ員いんは超ちょう優ゆう秀しゅう、超ちょう頑がん丈じょうですからな！　ワープぐらいでへこたれる者ものは一人ひとりもおりません！　わはは！」

「いや、乗のり組くみ員いんではなく、客きゃくのことを考かんがえてほしいと……」

　メタナイトは三人にんの「客きゃく」、つまりカービィとデデデ大だい王おうとワドルディを見みた。

　まだ床ゆかに転ころがっているのはワドルディだけだった。カービィとデデデ大だい王おうは、手てを取とり合あってはしゃいでいる。

「キャッホー！　シフォン星せいだ、シフォン星せいだ～！」

「ケーキだケーキだ～！　マロングラッセとマロンパフェだ～！」

「お菓か子しのパラダイス！　夢ゆめのお菓か子し王おう国こくだ～！」

「……」

　メタナイトは、くるりとバル艦かん長ちょうに向むき直なおった。

「前ぜん言げんを撤てっ回かいする。やつらを客きゃくと思おもったのがまちがいだった。あれは……積つみ荷にだ」

「了りょう解かいですぞ、メタナイト様さま！　シフォン星せい着ちゃく陸りく後ご、積つみ荷にはテキトーに放ほうり出だしておきます！」

「ああ、頼たのんだぞ、バル艦かん長ちょう」

　艦かん外がいモニターが、漆しっ黒こくの闇やみの中なか、赤あか紫むらさき色いろに輝かがやく美うつくしい星ほしを映うつし出だした。
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　お菓か子しのパラダイス、シフォン星せい。

　それはまるで、宇う宙ちゅう空くう間かんに浮うかび上あがった、一ひと粒つぶのラズベリーのよう……。
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　着ちゃく陸りくした戦せん艦かんハルバードからテキトーに放ほうり出だされたカービィとデデデ大だい王おうだが、もちろん、そのくらいのことではビクともしない。

　首しゅ都との中ちゅう央おうにそびえ立たつ真まっ白しろな宮きゅう殿でん──シフォン城じょうを見みると、二人ふたりは同どう時じに飛とび上あがって叫さけんだ。

「あれがお菓か子しのお城しろだね～！」

「突とつ撃げきだ～！」

「待まちたまえ」

　今いまにも駆かけ出だそうとする二人ふたりに、メタナイトが声こえをかけた。

　同どう時じに、ソードナイトとブレイドナイトが飛とび出だして、二人ふたりを力ちからずくで引ひき止とめた。

「忘わすれているようだが、私わたしたちの目もく的てきは王おう女じょを救きゅう出しゅつすることだぞ。菓か子しが目もく的てきなら、君きみたちとはここでお別わかれだ。ケーキ屋やでもクッキー屋やでも、好すきなだけ食たべ歩あるくがいい」

「そ、そんなこと言いわないでよ、メタナイト」

「そうだ、もちろんオレ様さまたちの目もく的てきは王おう女じょ救きゅう出しゅつだぞ！　オレ様さまを、ケーキに目めがくらむような食くいしんぼうと思おもってもらっては困こまるわい！」

　二人ふたりとも、正せい義ぎ感かんは人ひと一いち倍ばい強つよい。王おう女じょを助たすけたいという気き持もちに、ウソはなかった。

　……ただ、正せい義ぎ感かんと同おなじくらい食しょく欲よくが強つよすぎるのが、ちょっと困こまりものなだけ。

「……まあ、いい。これから、国こく王おうに会あいに行いく。失しつ礼れいのないようにするんだぞ」

「はーい！」

　カービィとワドルディは、すなおに手てをあげた。

　デデデ大だい王おうは、えらそうにふんぞり返かえった。

「まかせておけ。オレ様さまはプププランドの偉い大だいなる大だい王おうだ！　シフォン星せいの国こく王おうだろうがなんだろうが、相あい手てにとって不ふ足そくはないわい！」

「腕うでまくりをするな！　戦たたかいに行いくのではないぞ！」

　ともかく、メタナイトを先せん頭とうに、一いっ行こうはシフォン城じょうに向むかった。




　シフォン星せいの国こく王おう・メレンゲール十三世せいは、まるまると太ふとった、やさしそうな人じん物ぶつだった。

　しかし、その表ひょう情じょうは暗くらく、目めに光ひかりが宿やどっていない。

　ベッドから起おきられないほど弱よわりきっているのだが、メタナイトがおとずれたと聞きいて、力ちからをふりしぼって出でむかえたのだった。両りょうわきを重じゅう臣しんたちに支ささえられているけれど、足あしがふるえて、今いまにもたおれそうだった。

「よくぞ……来きてくださったな、メタナイト殿どの」

　メレンゲール十三世せいは、弱よわ々よわしい声こえで言いった。

「マローナ姫ひめの事じ件けんを知しり、急いそいでかけつけたのだ。力ちからを落おとすな、王おうよ。マローナ姫ひめは必かならず、私わたしが救すくい出だす」

　メタナイトの言こと葉ばを聞きくと、メレンゲール十三世せいは目めをうるませ、ずらりと並ならんだ重じゅう臣しんたちを見み回まわした。

「おまえたちは下さがれ。わしは、メタナイト殿どのと大だい事じな話はなしをせねばならぬ」

「はっ」

　重じゅう臣しんたちは王おうを玉ぎょく座ざにすわらせると、頭あたまを下さげて、広ひろ間まから出でて行いった。

　メレンゲール十三世せいは、心しん配ぱいそうなまなざしをカービィたちに向むけた。

「ソードナイト殿どのとブレイドナイト殿どのは、メタナイト殿どのの部ぶ下かであったな。しかし、後うしろのお三さん方かたは、知しらぬ顔かおじゃ……」

　カービィが、元げん気きよく答こたえた。

「ぼくらは、メタナイトの友ともだちだよ！　よく、いっしょに遊あそんでるんだ！」

「……私わたしは君きみたちと遊あそんだ覚おぼえは一いち度どもないが」

　メタナイトがぼそりとつぶやいた言こと葉ばは、さいわい、国こく王おうの耳みみには入はいらなかったらしい。

　メレンゲール十三世せいは、重おもいため息いきをついた。

「メタナイト殿どののご友ゆう人じんであれば、心しん配ぱいないな。これから打うち明あける話はなしは、とても重じゅう大だいなのだ。ぜったいに、ひみつを守まもっていただきたい」

「だいじょーぶ！　ぼく、ひみつを守まもるよ！」

「オレ様さまもだ。この口くちは、食たべること以い外がいには使つかわんわい」

　国こく王おうは、ホッとしたようにうなずいた。

「……実じつはな、わが国くにはじまって以い来らいの危き機きなのだよ」

「マローナ姫ひめが誘ゆう拐かいされたことは聞きいている。犯はん人にんからの要よう求きゅうは……？」

「いや、それがな……」

　メレンゲール十三世せいは、気きまずそうに目めをふせた。

「姫ひめは、誘ゆう拐かいされたわけではないのだ」

「……何なに？」

「マローナは、自じ分ぶんの意い志しで出でて行いった。それを告つげる書かきおきが、姫ひめの部へ屋やに残のこされていたのだ」

　国こく王おうは、ふところから一いっ通つうの手て紙がみを取とり出だした。

　メタナイトはそれを受うけ取とって、読よみ上あげた。

「『さよなら！　お父とう様さまなんか大だいっきらい！　お父とう様さまの思おもいどおりにはさせませんからね！　マローナ』……ふむ、これは……」

　メタナイトは国こく王おうを見み上あげ、少すこしあきれたように言いった。

「親おや子こげんかをしたのか？　それで姫ひめがすねて、家いえ出でしてしまったというわけだな。なんだ……それなら心しん配ぱいはない。きっと、すぐに反はん省せいして戻もどってくるだろう」

　ソードナイトとブレイドナイトは顔かおを見み合あわせた。

「なんだ、誘ゆう拐かいではなかったのか！」

「そのようだな……ホッとしたような、気きが抜ぬけたような」

　カービィとデデデ大だい王おうも、口くち々ぐちに言いった。

「心しん配ぱいすることなかったね。よかった～！」

「まったく、人ひと騒さわがせだわい。これじゃ、オレ様さまの出で番ばんがないわい」

「ケーキ食たべに行いこうよ、デデデ大だい王おう」

「そうしよう。行いくぞ、ワドルディ」

「はい！」

　カービィたちが広ひろ間まを出でていこうとすると、国こく王おうが呼よび止とめた。

「待まってくれ。話はなしは、これからなのだ」

「……というと？」

　メタナイトが問とい返かえした。

　メレンゲール十三世せいは、うなだれて続つづけた。

「誘ゆう拐かいよりも、もっと深しん刻こくな事じ態たいなのだ。というのも、姫ひめがわが国くにの宝たからを持もち出だしてしまったのでな」

　宝たからと聞きいて、カービィとデデデ大だい王おうの足あしが止とまった。

　メタナイトがたずねた。

「宝たからとは何なんだ？」

「わが王おう家けに代だい々だい伝つたわっている、秘ひ伝でんのレシピブックだ。ケーキやクッキーなどのレシピが、数すう千せん種しゅ類るいも記しるされている」

　王おうの言こと葉ばを聞きいて、カービィとデデデ大だい王おうは飛とび上あがった。

「ケーキのレシピが!?」

「数すう千せん種しゅ類るい、だと!?」
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「そうだ。複ふく雑ざつな味あじわいを生うみ出だす、極ごく上じょうのレシピばかりだ。わがシフォン星せいのケーキが宇う宙ちゅう一いちと言いわれているのは、そのレシピブックのおかげなのだ。いつもは、王おう立りつケーキ工こう場じょうの金きん庫こに保ほ管かんされていて、部ぶ外がい者しゃは近ちかづけない。マローナは、それを持もち出だしてしまったのだ」

「なんと……」

　メタナイトは考かんがえこんだ。

「姫ひめは、なぜ、そのようなことを？」

「さては、ケーキ屋やをひらいて大おおもうけする気きだな！」

　デデデ大だい王おうが推すい理りを披ひ露ろうした。

　カービィも負まけてはいない。思おもいついたことを叫さけんだ。

「宇う宙ちゅう一いちのケーキを山やまほど作つくって、パーティをするつもりなんだよ、きっと！　ぼくも行いきたいよー！　パーティ、パーティ！」

　ソードナイトが言いった。

「まさか。おまえたちではあるまいし」

　ブレイドナイトもうなずいて、賛さん成せいした。

「あの上じょう品ひんな姫ひめ様さまが、そんな食くい意い地じのはった計けい画かくを立たてるものか」

「……何なにか、事じ情じょうがありそうだな」

　メタナイトがつぶやくと、

「そのとおり！」

　メレンゲール十三世せいは、身みを乗のり出だしてうなずいた。

「マローナはとてもすなおで、やさしくて、口くちごたえなど一いち度どもしたことがない良よい子こだった。だが、そのマローナが、急きゅうに変かわってしまったのだ……」

「……何なに？」

「しばらく前まえから、わしとあまり口くちをきいてくれなくなった。たまに口くちを開ひらけば、文もん句くばかり言いうようになってな」

　メレンゲール十三世せいは、かなしげに目めをふせた。

「文もん句く？」

「うむ。あまいものはからだに良よくないとか、国こく民みんがみんな虫むし歯ばになってしまうとか、ケーキ作づくりを禁きん止しするべきだとか」

「えー!?」

　カービィはびっくりして、大おお声ごえを上あげた。

「ケーキを作つくっちゃダメっていうこと？　なんで!?　ケーキのない世せ界かいなんて、メープルシロップがかかってないホットケーキと同おなじだよ！」

　大だい王おうも、大おおきな足あしで床ゆかをふみならして叫さけんだ。

「そうだそうだ！　イチゴがのっていないショートケーキみたいなものだ！」

「ダイコンが入はいってないおでんだよね！」

「うむ！　肉にくが入はいってないすき焼やき同どう然ぜんだ！」

「……食たべ物もののたとえは、もういい」

　ほうっておくとキリがないので、メタナイトが止とめた。

「ふしぎだ。なぜ、マローナ姫ひめは急きゅうにそんなことを？」

「わからない。だが、わしは、ある人じん物ぶつがあやしいとにらんでいる」

「ある人じん物ぶつ？」

「うむ。何なんか月げつか前まえに、突とつ然ぜんこの星ほしにやって来きた男おとこだ」

　国こく王おうは、いまいましげに顔かおをゆがめた。

「身みなりがよく、礼れい儀ぎ正ただしい。しかも話はなしじょうずで、みなに好すかれた。由ゆい緒しょある家いえ柄がらだと聞きいたので、すっかり信しん用ようしてしまったのだが……」

「その男おとこが、何なにか？」

「マローナとともに、姿すがたを消けしているのだ」

　王おうは、くやしそうに手てを握にぎりしめた。

「思おもい返かえしてみると、あの男おとこは、最さい初しょからマローナにやさしかった。言こと葉ばたくみにマローナに近ちかづき、わしの悪わる口くちを吹ふきこんだにちがいない。すなおなマローナは、あの男おとこにすっかりだまされてしまったのだ！」

「その男おとこの特とく徴ちょうは？」

「うむ……背せが高たかくて、とてもエレガントだ。ふるまいが紳しん士し的てきで、人ひとをひきつける魅み力りょくがある。男だん爵しゃくと呼よばれておった。それで、すっかり信しん用ようしてしまったのだが……」

「男だん爵しゃく、だと？」

　ふいに、メタナイトの声こえがきびしくなった。

　ソードナイトとブレイドナイトは息いきをのみ、メタナイトに向むき直なおった。

「男だん爵しゃく……！」

「メタナイト様さま、まさか、あいつでは……!?」

　メタナイトは、メレンゲール十三世せいにつめ寄よった。

「なんという名ななのだ、その男おとこは！」

「ガリック男だん爵しゃくだ」

　その名なを聞きくと、ソードナイトとブレイドナイトは飛とび上あがった。

　二人ふたりとも、今いまにも剣けんを抜ぬきそうな剣けん幕まく。怒いかりに声こえをふるわせて、叫さけんだ。

「ガリック……やつが、またしても悪あく事じを！」

「メタナイト様さま！　こうしてはいられません！」

「おちつけ、おまえたち」

　メタナイトは手てを上あげ、部ぶ下かたちを止とめた。

　いつもなら、メタナイトの命めい令れいにはすぐに従したがう二人ふたりだが、この怒いかりはどうしてもおさえられない。激はげしく言いい張はった。

「おちついてなんて、いられません！　ガリックめ……！」

「今こん度どという今こん度どは、にがすものか！　メタナイト様さま、行いきましょう！」

「おちつけというのだ！」

　メタナイトはきびしく部ぶ下かたちをしかりつけた。

　興こう奮ふんしていたソードナイトとブレイドナイトは、ハッとして身みをすくめた。

「も、もうしわけありません、メタナイト様さま……」

「やつをにくむ気き持もちは、私わたしも同おなじだ。だからこそ、冷れい静せいにふるまわなくては。手てがかりもなしに飛とび出だしても、どうにもならないぞ」

　メタナイトたちのやりとりを聞きいていたカービィが、たずねた。

「ねえ、どういうこと？　そのガリックってやつのこと、知しってるの？」

「……ああ。やつとは、いささか因いん縁ねんがある」

　メレンゲール十三世せいは、おろおろして、たずねた。

「どのような因いん縁ねんが？　やはり、やつは悪わるい人じん物ぶつなのか……？」

「きわめて危き険けんだ」

　メタナイトは、苦にがい記き憶おくをかみしめるように、うなずいた。

「王おうよ。今こん回かいの事じ件けんは、かつて私わたし自じ身しんの身みに起おきた事じ件けんとよく似にている」

「なんと……？」

「私わたしの忠ちゅう実じつな部ぶ下かたちが、やつの標ひょう的てきとされたことがあったのだ」

　メタナイトは、ゆっくり、ソードナイトとブレイドナイトを振ふり返かえった。

　二人ふたりは、恥はじいったように、うつむいている。沈ちん黙もくののち、やっと顔かおを上あげたのは、ブレイドナイトだった。

「なさけない事じ件けんだったが……かくしていてもしかたがない。恥はじをしのんで、話はなそう」

　ソードナイトも言いった。

「ああ。今こん回かいの事じ件けんの解かい決けつにつながるかもしれないからな」

「俺おれとソードナイトは、あるとき、立たち寄よった星ほしのレストランで、ガリック男だん爵しゃくと名な乗のる男おとこに出で会あったんだ……！」

　ブレイドナイトは、こみ上あげてくる怒いかりをおさえるように、言こと葉ばを切きった。

　ソードナイトが続つづけた。

「とてもエレガントで、気き前まえのいい男おとこだと思おもった。そのときはな。なにしろ、高こう級きゅうな服ふくに身みをつつみ、店みせじゅうの客きゃくにごちそうを大おおばんぶるまい。なんでも好すきなものを注ちゅう文もんしていいと言いわれた」

「えっ！　みんなに、おごってくれたっていうこと!?」

　カービィは、ひっくり返かえりそうなほど興こう奮ふんした。

　デデデ大だい王おうも、身みをのり出だした。

「なんという星ほしの、なんというレストランだ!?　オレ様さまもおごられたいわい～！」

「だ、大だい王おう様さま。恥はずかしいです……」

　ワドルディが赤あかくなって、大だい王おうの服ふくのすそを引ひっぱった。

　ソードナイトが言いった。

「だが、それはとんでもないワナの始はじまりだったのさ。やつは、最さい初しょから俺おれたち二人ふたりを標ひょう的てきにして、近ちかづいてきたんだ」

「……どうして？」

「ねらいは、メタナイト様さまがお持もちの宝ほう剣けんギャラクシア」

　全ぜん員いんの目めが、メタナイトに吸すい寄よせられた。

　メタナイトは、静しずかに剣けんを抜ぬいてみせた。抜ぬき身みの宝ほう剣けんギャラクシアは、シャンデリアの光ひかりを受うけて、まばゆいばかりにかがやいた。
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　彼かれはすぐにその剣けんを鞘さやにおさめたが、その美うつくしいかがやきは、みんなの目めに焼やきつけられるほどだった。

「きれいだねえ……」

　カービィがつぶやくと、ソードナイトは、自じ分ぶんのことのように得とく意いげに言いった。

「ああ、宇う宙ちゅう一いちの名めい剣けんさ！　ガリック男だん爵しゃくめ、あの剣けんを手てに入いれようとたくらんだのだ」

「それで、おまえらに近ちかづいたのか」

　デデデ大だい王おうが問とうと、二人ふたりはうなずいた。

「その夜よるは、ガリックに礼れいを言いって別わかれた。そして次つぎの晩ばん、また別べつの店みせで会あったのだ」

「偶ぐう然ぜんだと思おもったが、そうではなかった。やつは、俺おれたちの行こう動どうをチェックしてたんだ」

「話はなしをするうちに、すっかり打うちとけた。何なにしろやつは、話はなしじょうずで、人ひとの気きをひくのがうまい」

「おろかにも、俺おれたちは、やつの言こと葉ばをすっかり信しんじこんでしまったんだ」

「言こと葉ば……？」

「やつは、メタナイト様さまのことを悪あしざまにののしった」

　ソードナイトは、怒いかりをあらわに言いった。

　ブレイドナイトがうなずいた。

「メタナイトは宇う宙ちゅうの平へい和わを乱みだし、征せい服ふくをたくらんでいる大だい悪あく人にん……退たい治じしなければたいへんなことになる……俺おれたちに、そう吹ふきこんだんだ」

「なんだって！」

　カービィは、びっくり。ワドルディも、目めをまるくした。

「そんなこと、信しんじちゃったんですか～!?　いくら、ごちそうされたからって！」

「いや、ちがう」

　否ひ定ていしたのは、メタナイトだった。

「ふだんの二人ふたりなら、そんな言こと葉ばに耳みみをかすはずはない。だが、ガリックは特とく別べつな術じゅつを使つかったらしいのだ」

「術じゅつ……？　どんな？」

「それが、よく覚おぼえてないんだ」

　ソードナイトが言いうと、ブレイドナイトもうなずいた。

「ガリックからメタナイト様さまの悪わる口くちを吹ふきこまれ、すっかり信しんじてしまった……それは確たしかなんだが、その前ぜん後ごの記き憶おくがあいまいだ」

「気きがついたら俺おれたちはメタナイト様さまのギャラクシアをぬすみ、ガリックに届とどけていた」

　全ぜん員いん、言こと葉ばも失うしなって、ソードナイトとブレイドナイトを見みつめた。

　メタナイトが言いった。

「そのとき、私わたしに力ちからを貸かしてくれたのが、あの大だい盗とう賊ぞくドロッチェだった。彼かれはさすがに、犯はん罪ざい者しゃの世せ界かいにくわしい。ガリックという男おとこは、これまでにいくつもの犯はん罪ざいにかかわった疑うたがいがあると教おしえてくれた」

「疑うたがい……？」

「ああ。やつはけっして証しょう拠こを残のこさない。だから、疑うたがいとしか言いえないのだ」

　メタナイトは、いまいましげに言いった。

「そのときは、ドロッチェの協きょう力りょくのおかげで、なんとかこの二人ふたりを正しょう気きに返かえすことができた。ギャラクシアも無ぶ事じに戻もどってきた」

　ブレイドナイトが、うなずいた。

「ドロッチェさんは、さすがに百ひゃく戦せん錬れん磨ま。ガリックの手て口ぐちもよく知しっていた」

「おそらく、催さい眠みん術じゅつのようなものだろうということだ。やつは、強きょう力りょくな催さい眠みん術じゅつで、二人ふたりの心こころをあやつったのだ」

「ハッ！　催さい眠みん術じゅつなんて、おろか者ものがかかるものだわい」

　デデデ大だい王おうは、おなかをかかえて大おお笑わらいした。

　ブレイドナイトとソードナイトは、キッとなって大だい王おうにつめ寄よった。

「俺おれたちが油ゆ断だんしていたことはみとめるが、おろか者ものなんて言いわれる筋すじ合あいはないぞ！」

「ガリックの使つかう術じゅつは強きょう力りょくなんだ。おまえだって、きっと、のがれられないぞ！」

「ハハハッ！　オレ様さまをだれだと思おもっている。プププランドの偉い大だいなる支し配はい者しゃ、このデデデ大だい王おう様さまが、くだらん催さい眠みん術じゅつなんかにかかるものか！」

「なんだと、えらそうに……！」

　今いまにもケンカになりそうな三人にんを、メタナイトが止とめた。

「やめろ、仲なか間ま割われをしている場ば合あいではない。あのとき、ガリックを取とり逃にがしてしまったことが、心こころ残のこりだった。やつは、ねらった宝たからを手てに入いれるためなら、手しゅ段だんを選えらばない。きっとまた悪あく事じをはたらくだろうと心しん配ぱいしていたのだが……」

「……なんということ！」

　メレンゲール十三世せいは、顔かおをおおってなげいた。

「マローナも同おなじ手て口ぐちで、心こころをあやつられてしまったのだ。そしてわしをにくみ、大だい事じなレシピブックを持もち出だしたのだ！」

「そのようだな」

　メタナイトは、メレンゲール十三世せいに向むき直なおった。

「そうとわかったら、ほうってはおけない。一いっ刻こくも早はやく、マローナ姫ひめを助たすけ出ださなくては」

「うむ、行いこう……！」

　メレンゲール十三世せいは、よろめきながら立たち上あがろうとしたが、メタナイトが止とめた。

「王おうはからだが弱よわっている。無む理りをしてはいけない」

「しかし、むすめが……！」

「ここは私わたしにまかせてくれ。ガリック男だん爵しゃくは、私わたしにとってもにくむべき敵てき。必かならずやつを倒たおし、姫ひめを助たすける」

　ソードナイトとブレイドナイトも、こぶしを突つき上あげてちかった。

「あのときのうらみ、晴はらすぞ！」

「マローナ姫ひめを助たすけて、今こん度どこそやつをこらしめてやる！」

　たのもしい言こと葉ばを聞きいて、王おうは目めをうるませた。

「……メタナイト殿どの……部ぶ下かのお二人ふたり……どうか、頼たのみましたぞ……」

「ぼくも行いくよ！」

　カービィが叫さけんだ。

「そんな悪わるいやつ、ゆるせないよ！　ぜったい、つかまえて、とっちめてやる！」

「オレ様さまも行いくぞ」

　デデデ大だい王おうが、カービィよりも大おおきく声こえを張はり上あげた。

「オレ様さまは、悪あくをにくみ正せい義ぎを愛あいする大だい王おうだからな！　人ひとの心こころをあやつるようなやつは、ほうっておけんわい！」

　いさましく言いい切きったあとで、デデデ大だい王おうは付つけ加くわえた。

「お礼れいのことは気きにせんでいいぞ、メレンゲ王おう」

「……わしは、メレンゲール十三世せいだ」

「まあ、どうしてもと言いうなら、『永えい遠えんにケーキ食たべ放ほう題だい券けん』を受うけ取とってやってもいいがな。べつに、ほしいと言いってるわけではないぞ。ただ、オレ様さまはケーキが大だい好すきだということは覚おぼえておいてほしいわい。ケーキだけじゃなく、フルーツもプリンもババロアもゼリーも……」

「デデデ大だい王おう！　行いくぞ！」

　今いまにもメレンゲール十三世せいに抱だきつきそうになっているデデデ大だい王おうを、メタナイトがひきはがした。

「頼たのみますぞ、メタナイト殿どの。どうか、マローナを……」

　広ひろ間まを出でて行いく一いっ行こうを、メレンゲール十三世せいは、なみだのにじむ目めで見み送おくった。
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「このシフォン星せいにあるケーキ屋やさんの数かずは、なんと１９９２軒けん！　…ううん、今こ年としになって４２７軒けんも増ふえてるから、あわせて２４１９軒けん！」

　まんまる顔がおの女おんなの子こが、メモ帳ちょうをにらみながら言いった。

「あまりにも多おおすぎるわ。だからこの星ほしには、太ふとった人ひとと虫むし歯ばの人ひとが多おおいのよ！」

「同どう感かんだ、心こころやさしき姫ひめよ」

　あいづちを打うったのは、上じょう品ひんな身みなりの、背せの高たかい紳しん士しだった。

　細ほそ長ながい顔かおに、ピンととがった口くちひげをはやしている。口くちもとには、たえず、ほほえみが浮うかべられている。

　しかし、その目めはまるで刃は物もののようにするどかった。とりつくろっていても、眼がん光こうの冷つめたさはかくせない。

　彼かれの名なは、ガリック男だん爵しゃく。男だん爵しゃくと名な乗のっているが、その正しょう体たいはいっさい不ふ明めい。星ほしから星ほしへとわたり歩あるいて貴き重ちょうな宝たから物ものを盗ぬすみ出だす、闇やみの紳しん士しである。

　彼かれといっしょにいる少しょう女じょは、このシフォン星せいの王おう女じょ、マローナ姫ひめ。色いろ白じろで、ぱっちりと大おおきな目めをしている。頭あたまにつけた大おおきなリボンは、今いまはなき母はは上うえからゆずられた形かた見みの品しなだった。

　あまいお菓か子しとかわいいものが大だい好すきな、心こころやさしい女おんなの子こ……なのだが、今いまはまるで別べつ人じんのように目めを光ひからせ、こわい顔かおをしていた。

　二人ふたりは、シフォン城じょうから少すこしはなれた下した町まちの一いっ軒けん家やにひそんでいる。ガリック男だん爵しゃくが用よう意いした隠かくれ家がだ。

　大おおきなソファに腰こしかけたガリック男だん爵しゃくは、ささやくように小ちいさな声こえで言いった。

「国こく王おうメレンゲール十三世せいは、この星ほしの住じゅう民みんたちをすべて虫むし歯ばにする気きなのだ。自じ分ぶんは歯は医い者しゃと手てを組くみ、大おおもうけをたくらんでいる……」

「ゆるせない！」

　マローナ姫ひめは、部へ屋やを歩あるき回まわりながら、ほおをふくらませた。

「わたし、お父とう様さまのこと、りっぱな王おう様さまだって信しんじてたわ。わがシフォン星せいに伝つたわる伝でん統とうのレシピを大だい事じに守まもり続つづけてる、えらい人ひとだって……でも、まちがってた！」

「そのとおりだ、かしこき姫ひめよ」
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「あまいものだらけのレシピブックなんて……みんなを不ふ幸こうにするだけだわ」

　マローナ姫ひめは足あしを止とめ、テーブルの上うえにおかれた本ほんを見みた。

　大おおきく、ぶ厚あつく、古ふるびた本ほん。これこそ、シフォン星せいの王おう家けに古ふるくから伝つたわる、国こく宝ほうのレシピブックだった。姫ひめが、男だん爵しゃくにそそのかされて、王おう立りつケーキ工こう場じょうから持もち出だしたものだ。

「大おお昔むかしから伝つたえられてきた、大たい切せつなレシピブックだっていうけど……こんなものがあるから、わが星ほしはケーキ屋やだらけなのよ！」

　姫ひめは、ますますけわしい顔かおになった。

「こんなもの、燃もやしてしまいましょう、ガリック男だん爵しゃく！」

「いや、それはいけないな、心こころ正ただしき姫ひめよ」

　ガリック男だん爵しゃくは、そう言いって立たち上あがった。

「悪わるいのはその本ほんではなく、それを利り用ようして金かねもうけをたくらむ国こく王おうだ。レシピブックに罪つみはない」

「でも……」

「その本ほんは、我わが輩はいがあずかろう。我わが輩はいならば、国こく王おうのようなまちがった使つかい方かたはしないからね」

「……そうね。あなたなら信しん用ようできます、ガリック男だん爵しゃく」

　姫ひめはうなずき、なにげなく、レシピブックを開ひらいてみた。

　本ほんの最さい初しょの部ぶ分ぶんには、シフォン星せいにおけるケーキの歴れき史しがくわしくつづられている。そのあとに、美うつくしいイラストつきのレシピがずらりと続つづく。

　まゆをひそめて、ぱらぱらとページをめくっていた姫ひめの手てが、ふと止とまった。

「あ、これは……」

　姫ひめは、ごくりとつばを飲のみこんだ。けわしかった表ひょう情じょうが、一いっ瞬しゅん、やわらいだ。

「木きの実みとリンゴをたっぷりちりばめたフルーツケーキ……！　わが星ほしの名めい産さん品ひんのリンゴを使つかったケーキだわ。王おう立りつケーキ工こう場じょうの、自じ慢まんの一いっ品ぴんよ。小ちいさいころ、よく、お母かあ様さまといっしょに食たべたっけ……お母かあ様さまはこのケーキが大だい好すきだった……」

　姫ひめの声こえが、急きゅうに悲かなしげになった。

　ガリック男だん爵しゃくは、すばやく姫ひめのかたに手てをかけて、振ふり向むかせた。

　男だん爵しゃくは、上うわ着ぎの内うちポケットから、赤あかくかがやく宝ほう石せきを取とり出だした。

　サクランボぐらいの大おおきさの、みごとな宝ほう石せきだ。まるで、炎ほのおを封ふうじこめたかのように、ギラギラと光ひかっている。

「よく見みたまえ、姫ひめよ。この美うつくしきマリス・ストーンが、君きみのけがれた心こころを清きよめてくれるだろう」

　姫ひめの目めは、赤あかい宝ほう石せきにくぎづけになった。みるみるうちに、姫ひめの表ひょう情じょうが変かわっていった。

　怒いかりをこめて、姫ひめは叫さけんだ。

「小ちいさいころ、あんなに毎まい日にちケーキを食たべなければよかった！　わたし、本ほん当とうは、ケーキなんて少すこしも好すきじゃないのに！」

「もちろん、そうだろう、つつしみ深ぶかき姫ひめよ。あなたは、国こく王おうの邪じゃ悪あくな計けい画かくのせいで、むりやりケーキを食たべさせられたのだ」

「なんてことでしょう……！」

　マローナ姫ひめは、怒いかりに満みちた目めでガリック男だん爵しゃくを見みた。

「お父とう様さまは国こく王おうの座ざにふさわしくありません。今いますぐ、退たい位いすべきです！」

「そのとおり」

「王おうの座ざにふさわしいのは、あなたです、ガリック男だん爵しゃく」

　マローナ姫ひめは男だん爵しゃくを見みつめて言いった。

　ガリック男だん爵しゃくは、「ほう……」とつぶやき、目めを細ほそめた。

「これはこれは……光こう栄えいだ、美うつくしきマローナ姫ひめ。王おう座ざか……フム、悪わるくない」

　ガリック男だん爵しゃくは姫ひめに背せを向むけた。その顔かおに浮うかんだほほえみは、かぎりなく邪じゃ悪あくだった。

　マローナ姫ひめは言いった。

「わたしは、ただちに国こく民みんを救すくわなければなりません。虫むし歯ばの原げん因いんとなるケーキを、すべて、ほろぼさなくては！」

「……何なに？」

「わがシフォン星せいにあるケーキ屋やを、一つのこらず焼やきはらうのです！　行いきますよ、ガリック男だん爵しゃく！」

　マローナ姫ひめは、すばやく部へ屋やを走はしり出でていった。

　取とり残のこされたガリック男だん爵しゃくは、皮ひ肉にくな顔かおで、かたをすくめた。

「やれやれ。おとなしい姫ひめ君ぎみだとばかり思おもっていたのに。王おう宮きゅうでは、猫ねこをかぶっていただけか。とんだ、おてんばだ」

　男だん爵しゃくは、テーブルの上うえにおかれたレシピブックに目めを向むけた。

「こいつさえ手てに入はいれば、わがまま王おう女じょなんかに付つき合あってやることはないんだが……王おう座ざとなると話はなしが別べつだ。マローナ姫ひめのやつ、どうやら本ほん気きで、我わが輩はいを王おうにする気きらしい」

　男だん爵しゃくは、のけぞって大おお笑わらいした。

「我わが輩はいが国こく王おうか！　おもしろくなってきたぞ。どれ、もう少すこしばかり、おてんば王おう女じょに付つき合あってやるとしよう」

　ガリック男だん爵しゃくは、マローナ姫ひめを追おって、部へ屋やを出でて行いった。




　さて、一いっ方ぽう、メタナイトたちは──。

　マローナ姫ひめの手てがかりを探さがすために、宮きゅう殿でんの人ひとたちに話はなしを聞きいていた。

「信しんじられませんわ。あのマローナ姫ひめ様さまが、こんなことをなさるなんて……」

　やつれた表ひょう情じょうでそう話はなしたのは、マローナ姫ひめが生うまれたときから仕つかえているという侍じ女じょだった。

　メタナイトが言いった。

「王おうによれば、マローナ姫ひめは最さい近きん急きゅうに、態たい度どが変かわってしまったそうだな」

「そうなのです。あんなに心こころやさしく、父ちち上うえ思おもいだった姫ひめ様さまが……まるで別べつ人じんのように冷つめたくなってしまって。そればかりか、あんなにお好すきだったケーキを、にくむようになって……」

　侍じ女じょは、そっと、なみだをぬぐった。

「王おう立りつケーキ工こう場じょうではたらく者ものたちにまで、心こころない言こと葉ばを浴あびせられました。おまえたちが作つくったケーキのせいで、国こく民みんがみんな虫むし歯ばになり、苦くるしんでいる……などと」

「虫むし歯ば？」

「はい。マローナ姫ひめ様さまは、なぜか、国こく王おう陛へい下かがわざと国こく民みんを虫むし歯ばにし、大おおもうけをたくらんでいると思おもいこんでしまったのです」

「それは、おかしい」

　メタナイトがつぶやくと同どう時じに、その背はい後ごで、かんだかい声こえが上あがった。

「おかしい、お菓か子しい～！　このお菓か子し、おかし～！　じゃなくて、おいし～！」

「次つぎはそっちのシュークリームと、ショートケーキをくれ。もっと、もっとだ！　じゃんじゃん持もってこい～！」

　カービィとデデデ大だい王おうが、次つぎ々つぎにケーキを運はこばせて、食たべ散ちらかしている。王おう宮きゅうの給きゅう仕じ係がかりだけでは人ひと手でが足たりず、ワドルディまで手て伝つだわされていた。

　侍じ女じょは、心しん配ぱいそうな目めで二人ふたりを見みた。

「あの……メタナイト様さま。失しつ礼れいですが……あのご友ゆう人じんたち、さっきから少すこし食たべすぎでは……」

「あれは友ゆう人じんではない。積つみ荷にだ。気きにしないでくれ」

「……はあ？」

「それより、話はなしの続つづきを聞きかせてほしい。メレンゲール十三世せいは、国こく民みんを虫むし歯ばから守まもるため、いろいろな策さくをねっているはずだが」

「そのとおりです。あまいお菓か子しを作つくるだけではいけない、国こく民みんの健けん康こうを守まもるのが王おうのつとめ。それが、陛へい下かの信しん念ねんなのです」

「なるほどな……」

「陛へい下かは『虫むし歯ば防ぼう止し法ほう』という法ほう律りつまで作つくって、正ただしい歯はみがきの方ほう法ほうを国こく民みんに教おしえています。それでも虫むし歯ばになってしまった者もののために、研けん究きゅうも進すすめられています。わが国くにの歯し科か技ぎ術じゅつは、宇う宙ちゅう一いちですわ」

「うむ。実じつは、私わたしの部ぶ下かが世せ話わになったことがある」

　メタナイトは、背はい後ごにひかえているブレイドナイトを振ふり返かえった。

　ブレイドナイトは、はずかしそうに語かたった。

「俺おれが虫むし歯ばに苦くるしんだときのことだ。虫むし歯ばの治ち療りょうならシフォン星せいがいちばんだと聞きいて、駆かけこんだんだ」

「あのときのおまえは、見みものだったな！　虫むし歯ばごときで、ぴーぴー泣ないて」

　ソードナイトが笑わらうと、ブレイドナイトは躍おどり上あがって怒おこった。

「なんだと、話はなしを大おおげさにするな！　泣ないてなんかいないぞ！」
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「いや、泣ないてた。痛いたい痛いたいって、転ころげ回まわってたじゃないか」

「う、うるさい！　おまえだって、虫むし歯ばになったらわかるさ。想そう像ぞうをぜっする、あの痛いたみ……！」

「──とにかく」

　と、メタナイトが話はなしをもとに戻もどした。

「その際さい、メレンゲール十三世せいにはたいへん世せ話わになったのだ」

「名な高だかきメタナイト様さまのお願ねがいですから、陛へい下かも親しん身みになられたのですわ」

「王おうが長なが年ねんにわたり、虫むし歯ばの研けん究きゅうに力ちからを注そそがれてきたおかげで、すぐれた技ぎ術じゅつが生うまれたというわけだ。私わたしは、王おうへの感かん謝しゃと尊そん敬けいの気き持もちから、誕たん生じょう日びのパーティには必かならず駆かけつけようと考かんがえたのだが……」

「そのパーティも、姫ひめ様さまが戻もどられない限かぎり、中ちゅう止しになりそうですわ……」

　侍じ女じょは、目めになみだをうかべた。

　メタナイトが言いった。

「姫ひめをそそのかした男おとこについて、教おしえてほしい」

「そそのかした……？」

「ああ。ガリック男だん爵しゃくという男おとこが、姫ひめを連つれ去さったらしいが……」

　その名なを聞きくと、侍じ女じょは急きゅうに顔かおをこわばらせた。

「まあ、なんてことをおっしゃるのです！　ガリック男だん爵しゃく様さまのせいではありませんわ！」

「……なんだと？」

「男だん爵しゃく様さまは、ごりっぱな方かたです。とても上じょう品ひんで、感かんじがよくて、おやさしくて……」

　侍じ女じょは、うっとりして手てを組くみ合あわせた。

　ソードナイトとブレイドナイトは、すばやくメタナイトを見みた。

　メタナイトは、部ぶ下かたちに手てぶりで「だまっていろ」と合あい図ずをした。

　侍じ女じょは気きづかず、うかれたような声こえで続つづけた。

「男だん爵しゃく様さまは、わたくしの目めをさましてくださったんですよ！」

「……どういうことだ」

「わたくし、邪じゃ悪あくな心こころをもつ妹いもうとと、きっぱり縁えんを切きったんですの」

　侍じ女じょの顔かおつきが、急きゅうに変かわった。

　やさしかった顔かおが赤あかくそまり、目めつきがけわしくなった。意い地じの悪わるそうな笑えみを浮うかべて、侍じ女じょは続つづけた。

「妹いもうとは、この王おう宮きゅうで侍じ女じょ見み習ならいとして働はたらいていました。わたくしの手て伝つだいをするふりをしながら、実じつは、わたくしをけおとすチャンスをねらってたんですわ！」

「……」

「わたくしを踏ふみ台だいにして、姫ひめ様さまの正せい式しきな侍じ女じょの座ざをうばう気きだったんです！　なんて、ずるい子こでしょう！　わたくしったら、何なにも気きづかずに妹いもうとをかわいがっていました。でも、男だん爵しゃく様さまがわたくしに教おしえてくださったんです。妹いもうとの本ほん当とうの姿すがたを！」

「……」

　メタナイトは無む言ごんで、侍じ女じょを見みつめている。仮か面めんの奥おくにかくされた目めが、するどく光ひかった。

　ソードナイトもブレイドナイトも、つらそうにうなだれていた。二人ふたりも、かつて、この侍じ女じょと同おなじように男だん爵しゃくにあやつられ、メタナイトに対たいするにくしみをつのらせたのだった。

　侍じ女じょは、興こう奮ふんして続つづけた。

「わたくし、妹いもうとにきっぱり言いいました！　あんたなんか、もう二に度どと会あいたくない、絶ぜっ交こうだって！　侍じ女じょ見み習ならいをやめさせ、王おう宮きゅうから追おい出だしてやりました！」

「しっかりしたまえ！」

　いきなり、メタナイトが声こえを荒あららげた。

　侍じ女じょは、びっくりして身みをすくめた。メタナイトは、声こえをおちつけて続つづけた。

「君きみの妹いもうとは、本ほん当とうにそんな邪じゃ悪あくな性せい格かくなのか？　思おもい出だすんだ、妹いもうとと仲なか良よくしていた日ひ々びを」

「仲なか良よく……なんて……それは、わたくしが妹いもうとにだまされていただけで……」

「よく思おもい出だしたまえ」

　メタナイトの重おも々おもしい声こえを聞きくと、侍じ女じょはとまどったように、手てを胸むねに当あてた。

「妹いもうととわたくしは……こどものころから……仲なか良よしで……でも……あれは……妹いもうとがわたくしを利り用ようするために……ウソを……」

　侍じ女じょは、力ちからなくうなだれてしまった。

「いいえ、ちがうわ。あの子こは、ウソなんか言いわない。だれより正しょう直じきで、やさしい子こだもの……」

「……」

「どうしたんでしょう？　わたくし、どうして妹いもうとのことをうたがったり……変へんだわ……なぜ、絶ぜっ交こうだなんて言いってしまったんでしょう！」

　侍じ女じょは息いきをのみ、混こん乱らんしたように頭あたまをおさえた。

　メタナイトは言いった。

「どうやら、君きみもやつのワナにかけられたようだな」

「ワナ……？」

「ガリックは人ひとの心こころをあやつる。親したしい人ひとたちの仲なかを引ひきさき、にくしみを植うえつけるのだ」

「……そんな……！」

　侍じ女じょは青あおざめた。

「何なんのために、そんなことを？」

「理り由ゆうなどない。人ひと々びとがにくみ合あい、やさしい心こころを失うしなっていくのを見みて、大おお笑わらいしているだけだ。それが、やつの楽たのしみなのさ」

　メタナイトの声こえは静しずかだったが、その底そこに、はげしい怒いかりがこめられていた。

「王おう女じょも同おなじワナにかかったのだ。それで、王おうをにくみ、ケーキをにくむようになった」

「なんということでしょう！　おかわいそうな姫ひめ様さま！」

　侍じ女じょは、信しんじられないというように、目めを見み開ひらいた。

「人ひとの心こころをあやつるなんて、なんておそろしい……男だん爵しゃくは、いったい、どうやってわたくしや姫ひめ様さまの心こころを……」

「何なにか覚おぼえていないか？　君きみの心こころににくしみを吹ふきこんだとき、男だん爵しゃくは何なにをした？　どんな言こと葉ばを口くちにした？」

「……」

　侍じ女じょは考かんがえこんだが、あきらめたように首くびを振ふった。

「思おもい出だせません。考かんがえようとすると、頭あたまの中なかがモヤモヤして……」

「同おなじです、俺おれたちの時ときと」

　ブレイドナイトが、メタナイトにささやいた。

「思おもい出だそうとすると、頭あたまにもやがかかったように、ぼんやりしてしまうのです」

　メタナイトはうなずいた。

「ガリック男だん爵しゃくは、人ひとの心こころをあやつるばかりか、その記き憶おくさえもうばうのだ。手てごわい敵てきだ」

　侍じ女じょは、両りょう手てを組くみ合あわせて、いのるようにメタナイトを見みた。

「メタナイト様さま、どうか、マローナ姫ひめ様さまを助たすけてください！」

「ああ、必かならず」

　メタナイトはうなずいた。

「マローナ姫ひめがあらわれそうな場ば所しょに、心こころ当あたりはないか？　姫ひめが好すきだった場ば所しょとか、思おもい出での場ば所しょとか」

「そうですわね。姫ひめ様さまがいちばんお好すきだったケーキ屋やさんなら、王おう宮きゅうの東ひがしの、バニラ通どおりにありますけど……」

「何なにか手てがかりがつかめるかもしれない。そこに行いってみる」

「はい！」

　うなずいた二人ふたりの部ぶ下かに、メタナイトは言いった。

「おまえたちは来こなくていい」

「え？　しかし、メタナイト様さま……」

「ここは、私わたし一人ひとりで十じゅう分ぶんだ。おまえたちは引ひきつづき情じょう報ほうを集あつめろ。あらたな知しらせが入はいったら、すばやく現げん場ばに向むかえ」

「……はい！」

　二人ふたりは、決けつ意いをみなぎらせて、うなずいた。

　メタナイトがマントをひるがえそうとすると、侍じ女じょが、おずおずと言いった。

「あのう……メタナイト様さま。一つ、お願ねがいが……」

「なんだ」

「ご友ゆう人じん……じゃなくて積つみ荷にのお二人ふたりを、どうにかしていただけませんか？　このままでは、王おう宮きゅうじゅうの食たべ物ものが、食たべつくされてしまいます」

　侍じ女じょの心しん配ぱいは、もっともだった。

　カービィとデデデ大だい王おうにとって、この星ほしはまさにパラダイス。メタナイトたちの会かい話わなどそっちのけで、王おう立りつケーキ工こう場じょうから運はこばれてくるケーキやお菓か子しを、かたっぱしから食たべまくっている。

「もっともっと～！　次つぎはエクレアとチョコレートケーキが食たべたーい！」

「オレ様さまはシュークリームおかわりだ！　こんな小ちいさなお皿さらじゃ、もの足たりんわい。バケツで持もってこい、特とく大だいバケツで！」

「君きみたち！　いい加か減げんにしたまえ！」
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　メタナイトは二人ふたりをどなりつけた。

「姫ひめの救きゅう出しゅつに協きょう力りょくしないなら、今いますぐ帰かえりたまえ！　わがハルバードで、プププランドまで送おくり返かえしてやるぞ！」

「ま、待まって、メタナイト。ぼくら、マローナ姫ひめのことを考かんがえてたんだよ！」

「そうだ。犯はん人にんの行こう動どうを推すい理りするために、ケーキの味あじを調ちょう査さしていたんだ！」

「……意い味みがわからん。とにかく、いっしょに来きたまえ！」

　この二人ふたりを連つれて行いくより、一人ひとりで調ちょう査さを進すすめたほうがよほど楽らくなのだが、ほうっておいたらますます王おう宮きゅうに迷めい惑わくをかけてしまう。

　メタナイトは、まだケーキに未み練れんたらたらのカービィとデデデ大だい王おうの手てをつかんで、テーブルから引ひきはがした。
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「バニラ通どおり十二番ばん地ちのケーキ屋や……ここか」

　侍じ女じょから教おしえられた番ばん地ちをたよりに、メタナイトたちはケーキ屋やにやって来きた。

　明あかるい店てん内ないは、たくさんの客きゃくでにぎわっている。ショーウィンドウには、色いろとりどりのケーキが並ならべられていた。どれも、おいしそうなものばかり。

「マローナ姫ひめはこの店みせのケーキが大だい好すきで、毎まい日にちのように通かよっていたそうだ」

「催さい眠みん術じゅつのせいで、そんなに好すきだったケーキを、きらいになってしまうなんて……お姫ひめ様さま、かわいそうですね……」

　ワドルディが、しょんぼりして顔かおをくもらせた。

　デデデ大だい王おうは、「フン」と鼻はなを鳴ならした。

「催さい眠みん術じゅつごときでケーキをきらいになるなんて、信しんじられんわい。そんなやつに、ケーキを食たべる資し格かくはない！」

「いや、それほどまでに、ガリック男だん爵しゃくの術じゅつが強きょう力りょくだということだ。君きみたちも油ゆ断だんをすると、やられるぞ」

「フン！　オレ様さまが、催さい眠みん術じゅつなんかにかかるものか！」

　あいかわらず、強つよ気きなデデデ大だい王おう。

「ねえねえ、そんなことより、早はやくお店みせに入はいろうよ～」

　カービィが、メタナイトの手てを引ひっぱった。

「カービィ、私わたしたちは姫ひめの手てがかりを探さがしに来きたのだ。ケーキを食たべに来きたのではない」

「わかってるって！　さあ、調ちょう査さ、調ちょう査さ～！」

　カービィは真まっ先さきにケーキ屋やに飛とびこんでいった。

「あ、待まて、カービィ！　ぬけがけは許ゆるさん！」

　デデデ大だい王おうもカービィを追おいかける。

　メタナイトは大おおきなため息いきをついた。

「やれやれ……やはり、連つれてくるのではなかったな。ワドルディ、せめて君きみだけでも協きょう力りょくしてくれ」

「はい、メタナイト様さま」

　メタナイトはワドルディをともなって店みせに入はいった。すぐに、店てん員いんが声こえをかけてきた。

「いらっしゃいませ！　窓まどぎわのお席せきへどうぞ！」

「いや、ケーキを食たべに来きたわけではない。私わたしは、マローナ姫ひめを探さがしているのだ。この店みせによく来きていたそうだが、話はなしを聞きかせてくれないか」

「マローナ姫ひめ様さま……？」

　その名なを聞きくと、店てん員いんは悲かなしげな顔かおになった。

「まだ、行ゆく方えがわからないんですね……心しん配ぱいです」

「姫ひめは、毎まい日にちのようにこの店みせをおとずれていたそうだな」

「はい。いつもあの窓まどぎわの席せきに座すわって、ケーキを召めし上あがっていました」

　店てん員いんは、大おおきなガラス窓まどのそばの席せきを指ゆびさした。

「マローナ姫ひめ様さまは、みんなから愛あいされるお姫ひめ様さま。いつでもどこでも、注ちゅう目もくのまとです。その姫ひめ様さまが気きに入いってくださったので、当とう店てんは大だい評ひょう判ばんになったのです。当とう店てんがシフォン星せいでいちばんの人にん気き店てんになったのは、姫ひめ様さまのおかげなんです」

「なるほど」

「姫ひめ様さまのことが、とても心しん配ぱいです。今いまごろ、どこで、何なにをしていらっしゃるのか……」

　店てん員いんがそう言いったとき、店みせのドアが開ひらいた。

　店てん員いんは顔かおを上あげた。

「いらっしゃいま……ああ!?」

　店てん員いんの目めが大おおきく見み開ひらかれた。

　店みせに入はいってきたのは、まんまるい顔かおをした、かわいらしい少しょう女じょだった。頭あたまに、大おおきなリボンをつけている。

　店てん員いんはのけぞって、大おお声ごえを上あげた。

「ひ、姫ひめ様さまぁ！　マローナ姫ひめ様さまじゃありませんか！　ご無ぶ事じで……！」

　店てん内ないにいた客きゃくたちも、みんな、歓かん声せいを上あげた。

　店てん員いんは、両りょう手てを広ひろげて駆かけよろうとしたが、姫ひめのするどい目めでにらみつけられて、足あしを止とめた。

　マローナ姫ひめは、冷つめたい声こえで言いった。

「近ちかづかないで！」

「え？　姫ひめ様さま？　あの……」

「なんていまいましい、あまったるい匂においかしら！　国こく民みんを虫むし歯ばにする、悪あくの店みせだわ！」

「は……はああ!?」

「こんな店みせ、ゆるしません！」

　姫ひめは叫さけぶやいなや、ショーウィンドウにかざってあるケーキをすばやく手てに取とり、床ゆかにたたきつけた。

　美うつくしいデコレーションがくずれ、生なまクリームが飛とび散ちった。

　あまりのことに、店てん員いんは声こえも出だせずにいる。その間あいだに、マローナ姫ひめは二つ目めのケーキを手てにしていた。

「こんなもの……！」

　姫ひめは、それを壁かべに向むかって投なげつけようとした。

　とっさに姫ひめの前まえに立たちはだかったのは、メタナイトだった。

「やめたまえ、マローナ姫ひめ」

　おちついた声こえを聞きくと、マローナ姫ひめはびっくりしたように動うごきを止とめた。

「あなたは……前まえに会あったことがあるわね。メタナイト……」
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「覚おぼえていてくれたとは光こう栄えいだ、姫ひめ」

　たちまち、マローナ姫ひめの目めがつり上あがった。

「そこをどいて！　邪じゃ魔まをするなら、ただじゃおかないから……！」

「気きを確たしかにもちたまえ。ここは、あなたがいちばん好すきだったケーキ屋やだろう」

「どいてったら……！」

　姫ひめは怒いかりをこめて叫さけぶと、メタナイトめがけてケーキを投なげつけた。

　メタナイトはすばやく飛とび上あがってかわした。ケーキは、メタナイトの後うしろにいたデデデ大だい王おうのおなかにぶつかった。

「おおお!?」

　クリームまみれになってしまったデデデ大だい王おうは、奇き声せいを上あげた。

　その大だい王おうよりも、もっと大おおきな声こえを上あげたのは、カービィだった。

「何なにをするんだ！　デデデ大だい王おうにケーキをぶつけるなんて……！」

　カービィはカンカンに怒おこって叫さけぶと、姫ひめの前まえに飛とび出だした。

「もったいない！　投なげるなら、ぼくに投なげてよ！　さあ！」

　カービィは大おおきく口くちをあけた。

　デデデ大だい王おうが、カービィを押おしのけた。

「でしゃばるな！　ここはオレ様さまの出で番ばんだ！　さあ、マローナ姫ひめ、もう一いち度ど投なげろ！　今こん度どは、腹はらじゃなく口くちで受うけ止とめてやるぞ！」

　デデデ大だい王おうも、カービィとならんで口くちをあけた。

　思おもいもよらない二人ふたりの反はん応のうに、マローナ姫ひめは目めをぱちくりさせた。

「な、なんなのよ、あなたたち？　わたしは、この邪じゃ悪あくなケーキ屋やをこわしに来きたのよ！　邪じゃ魔ましないで！」

　姫ひめはケーキを両りょう手てに持もって、めちゃくちゃに投なげつけ始はじめた。

　ケーキは宙ちゅうを飛とび、まったく関かん係けいない客きゃくに当あたった。

「うわあ！　やめてください、姫ひめ様さま！」

　生なまクリームまみれになってしまった客きゃくは、頭あたまをかかえて床ゆかにつっぷした。

　たちまち、店てん内ないは大だい混こん乱らん。飛とび散ちった生なまクリームで足あしをすべらせる者ものもいれば、クリームが目めに入はいってしまって泣なき出だす者ものもいる。中なかには、興こう奮ふんのあまり、姫ひめに向むかってケーキを投なげ返かえす客きゃくもいた。

　カービィとデデデ大だい王おうは、大おおよろこび。宙ちゅうを飛とぶケーキを、かたっぱしから口くちで受うけ止とめた。

「もっともっと～！　こっちこっち！　たくさん投なげて～！」

「どけ、カービィ！　オレ様さまのケーキだぞ！　横よこ取どりするな！」

「負まけないよ～！」

　一いっ方ぽう、メタナイトは、飛とびかうケーキをよけながら、マローナ姫ひめの背はい後ごに回まわりこんだ。ケーキを投なげることに夢む中ちゅうのマローナ姫ひめは、気きづいていない。

　姫ひめが特とく大だいのケーキを頭ず上じょうにかかげた瞬しゅん間かん、メタナイトはすばやくその手てを取とり押おさえた。

「やめるんだ、マローナ姫ひめ」

　マローナ姫ひめは、キッと目めをつり上あげて振ふり返かえった。

「メタナイト！　邪じゃ魔まをしないでって言いったでしょう！　わたしは、このケーキ屋やをこわしてやるって決きめたんだから！」

「ばかなことはやめるんだ」

「ばかですって!?　失しつ礼れいな！　わたしをだれだと思おもっているの!?」

「伝でん統とうあるシフォン王おう家けの一人ひとりむすめ、ほこり高たかきマローナ姫ひめ……のはずだが」

　メタナイトは、ふっと笑わらった。

「今いまは、ただの乱らん暴ぼうなばかものにしか見みえない」

「なんですって──!?　失しつ礼れいなやつ！」

　マローナ姫ひめは、メタナイトの手てを思おもいっきり振ふりほどいて、ケーキを投なげつけようと身みがまえた。

　メタナイトは少すこしもあわてずに、言いった。

「よく見みたまえ、マローナ姫ひめ。あなたがめちゃくちゃにしたこの店みせを」

「……なんですって？」

「床ゆかに投なげ捨すてられ、踏ふみにじられたケーキを見みて、何なにも感かんじないというのか？」

「……！」

　マローナ姫ひめは店てん内ないを見み回まわし、ハッとした。

「あなたが大だい好すきだったケーキ屋やが、このありさまだ。パティシエが心こころをこめて焼やき上あげたケーキを、あなたは台だいなしにしたのだぞ」

　メタナイトの声こえが、少すこしけわしくなった。

　マローナ姫ひめは、呆ぼう然ぜんとして、立たちつくしていた。

　ケーキをたくさんぶつけられて、顔かおも服ふくも生なまクリームまみれになっている。口くちのまわりについたクリームをぺろっとなめると、姫ひめはつぶやいた。

「……あ……あま……い……」

「……マローナ姫ひめ？」

「あまくて……おいし……これ……お母かあ様さまが好すきだった……」

　姫ひめの目めに、ひとしずくのなみだが浮うかんだ。

　姫ひめのなみだを見みると、大おおさわぎしていた店てん内ないの人ひと々びとは、ハッとして動うごきを止とめた。

「姫ひめ様さま……」

「マローナ様さま！」

「だいじょうぶですか、姫ひめ様さま！」

　みんな、マローナ姫ひめに駆かけ寄よろうとした。

　──と、そのとき。

　突とつ然ぜん、大おおきな音おとがして、店みせの窓まどガラスがこっぱみじんに吹ふき飛とばされた。

　メタナイトはとっさにマントを広ひろげ、ガラスの破は片へんから姫ひめをかばった。

　大おおきく割わられた窓まど──そこにあらわれたのは、漆しっ黒こくの服ふくに身みをつつんだ、背せの高たかい男おとこだった。

　男おとこは、青あお白じろい顔かおにほほえみを浮うかべていた。だが、細ほそい目めは少すこしも笑わらっていない。

　メタナイトはすばやく剣けんを抜ぬき、かまえた。

「ガリック……！」

「やあ、メタナイト君くん。ごきげんうるわしゅう」

　ガリック男だん爵しゃくは胸むねに手てを当あてて、うやうやしく礼れいをした。

「まさか、このような場ば所しょでお目めにかかれるとは、おどろきだ。君きみもケーキを食たべに来きたのかね？」

「……きさま……」

「そうそう、君きみの部ぶ下かたちは元げん気きかね？　ブレイドナイト君くんとソードナイト君くん……だったかな。また会あいたいものだと、伝つたえてくれたまえ」

「ガリック！」

　メタナイトは剣けんを振ふり上あげ、ガリック男だん爵しゃくに切きりかかった。

　ガリックはその動うごきを読よみきっていた。

　笑わらい声ごえを上あげ、飛とびすさる。

「おっと、あぶないじゃないか。何なにをするのかね、メタナイト君くん」

「……！」

「我わが輩はいはただ、マローナ姫ひめをむかえに来きただけなのだよ。剣けんを向むけられる覚おぼえはないね」

　ガリック男だん爵しゃくは、メタナイトにかばわれているマローナ姫ひめに、手てをさしのべた。

　マローナ姫ひめは、まようように、首くびをふった。

「わたし……どうかしてたわ。もう、あなたといっしょには行いかない」

「フム？　何なにを言いっている、おろかしき姫ひめよ。君きみは、もう王おう宮きゅうには戻もどらないと決きめたのではなかったのかね」

「それは……それは……」

　マローナ姫ひめは、苦くるしそうに目めをふせた。

「おやおや、今いまさら、まよっているのかね。困こまった姫ひめ君ぎみだ」

　ガリック男だん爵しゃくはふくみ笑わらいをすると、上うわ着ぎの内うちポケットに手てをやった。

　ハッとしたメタナイトは、姫ひめを背せにかばおうとしたが、間まに合あわなかった。

　ガリックが取とり出だしたのは、もえるように赤あかい宝ほう石せき。
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　彼かれはそれを手てのひらにのせて、高たかくかかげた。

　メタナイトは、ふっと意い識しきをうばわれそうになり、あわてて目めをそらした。

（あれが……やつの力ちからのみなもとか）

　マローナ姫ひめが、ふらりと足あしをふみ出だした。ガリック男だん爵しゃくのほうへ。

　メタナイトは叫さけんだ。

「止とまれ、マローナ姫ひめ。行いってはならない！」

　姫ひめは振ふり返かえらなかった。

　ガリック男だん爵しゃくが、姫ひめの手てをつかんだ。

「マローナ姫ひめ！」

　メタナイトは止とめようとしたが、ガリック男だん爵しゃくのほうへ顔かおを向むけることができない。赤あかい宝ほう石せきを見みつめれば、たちまち男だん爵しゃくにあやつられてしまう。

　男だん爵しゃくは、片かた手てで姫ひめの手てをにぎり、もう片かた方ほうの手てで赤あかい宝ほう石せきをかかげながら、静しずかにあとずさりした。

　メタナイトは視し線せんを落おとしたまま、剣けんをかまえ直なおした。

　目めで見みることはできなくても、気け配はいを感かんじることはできる。一いちか八ばちか、男だん爵しゃくに切きりかかろうとしたとき。

　いきなり、メタナイトは背はい後ごに殺さっ気きを感かんじて飛とび上あがった。

　デデデ大だい王おうが、大おおきなテーブルを持もち上あげ、振ふりかざしている。その目めはうつろで、光ひかりが宿やどっていなかった。

「デデデ大だい王おう!?」

　呆ぼう然ぜんとするメタナイトめがけて、デデデ大だい王おうはテーブルを投なげつけた。

　メタナイトはすばやく剣けんを振ふり上あげ、テーブルをまっ二ぷたつにたたき割わった。

「まさか、君きみは……」

「目めざわりだ、メタナイト……オレ様さまの……行ゆく手てをふさぐな……」

　いつもの大だい王おうとはぜんぜんちがう、低ひくくて感かん情じょうのこもらない声こえだった。

　デデデ大だい王おうは大おおきくジャンプすると、メタナイトを踏ふみつぶそうとした。

　メタナイトは軽かるくかわして、ため息いきをついた。

「どうやら、ガリックの術じゅつにかかったようだな。口くちほどにもない……」

「何なんだと……何なにか言いったか？」

「そこをどけ、デデデ大だい王おう。私わたしは姫ひめを追おわねばならない」

「フン。きさまの好すきになど、させるか……！」

　デデデ大だい王おうはにくしみのこもった声こえで叫さけぶと、メタナイトになぐりかかってきた。

　メタナイトがひらりと身みをかわすと、デデデ大だい王おうはショーウィンドウに頭あたまからつっこんでいった。

「ぎゃわわああっ!?　や、やったな、メタナイト！」

「特とくに、何なにも」

「た、ただじゃおかんぞ……！」

　デデデ大だい王おうは身み動うごきが取とれなくなって、じたばたした。

「やれやれ、だ。早はやく姫ひめを追おわなければ……」

　店みせの外そとに飛とび出だそうとしたメタナイトだったが──。

　ふと気きづくと、あやつられているのはデデデ大だい王おうだけではなかった。

　店みせじゅうの客きゃくが、皿さらを投なげつけたり、わめき散ちらしたりしている。

　客きゃくばかりではない。店てん員いんまで、口くちぎたなく客きゃくをののしっていた。不ふ幸こうにも、あの赤あかい宝ほう石せきを直ちょく視ししてしまったのだ。

　一いっ瞬しゅん、メタナイトは迷まよったが、この人ひと々びとをほうっておくわけにはいかなかった。

　さっきのケーキ投なげとは、わけがちがう。みんな、殺さっ気きだっている。このままでは、ケガ人にんがたくさん出でるかもしれない。

「……すまない、マローナ姫ひめ。無ぶ事じでいてくれ」

　小ちいさくつぶやいて、メタナイトは店てん内ないを見み回まわした。

　店てん員いんと客きゃくが、今いまにもなぐり合あいを始はじめそうになっている。

　メタナイトが止とめに入はいろうとしたが、横よこ合あいからカービィが飛とび出だしてきた。

「やめて！　ケンカはダメだよ！」

「カービィ……」

　メタナイトはホッとした。どうやら、カービィは無ぶ事じなようだ。カービィまで心こころを失うしなってしまったら、手てがつけられないところだった。

　カービィは、店てん員いんの腕うでにしがみついて、暴ぼう力りょくをやめさせようとした。店てん員いんは顔かおをまっかにして、カービィを振ふりほどこうとする。

「はなせ……この……！」

「ダメだったら、ダメ～！」

　もつれ合あった店てん員いんとカービィは、床ゆかにぶちまけられたホイップクリームに足あしをとられ、いっしょにひっくり返かえった。

　店てん員いんの顔かおは、クリームまみれになった。

「くっ……何なにをする……」

　店てん員いんは顔かおをゆがめたが、ふと、その表ひょう情じょうが変かわった。

　店てん員いんは、口くちのまわりについたクリームをなめ、ため息いきをついた。

「なんておいしいんだ……これは、当とう店てん自じ慢まんの、ふわふわホイップクリーム……」

　店てん員いんの目めに、いつもの光ひかりが戻もどった。

　彼かれはあわてて顔かおをぬぐうと、店みせじゅうの客きゃくに呼よびかけた。

「やめてください、みなさん！　どうか落おちついて！　店みせをこわさないでください！」

　取とっ組くみ合あいになりそうな客きゃくたちを、店てん員いんが必ひっ死しで引ひきはなした。

　興こう奮ふんしていた客きゃくたちが、次つぎ々つぎにわれに返かえった。

「あ……あれ？　わたしったら、なんてことを！」

「ごめんなさい、乱らん暴ぼうなことをしてしまって……」

　みんな、口くち々ぐちにあやまり、たおれた椅い子すを起おこしたり、割われたガラスを片かたづけたりし始はじめた。

　メタナイトは、店てん員いんの様よう子すを見み守まもりながらつぶやいた。

「クリームの味あじが、店てん員いんを正しょう気きに返かえした……か？　そういえば、さっきマローナ姫ひめも……」

「どうする、メタナイト!?」

　カービィがたずねた。

「お姫ひめ様さまを助たすけなくちゃ！　ガリック男だん爵しゃくを追おいかけようよ！」

「ああ。行いこう、カービィ」

　メタナイトはそう言いって、身みをひるがえした。

　──が。その行ゆく手てに、またも立たちふさがった者ものが。

「ここは……通とおさないぞ……メタナイト……」

　両りょう手てを広ひろげてメタナイトをにらんでいるのは、なんと。

「ワドルディ～!?」

　カービィが、すっとんきょうな声こえを上あげた。

　メタナイトも、あぜんとして言いった。

「ワドルディ！　まさか、君きみまで男だん爵しゃくの術じゅつにやられてしまったのか！」

「気きやすく呼よぶな……ぼくは闇やみのプリンス、ダーク・ワドルディだぞ……」

「……。しっかりしたまえ、ワドルディ」

「だまれ……くらえ、スーパー・ワドルディ・キック！」

　ワドルディは、うつろな目めでメタナイトをにらむと、ぴょこんと飛とび上あがって、キックを放はなった。
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　もっとも、パワーはまったくない。メタナイトは、かんたんに片かた手てでふせいで言いった。

「デデデ大だい王おうばかりか、君きみまでも……やれやれ、だ」

「ごちゃごちゃ言いうな……スーパー・ワドルディ・パンチを受うけてみろ！」

　ワドルディは手てをぐるぐる振ふり回まわしておそいかかった。

　メタナイトは軽かるく飛とんでかわした。

「ワドルディ、私わたしは君きみと戦たたかう気きはない。その手てを下おろすんだ」

「いやだ。くらえ！」

　ワドルディは、もう一いち度どパンチをくり出だした。

　メタナイトとワドルディの前まえにおどり出でたのは、カービィ。

「……！」

　ワドルディのぐるぐるパンチが、カービィの顔かおに当あたった。

　けれど、カービィは少すこしもひるまなかった。

「しっかりして、ワドルディ！」

「……」

「ぼくだよ！　わすれちゃったの!?」

　こわばっていたワドルディの表ひょう情じょうが、だんだん元もとに戻もどり始はじめた。

　振ふり上あげていた手てを下おろして、ワドルディはつぶやいた。

「カー……ビィ……」

「ワドルディ！」

　カービィはワドルディに飛とびついた。

　ワドルディはよろけながら、おろおろした声こえで言いった。

「カービィ、ぼく……どうしたんだろう……カービィをなぐっちゃった……！」

「だいじょーぶ！　ぜんぜん、いたくなかったよ！」

「どうしよう。ごめんね！　ごめんね、カービィ……」

　ワドルディは泣なきそうな顔かおであやまった。カービィは「だいじょーぶ！」と笑わらって、くるんと宙ちゅう返がえりをしてみせた。

　メタナイトは言いった。

「なるほど……わかってきたぞ」

「何なにが？」

「男だん爵しゃくの術じゅつは、きっかけがあれば、かんたんに破やぶれるんだ」

「きっかけって？」

「自じ分ぶんが大だい好すきなものや、たいせつなものを思おもい出だせば、にくしみが消きえるのだろう。王おう宮きゅうの侍じ女じょは、妹いもうととの思おもい出でがよみがえった瞬しゅん間かんに、術じゅつから抜ぬけ出だすことができた。ケーキ屋やの店てん員いんは、店みせの自じ慢まんの味あじを思おもい出だして助たすかった」

　ワドルディは、いきおいよくうなずいた。

「ぼくは、カービィの顔かおを見みて、声こえを聞きいて、いっしょに遊あそんだときのことを思おもい出だしたから！」

「そうだ。カービィが君きみを救すくったんだ。マローナ姫ひめも、あまいクリームを口くちにして、正しょう気きを取とり戻もどしかけていたのだが……間まに合あわなかった」

　メタナイトは、残ざん念ねんそうに言いった。

「ともかく、術じゅつを破やぶる方ほう法ほうはわかった。早はやく、姫ひめを連つれ戻もどさなければ……」

「うん！　急いそごう、メタナイト！」

「メタナイト様さま、ぼくも行いきます！」

　カービィとワドルディが、いっしょに店みせを飛とび出だしていこうとしたが──。

　ワドルディのからだが、ひょいっと宙ちゅうに浮ういた。

　しのび寄よったデデデ大だい王おうが、片かた手てでワドルディをつかみ上あげたのだ。

「わあっ!?」

　ワドルディは悲ひ鳴めいを上あげた。

　ふり返かえったカービィは、デデデ大だい王おうを見み上あげて、叫さけんだ。

「デデデ大だい王おう……！　まだ、心こころをあやつられてるの!?　ワドルディをはなせ！」

「うるさい……オレ様さまの邪じゃ魔まをすると、きさまも、ただじゃおかんぞ」

　デデデ大だい王おうは、カービィを踏ふみつぶそうと、片かた足あしを上あげた。

　カービィはすばやく飛とびのいた。

　メタナイトが言いった。

「ワドルディをはなしたまえ。思おもい出だすんだ、デデデ大だい王おう。ワドルディは、君きみのたいせつな部ぶ下かだぞ！」

「……」

　一いっ瞬しゅんだけ、デデデ大だい王おうの表ひょう情じょうが、元もとに戻もどりかけた。

　だが、彼かれはすぐに思おもい直なおしたように、うなり声ごえを上あげた。

「フン……！　うるさいわい！　きさまの指さし図ずは受うけん、メタナイト！」

「指さし図ずなどではない。素す直なおになりたまえ、デデデ大だい王おう」

「だまれ！」

　大だい王おうの顔かおには、冷つめたいほほえみが浮うかんでいた。今いままで、だれも見みたことがないほど、暗くらくてこわい顔かおだった。

　低ひくい声こえで、大だい王おうは言いった。

「うるさいわい……きさまら、みんな、目めざわりだ。オレ様さまのこの手てで、ひねりつぶしてやるぞ……！」

　大だい王おうの大おおきな手てでつかまれたワドルディは、必ひっ死しにからだをよじって、叫さけんだ。

「大だい王おう様さまぁぁぁ！」

「だまれぇぇ！」

「た、たまご焼やき！」

　ワドルディは、苦くるしげに叫さけんだ。

　大だい王おうは、動うごきを止とめて、いぶかしげに問とい返かえした。

「……なんと言いった？」

「チャーシューメン！　ローストビーフ！　シュークリーム！」

「……む……？」

「あんパン！　カレーライス！　てんぷらそば！」

「……う……うぉ……？」
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「やきそば！　チーズトースト！　ホットケーキ！」

「ぬ……むむむ……ぐぁぁ！」

　デデデ大だい王おうは顔かおをしかめると、ぱっと手てをはなした。

　そのまま、つっぷして、頭あたまをかかえている。

　床ゆかに落おちたワドルディは、デデデ大だい王おうの顔かおをのぞきこんで、心しん配ぱいそうにささやいた。

「ハンバーグ……ポテトフライ……クリームコロッケ……」

「もういいわいっ！　やめろ、腹はらがへる」

「よかった！　大だい王おう様さま、元もとに戻もどったんですね！」

「う……うう……オレ様さまは……どうしたっていうんだ」

　自じ分ぶんの頭あたまをぽかぽかたたきながら、デデデ大だい王おうは顔かおを上あげた。

　メタナイトもカービィも、ほっと息いきをついた。大だい王おうの顔かおは、にくたらしいけれど、にくみきれない、いつもの表ひょう情じょうに戻もどっていた。

「突とつ然ぜん、頭あたまにカッと血ちがのぼって、わけがわからなくなったわい……いったい、何なにがおきたというんだ？」

「君きみは、ガリック男だん爵しゃくの術じゅつにかかったのだ」

　メタナイトが説せつ明めいした。

「やつの力ちからのみなもとは、赤あかい宝ほう石せきだ。あれを見みると、意い識しきを支し配はいされ、にくしみで満みたされてしまうのだ」

「なんだと？　オレ様さまが、催さい眠みん術じゅつにかかったというのか？」

「そのようだな」

「バカな！　オレ様さまは偉い大だいなる大だい王おうだぞ！　インチキな催さい眠みん術じゅつなんかに、かかってたまるか……！」

　デデデ大だい王おうは、顔かおをまっかにして言いい張はろうとしたが、自じ分ぶんがしてしまった行こう動どうは消けせない。

　彼かれはうめき声ごえを上あげてこぶしをにぎると、床ゆかを乱らん暴ぼうにたたいた。

「くっ……ガリックめ……！　このオレ様さまをもてあそぶとは……ただじゃおかん！」

「ワドルディの機き転てんのおかげで助たすかったな」

　メタナイトが言いった。

「とっさに君きみの好すきなものを並ならべたので、にくしみを打うち消けし、正しょう気きに返かえすことができたんだ。ワドルディ、よくやった」

「は、はい！」

　ワドルディは、うれしそう。

　カービィが、デデデ大だい王おうをからかった。

「デデデ大だい王おうにとって、いちばんたいせつなのは、食たべ物ものなんだ～。食くいしんぼ～」

「フン！　きさまに言いわれたくないわいっ！」

　デデデ大だい王おうがこぶしを振ふり回まわし、カービィは笑わらいながら飛とび上あがった。

　メタナイトが言いった。

「ひとまず、王おう宮きゅうに戻もどろう。ガリックにあやつられた姫ひめは、また別べつのケーキ屋やを襲しゅう撃げきするかもしれない。姫ひめがあらわれそうな場ば所しょを、王おう宮きゅうの人ひとたちに聞きいてみるんだ」

「わかった！」

　メタナイトたちは、店みせを後あとにした。
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　王おう宮きゅうに戻もどったメタナイトたちを待まっていたのは、つかれた様よう子すのブレイドナイトとソードナイトだった。

「我われ々われは、姫ひめの手てがかりを求もとめて、町まち中じゅうのケーキ屋やを片かたっぱしから当あたろうと思おもったのですが」

　ブレイドナイトが、苦にが々にがしい口く調ちょうで報ほう告こくした。

「二人ふたりでは、とても手てが足たりませんでした」

「なにしろ、ケーキ屋やが多おおすぎるんです。通とおりの両りょう側がわにならんでる店みせが、ぜんぶケーキ屋やなんです！」

「当とう然ぜんですわ」

　侍じ女じょが、ほこらしげに言いって、大おおきな地ち図ずをテーブルの上うえに広ひろげた。

　地ち図ずを囲かこんだメタナイトたちは、思おもわずうなった。

　王おう宮きゅうを中ちゅう心しんに、道どう路ろや建たて物ものがこまかく書かきこまれている。それだけなら、ふつうの地ち図ずと同おなじだが、この地ち図ずには、かわった特とく徴ちょうがあった。

　道どう路ろぞいにびっしりと、赤あかい丸まる印じるしがついている。

　メタナイトが言いった。

「まさかとは思おもうが。この、無む数すうの赤あかい丸まるが……」

「ええ、ケーキ屋やさんですわ。この首しゅ都とだけで、１０００軒けん以い上じょうのケーキ屋やさんがひしめいています。ほかの町まちまで合あわせたら、シフォン星せいにあるケーキ屋やさんは、なんと２４１９軒けん！」

「すご～い！」

　カービィが、興こう奮ふんして飛とび上あがった。

「毎まい日にち１００軒けんずつ回まわっても、えーと、えーと……」

「20日か以い上じょうもかかるということですわ！」

「すごい、すご～い！」

　カービィと侍じ女じょはハイタッチをかわした。

「……毎まい日にち１００軒けんずつという前ぜん提ていが、そもそもおかしいと思おもわないのか」

　メタナイトは冷れい静せいなコメントを口くちにし、ふたたび地ち図ずをにらんだ。

「これほどケーキ屋やだらけとは……姫ひめが次つぎに襲しゅう撃げきしそうな店みせは、どこだ？」

「うーん……どこでしょう……」

　侍じ女じょは考かんがえこんだ。

「いちばん大おおきな店みせは、王おう宮きゅう前まえ広ひろ場ばにある『シュガーツリー』ですけど……最さい近きん、人にん気きが高たかまっているのはシナモン通どおりの『スイートルーム』かしら……」

「でも、ねえさん、わたしはマーマレード広ひろ場ばの『ハッピーデザート』が最さい高こうにおいしいと思おもうわ」

　口くちをはさんだのは、侍じ女じょ見み習ならいだった。

　男だん爵しゃくに心こころをあやつられた侍じ女じょが、絶ぜっ交こうしていた妹いもうとである。二人ふたりは仲なか直なおりをし、元もとのとおりの仲なか良よし姉し妹まいに戻もどっている。

　侍じ女じょは、「うーん」と考かんがえこんだ。

「そうねえ。でも、ドーナツ通どおりの『チョコレートハウス』もすてがたいわよねえ。あの店みせのチョコパフェは絶ぜっ品ぴんだわ」

「クリーム公こう園えんにある『ハニーポット』のはちみつパイはどう？　あれほどおいしいパイは他ほかにないわよ」
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「おいしいケーキ屋やさんが多おおすぎて、まよっちゃうわね！」

「ほんと、ほんと！　わたしのおすすめは……」

　侍じ女じょとその妹いもうとは夢む中ちゅうになって、ケーキ屋やの名な前まえを次つぎ々つぎに並ならべ始はじめた。

「まって、まって！　覚おぼえきれない！」

　カービィが、今いまにもよだれをたらしそうな顔かおで叫さけんだ。

　デデデ大だい王おうは、うっとりした声こえで、ワドルディに命めいじた。

「ぜんぶ、メモしておけ！　場ば所しょとおすすめメニューも書かいておくんだぞ」

「はいっ」

　ワドルディはメモ帳ちょうを取とり出だし、ペンをかまえた。

　メタナイトが言いった。

「……私わたしたちは、グルメ情じょう報ほうを集あつめているのではない。姫ひめが襲しゅう撃げきしそうな店みせをさがしているのだ」

「そ、そうでしたわ」

　侍じ女じょはわれに返かえって、地ち図ずに向むき直なおった。

「でも、候こう補ほが多おおすぎて、しぼりきれませんわ」

「人ひとが多おおく集あつまる人にん気き店てんがあぶないと思おもうのだが」

「それでしたらやっぱり、シナモン通どおりの……」

　侍じ女じょが言いいかけたとき。

　爆ばく発はつ音おんがとどろき、宮きゅう殿でんがゆれた。

「きゃあっ！」

　侍じ女じょたちは悲ひ鳴めいを上あげ、頭あたまをかかえた。

　デデデ大だい王おうが叫さけんだ。

「姫ひめの襲しゅう撃げきか!?　ケーキ屋やじゃなく、王おう宮きゅうをおそうとは、どういうつもりだ！」

「今いまの爆ばく発はつ音おんは、王おう宮きゅうの裏うら手てから聞きこえたぞ」

　メタナイトが言いうと、侍じ女じょが「あっ」と叫さけんだ。

「裏うら手てには、王おう立りつケーキ工こう場じょうがありますわ。わたくしったら、うっかりしてました。どのケーキ屋やさんよりおいしいケーキを、毎まい日にちたくさん作つくっている場ば所しょ……それは、王おう立りつケーキ工こう場じょうですわ！」

「行いくぞ！」

　メタナイトは、すばやく身みをひるがえした。




　王おう立りつケーキ工こう場じょうは、白しろいけむりにつつまれていた。

　工こう場じょうではたらいている人ひと々びとが、せきこみながら逃にげ出だしている。

「げほっ、げほっ……けむい！」

「前まえが見みえないわ！　助たすけて！」

　人ひと々びとの悲ひ鳴めいがひびき、パニックが広ひろがっていた。

　そこへ、メタナイトたちが駆かけつけた。

「みんな、だいじょーぶ!?」

　カービィが大おお声ごえでたずねると、一人ひとりの男だん性せいが答こたえた。

「従じゅう業ぎょう員いんは無ぶ事じです。でも……！」

「でも!?」

「フルーツケーキ部ぶ門もんの部ぶ長ちょうが、まだ工こう場じょう内ないに残のこっているんです！」

「どういうことだ！」

　メタナイトがたずねた。

　男おとこは、目めをこすりながら答こたえた。

「がんこで、責せき任にん感かんの強つよい人ひとなんです。持もち場ばをはなれることなんてできないって言いい張はって、中なかに残のこっているのです！」

「襲しゅう撃げき者しゃの顔かおを見みた者ものはいるか？」

　メタナイトの問といに、男おとこは暗くらい顔かおでうなだれた。

　まわりに集あつまったケーキ職しょく人にんたちが、口くち々ぐちに答こたえた。

「わたし、はっきり見みました。まちがいありません、マローナ姫ひめ様さまでした！」

「わたしは声こえを聞きいたわ。『この工こう場じょうの機き械かいを、ぜんぶこわしてやる』って叫さけんでた……あれはたしかに、マローナ姫ひめ様さまの声こえだったわ」

「姫ひめは悪わる者ものにあやつられて、すっかり別べつ人じんになってしまったんだ！　あんなに、おやさしかった姫ひめ様さまが……」

　メタナイトは、なげく人ひと々びとを見み回まわして、言いった。

「姫ひめは、まだ工こう場じょうの中なかにいるのか？」

「はい。ガリック男だん爵しゃくといっしょに！」

「よし、行いこう」

　工こう場じょうはまだ、けむりにつつまれている。しかし、メタナイトにためらいはなかった。

　彼かれは剣けんに手てをかけて、飛とぶような速はやさで工こう場じょうに飛とびこんだ。

　ソードナイトとブレイドナイトが、すばやく後あとに続つづく。

　カービィたちも、もちろん後おくれをとらなかった。




　広ひろい工こう場じょうに、ガツン、ガツンという大おおきな音おとがひびいていた。

　マローナ姫ひめが、大おおきなこんぼうを、生なまクリーム製せい造ぞうマシンにたたきつけている。

　クリームをまぜるための羽は根ねがはじけ飛とび、あたりに生なまクリームが飛とび散ちっていた。

　細ほそい目めで姫ひめを見み守まもっているのは、ガリック男だん爵しゃく。口くちもとには、冷れい酷こくきわまりないほほえみが浮うかんでいた。

「そうそう、その調ちょう子しだ、たけだけしき姫ひめよ。もっと力ちからをこめるのだ。人ひと々びとを不ふ幸こうにする機き械かいなど、こわしつくしてしまえ」

「……」

　姫ひめは手てを休やすめて、男だん爵しゃくに背せを向むけた。

　元げん気きなく、うなだれている。その様よう子すを見みて、男だん爵しゃくの顔かおからほほえみが消きえた。

「どうかしたかね、姫ひめ？」

「……なんでもないわ」

「もっと力ちからをこめなければ、その機き械かいはこわせないよ。休やすんでいるひまはない」

「……」

　姫ひめがこんぼうをにぎり直なおそうとした時ときだった。

「やめてください、姫ひめ様さま！」

　姫ひめは手てを止とめて、振ふり返かえった。

　白しろいパティシエ服ふくを身みにつけた男おとこが、床ゆかにひざまずいて、マローナ姫ひめを見み上あげていた。

　姫ひめはつぶやいた。

「あなたは……フルーツケーキ部ぶ門もんの……」

「そうです！　姫ひめ様さまがいちばんお好すきなフルーツケーキを、毎まい日にち作つくり続つづけていた者ものでございますぞ！」

　フルーツケーキ部ぶ門もんの部ぶ長ちょうは、悲かなしげにうったえた。

「なぜ、こんなひどいことをなさるのです。姫ひめ様さまは毎まい日にち、この工こう場じょうをおとずれて、ケーキ職しょく人にんたちにやさしい言こと葉ばをかけてくださったではありませんか」

「……」

「わたしたちは、姫ひめ様さまのお言こと葉ばと、明あかるい笑え顔がおをはげみに、毎まい日にちがんばってケーキを作つくり続つづけてきたのです。どうか、思おもい出だしてください！」

　姫ひめは顔かおをそむけ、力ちからなく首くびをふった。

　ガリック男だん爵しゃくが進すすみ出でて、せせら笑わらった。

「下さがっていろ、おろか者ものめ。姫ひめの行おこないを、邪じゃ魔まするな！」

「ガリック男だん爵しゃく！　やはり、おまえが姫ひめ様さまをそそのかしたんだな……！」

「ふん！　我わが輩はいに向むかって、なんという口くちのききかた！」

　男だん爵しゃくは、ベルトにさした細ほそいナイフを引ひき抜ぬいた。

「……！　やめて！」

　マローナ姫ひめが悲ひ鳴めいを上あげて、男だん爵しゃくの腕うでに飛とびついた。

　しかし男だん爵しゃくは、姫ひめをふりほどいて、ナイフを投なげた。

　フルーツケーキ部ぶ長ちょうが、恐きょう怖ふのあまり目めを見み開ひらいた瞬しゅん間かん──。

　するどい音おとがひびき、男だん爵しゃくが投なげたナイフははじき返かえされた。

　部ぶ長ちょうと男だん爵しゃくの間あいだに舞まいおりたのは、メタナイト。彼かれがとっさに剣けんを抜ぬいて、ナイフの攻こう撃げきを防ふせいだのだった。

「メタナイト君くん！　また、君きみかね！」

　ガリック男だん爵しゃくはいらだたしげに叫さけぶと、一歩ぽとびすさった。

「目めざわりだ。失うせたまえ！」

　男だん爵しゃくは、続つづけざまにナイフを投なげた。メタナイトはそれをすべて、剣けんではじき返かえした。

　そこへ、ソードナイトとブレイドナイトが駆かけつけてきた。

　二人ふたりは剣けんをかまえて、男だん爵しゃくをにらみつけた。

「ガリック……！」

「今こん度どという今こん度どは、にがさないぞ！」
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「おやおや、だれかと思おもったら」

　男だん爵しゃくは、せせら笑わらった。

「ソードナイト君くんとブレイドナイト君くんではないか。いつぞやは、楽たのしかったねえ」

「……なんだと……」

「また、君きみたちと食しょく事じをともにしたいものだよ。おろかで単たん純じゅんな者ものたちと話はなすのは、実じつに楽たのしいからね！」

「きさまぁ！」

　二人ふたりは逆ぎゃく上じょうして、おどり上あがった。

　左さ右ゆうからくり出だされた攻こう撃げきを、ガリック男だん爵しゃくはゆうゆうとかわした。

　そのとき、工こう場じょうをゆるがすような大おおきな声こえがひびきわたった。

「ガックリ男だん爵しゃく──！　きさまの相あい手ては、このオレ様さまだぁぁぁ──！」

　ハンマーをふり上あげて飛とびかかってきたのは、デデデ大だい王おう。

　そのすぐ後うしろから、カービィも飛とびこんできた。

「お姫ひめ様さまをはなせ──！」

　二人ふたりの攻こう撃げきをひらりとかわして、ガリック男だん爵しゃくは顔かおをしかめた。

「なんと、無ぶ作さ法ほうな。下げ品ひんな顔かおの君きみよ、今いま、我わが輩はいをなんと呼よんだ？」

「だれが下げ品ひんな顔かおだと──!?」

「我わが輩はいはガリック男だん爵しゃくだ！　ガックリではない！」

「おまえなんか、ガックリで十じゅう分ぶんだわい！」

　デデデ大だい王おうはハンマーをふり回まわした。

　カービィも、空くう気き弾だんをはき出だした。

　しかし、男だん爵しゃくは軽かるくかわし、ナイフを投なげた。

　ソードナイトとブレイドナイトが、すばやく剣けんをふり上あげて、ナイフをたたき落おとした。

「ふん……ザコどもが、よってたかって……！」

　不ふ利りをさとったガリック男だん爵しゃくは、上うわ着ぎの内うちポケットに手てをやった。

　メタナイトが叫さけんだ。

「みんな、目めをとじろ！　男だん爵しゃくの宝ほう石せきを見みてはだめだ！」

　ブレイドナイトもソードナイトも、デデデ大だい王おうもワドルディも、そしてフルーツケーキ部ぶ長ちょうも、みんな急いそいで目めをとじた。

　ただ一人ひとり──カービィだけは、まっすぐ男だん爵しゃくをにらみつけていた。

「お姫ひめ様さまをはなせー！」

　カービィは叫さけんで、男だん爵しゃくに飛とびかかった。

「な、なに!?」

　ガリック男だん爵しゃくはあわてて、カービィに赤あかい宝ほう石せきを突つきつけた。

　でも、カービィは少すこしもひるまない。

　からだいっぱいに空くう気きを吸すいこむと、男だん爵しゃくめがけて、いきおいよくはき出だした。

「うわっ!?」

　空くう気き弾だんに直ちょく撃げきされて、男だん爵しゃくはあおむけにひっくり返かえった。

　カービィは、びっくりして立たちつくしているマローナ姫ひめの手てを取とった。

「お姫ひめ様さま！　こっちへ来きて！」

　メタナイトは、仮か面めんの前まえに手てをかざして宝ほう石せきを見みないようにしながら、叫さけんだ。

「カービィ！　無ぶ事じなのか!?」

「うん！」

「なぜ君きみは、赤あかい石いしを見みても平へい気きでいられるんだ？」

「石いし？　あんなもの！　ぜんぜん、おいしそうじゃないもん！」
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「そう……か……そういうことか」

　メタナイトは理り解かいした。

「カービィはつねに食たべ物もののことで頭あたまがいっぱいだから、術じゅつにかかる隙すきがないのだな」

　ワドルディが言いった。

「あの術じゅつは、大だい好すきなものを思おもい浮うかべると、とけるんですよね。カービィは、いつも大だい好すきな食たべ物もののことばかり考かんがえているから、術じゅつがきかないんだ！」

「なんだと～!?　食しょく欲よくなら、オレ様さまだって負まけていないぞ！」

　デデデ大だい王おうが怒おこりだした。

「なぜ、オレ様さまは術じゅつにかかったのに、カービィはかからないんだ！　オレ様さまの食しょく欲よくが、カービィ以い下かだというのか！」

「だ、大だい王おう様さま、そんなことで張はり合あわなくても……」

「うるさいわいっ。オレ様さまは偉い大だいなる大だい王おうだぞ！　食しょく欲よくでもなんでも、いちばんでなければ気きがすまんわい～！」

　目めをつぶったまま地じ団だん駄だをふんでいるデデデ大だい王おうに、メタナイトが言いった。

「君きみは、カービィにくらべて、よけいな欲よくが多おおすぎるのだろう。かっこいいと思おもわれたいとか、有ゆう名めいになりたいとか、尊そん敬けいされたいとか」

「な、な……なんだと！　お、オレ様さまは別べつに……そんなこと思おもわなくても、十じゅう分ぶんかっこよくて、有ゆう名めいで、尊そん敬けいされているわいっ！」

「とにかく、今いまはカービィが頼たのみのつなだ」

「まかせてっ！」

　カービィは、起おき上あがろうとする男だん爵しゃくにもう一いち度ど空くう気き弾だんをたたきつけておいて、マローナ姫ひめの手てを引ひっぱった。

「メタナイト、お姫ひめ様さまを安あん全ぜんな場ば所しょに連つれていってあげて！　ガックリ男だん爵しゃくは、ぼくがやっつける！」

「我わが輩はいはガックリではない──！」

　はね起おきたガリック男だん爵しゃくが、目めを血ち走ばしらせてカービィにおそいかかった。

　カービィはひらりと身みをかわした。

　メタナイトは、マローナ姫ひめの手てをつかんで言いった。

「行いくぞ、姫ひめ」

「あ……わ……わたしは……でも……」

「話はなしは後あとだ。ここは頼たのんだぞ、カービィ！」

「うん！」

　メタナイトは、姫ひめをマントでかばいながら出で口ぐちへ向むかった。

「待まちたまえ……にがしはせん……！」

　ガリック男だん爵しゃくが、二人ふたりの背せ中なかめがけてナイフを投なげつけようとかまえた。

「そうはいかないよ！」

　カービィは、またもや空くう気き弾だんをはいたが、男だん爵しゃくはすばやく飛とびのいていた。

　おそろしいほどの身みの軽かるさ。彼かれはナイフをもてあそび、目めを細ほそめて笑わらった。

「何なん度ども同おなじ手てがきくと思おもうな。君きみの空くう気き弾だんは読よみきった。もう、通つう用ようせんよ！」

「え～……」

　カービィは一いっ瞬しゅん、しょんぼりしたが、すぐに気きを取とり直なおした。

「ぼくの武ぶ器きは、空くう気き弾だんだけじゃないよ！　みてろ！」

　カービィは、くるっと向むきを変かえた。ソードナイトとブレイドナイトのほうへ。

　二人ふたりは目めをつぶったままだが、カービィの視し線せんを感かんじて、びくっとした。

「カ……カービィ？」

「なぜ、俺おれたちを見みるんだ……？」

「ぼくに力ちからをかして！　ソードナイトとブレイドナイト、どっちでもいいから！」

「え……!?」

「お、おい、まさか……！」

　二人ふたりはあわてて、たがいを前まえに押おし出だそうと取とっ組くみ合あった。

「お、俺おれよりブレイドナイトのほうがおいしいぞ、カービィ」

「何なにを言いってるんだ！　カービィ、ソードナイトのほうが俺おれより頼たよりになるぞ！」

「どっちでもいいってば！」

　カービィは思おもいきり息いきを吸すいこんだ。

　カービィの吸すいこみパワーは超ちょう強きょう力りょく。手て前まえにいたソードナイトのほうが、たちまち宙ちゅうを飛とんだ。

「うわあああっ！　やめろ、カービィィィィ！」

　悲ひ鳴めいを残のこして、ソードナイトはカービィに吸すいこまれてしまった。

　後あとに残のこされたブレイドナイトは、ぺたんとその場ばにすわりこんだ。

「す、すまない、ソードナイト……俺おれのぶんまで、がんばってくれ……」

　カービィは、元げん気きいっぱい。

　その頭あたまの上うえに、ぽんっと音おとを立たてて、緑みどり色いろの帽ぼう子しが出しゅつ現げんした。

　そして、カービィの右みぎ手てには、みごとにきらめく剣けんが握にぎられている。

　カービィは、得とく意いげに剣けんを振ふりかざした。

「みてみて！　これで、戦たたかえるよ！」
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　ワドルディは、がまんできなくなって目めを開ひらき、カービィの姿すがたを見みて手てをたたいた。

「わあ！　ソードナイトさんを吸すいこんで、『ソード』の能のう力りょくをコピーしたんだね！　さすが、カービィ！」

「いっくよ～！」

　カービィは飛とび上あがり、ガリック男だん爵しゃくに向むき直なおった。

「ふん、こしゃくな！」

　ガリック男だん爵しゃくは、両りょう手ての指ゆびの間あいだに、ぜんぶで８本ぽんものナイフをかまえ、同どう時じに放はなった。

　８本ぽんのナイフが、うなりを上あげておそいかかる。１本ぽんずつはじき返かえしていたのでは、とても間まに合あわない。

　けれど、カービィはあわてなかった。

「えーいっ！」

　剣けんを水すい平へいにかまえて、高こう速そく回かい転てん。

　ワドルディが叫さけんだ。

「すごい！　回かい転てん斬ぎりだ！」

　目めをつぶって避ひ難なんしていたブレイドナイトとデデデ大だい王おうも、思おもわず目めをあけた。

「おお……俺おれの回かい転てん斬ぎりより速はやい！」

「なかなかやるわい、カービィ！」

　カービィの動うごきはあまりに速はやすぎて、目めにも留とまらない。まるで、するどい刃はをもつコマのよう。

　男だん爵しゃくが投なげた８本ぽんのナイフは、すべてはじき飛とばされた。見み守まもっていたワドルディたちは、拍はく手しゅかっさいした。

「な……なんだと……!?」

　さすがのガリック男だん爵しゃくも、まっさおになった。

　カービィは回かい転てんを止とめると、床ゆかをけって高たかく飛とび上あがった。

「かくごしろ──！」

　剣けんの切きっ先さきを下したに向むけ、男だん爵しゃくめがけて突つっこんでいく。

　ガリック男だん爵しゃくは、かろうじて飛とびのいた。

「くっ……この我わが輩はいとしたことが、不ふ覚かくだったよ！　君きみのような、けたはずれの戦せん士しがいたとは！」

「こうさんするなら、ゆるしてあげるよ！　まいったって言いえ！」

「まいった、まいった……などと、この我わが輩はいが言いうと思おもうか！」

　ガリック男だん爵しゃくはひきつった笑えみをうかべると、内うちポケットに手てをやった。

　その動うごきに気きづいたデデデ大だい王おうが、あわてて叫さけぶ。

「ぬ!?　いかん、みんな、目めをつぶれ！」

　叫さけびながら、大だい王おうは目めをとじてワドルディをひっつかみ、床ゆかにたたきつけた。

「いたいですぅぅぅ──！」

　ワドルディの悲ひ鳴めいが上あがる。しかし、大だい王おうの判はん断だんは正ただしかった。床ゆかにつっぷしたおかげで、ワドルディは赤あかい宝ほう石せきを見みずにすんだ。

　だが、ブレイドナイトの行こう動どうは、一いっ瞬しゅんおくれてしまった。

「う……!?」

　ブレイドナイトはあわてたが──その目めに、男だん爵しゃくがかかげる赤あかい宝ほう石せきのかがやきが、はっきり焼やきつけられた。

「お……おお……なんと……美うつくしい……」

「ブレイドナイト！」

　カービィが叫さけんだ。

　ブレイドナイトは、ふらふらと男だん爵しゃくに近ちかづいていく。赤あかい宝ほう石せきの魔ま力りょくに、すっかり取とりつかれている。

「ダメだよ、ブレイドナイト！　しっかりして！」

　カービィが引ひき止とめようとしたが、むだだった。

　ブレイドナイトはカービィをつきとばして、男だん爵しゃくに駆かけよった。

　ガリック男だん爵しゃくは余よ裕ゆうをとりもどして、うす笑わらいをうかべた。

「フフン。王おう女じょをうばわれたのは残ざん念ねんだが、かわりに、おもしろいものが手てに入はいったよ」

「……ガリック様さま……」

　ブレイドナイトは、うっとりして赤あかい宝ほう石せきにみとれている。

「しっかりしてよ～、ブレイドナイト！」

　カービィの呼よびかけにも、反はん応のうなし。
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　ガリック男だん爵しゃくは、高たからかに叫さけんだ。

「行いくぞ、ブレイドナイトよ。おまえは今いまより、我わが輩はいを守まもる騎き士しとなるのだ！」

「……はっ、ガリック様さま」

　ブレイドナイトは、うやうやしく答こたえた。

　ガリック男だん爵しゃくは出で口ぐちに向むかって走はしった。

「まて～！」

　追おいかけようとしたカービィを、ブレイドナイトがはばんだ。

「ガリック様さまの邪じゃ魔まはさせぬぞ……！」

「ブレイドナイト～！　しっかりしてよ、ぼくだよ、カービィだよ～！」

「おまえは、ピンクの悪あく魔まだ……！」

　ブレイドナイトは剣けんをぬき、カービィを追おい散ちらして、ガリック男だん爵しゃくの後あとを追おった。

「まって、ブレイドナイト！　行いっちゃダメ！　戻もどってきて！」

　カービィの必ひっ死しの呼よびかけにも、振ふり返かえらない。

　たちまち、男だん爵しゃくとブレイドナイトは姿すがたを消けしてしまった。
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　いっぽう、ケーキ工こう場じょうから飛とび出だしたメタナイトとマローナ姫ひめは、王おう宮きゅうの裏うら庭にわににげこんでいた。

　小ちいさな噴ふん水すいの前まえで、メタナイトはやっと足あしを止とめた。マローナ姫ひめは、石いしだたみにひざをついて、はずんだ息いきをととのえた。

「……ひどいわ……わたし、こんなに長ながい距きょ離りを走はしったことなんてないのに」

　文もん句くを言いった姫ひめに、メタナイトはそっけなく答こたえた。

「それは悪わるかった。あなたが、王おう宮きゅう育そだちのたおやかな姫ひめ君ぎみだということを、うっかり忘わすれていた」

「……え？」

「なにしろ、ケーキ屋やをおそったり、工こう場じょうを破は壊かいしたり、あまりに乱らん暴ぼうなふるまいが目めについたのでね」

「……！」

　姫ひめは赤あかくなって、メタナイトをにらんだ。

　メタナイトは、紙かみにつつまれたプチケーキを取とり出だし、姫ひめに差さし出だした。

「食たべたまえ。それで少すこしは気きがおちつくだろう」

「……え？　どうしたの、これ？」

「さっき、王おう立りつケーキ工こう場じょうからいただいてきたのさ」

「いつのまに……」

「いらないのか？」

「……いただくわ」

　姫ひめは、もぎ取とるようにケーキをうばい、ひと口くちでペロリと食たべてしまった。

　たちまち、姫ひめはしあわせそうな笑え顔がおになった。

「おいしい……！　これ、わたしが大だい好すきな、ひと口くちアップルパイよ。王おう立りつケーキ工こう場じょうの、自じ慢まんの一いっ品ぴんなの」

　プチサイズのケーキは、あっという間まになくなった。姫ひめは、もの足たりなそうだった。

　メタナイトはそれには気きづかないふりをして、言いった。

「ガリックの術じゅつは、大だい好すきなものやたいせつなものを思おもい浮うかべると、打うち消けされる。大だい好すきなアップルパイが、あなたを正しょう気きに返かえしたようだ……と言いいたいところだが」

　マローナ姫ひめは顔かおを上あげて、メタナイトを見みた。

　メタナイトはつづけた。

「そうではないだろう。あなたは、とっくに自じ分ぶんを取とり戻もどしていた」

「……！」

　姫ひめは息いきをのんだ。

「ガリックをあざむき、術じゅつにかかったふりをしていただけだ。そうだろう？」

「……どうしてわかったの？」

「あなたは、フルーツケーキ部ぶ長ちょうを助たすけようとした」

　メタナイトが言いうと、マローナ姫ひめはハッとした。

「ガリックがナイフを投なげようとしたとき、とっさに部ぶ長ちょうをかばおうとした。自じ分ぶんの危き険けんもかえりみずに。あの光こう景けいを見みたとき、確かく信しんしたのだ。あなたは、術じゅつにかかってなどいないと」

　姫ひめはしばらくためらってから、言いった。

「あいつの術じゅつは、何なん度どもくり返かえすと、ききめがなくなるみたいなの。バニラ通どおりのケーキ屋やさんをおそった時ときは、あいつの言いいなりだったけど、あれが最さい後ごよ。わたしにはもう、あいつの術じゅつはきかないわ」

「では、王おう立りつケーキ工こう場じょうをおそったのは、あなた自じ身しんの意い志しということか」

「……ええ、そうよ。あばれまくって、工こう場じょうをこわしてしまうつもりだったの」
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「なぜだ」

「それほどひどいことをすれば、お父とう様さまだってわたしのことを見みはなすはず。わたしは、もう王おう女じょではいられなくなるにちがいない……そう思おもったの」

「……なぜ、そんなことを」

　姫ひめはメタナイトを見みると、首くびをふった。

「あなたには、わからないわ、メタナイト。わたしの気き持もちなんて」

「……」

「あなたみたいに、自じ由ゆう気きままに生いきている人ひとがうらやましい。わたしは……いつも、ほんとうの自じ分ぶんをかくして、上じょう品ひんでおとなしい王おう女じょのふりをしてきたのよ」

　姫ひめは、悲かなしそうにため息いきをついた。

「ほんとのわたしは、みんなが思おもってるような良よい子こじゃない。なまけ者ものだし、おてんばだし、ものすごく食くいしんぼうなの。でも、人ひと前まえでは上じょう品ひんでおとなしい、優ゆう等とう生せいのふりをしてきたわ」

「……ふむ」

「お母かあ様さまがいたころは、しあわせだったわ。お母かあ様さまの前まえでは、自じ由ゆうにふるまうことができた。でも、お母かあ様さまがなくなってからは……みんなが、わたしに期き待たいしすぎるの。お母かあ様さまのような、りっぱな女じょ性せいになってほしいって……」

　姫ひめは、声こえをふるわせた。

「お父とう様さまだって、ほんとうのわたしを知しらない。マローナは良よい子こだ、王おう家けのほこりだって、ほめるばかり。だからわたしは、大おお声ごえで笑わらうことも、はしゃぐこともできなかった。特とく大だいのケーキにかぶりつきたくても、がまんした。いつも注ちゅう目もくをあびて、ほめられて……どれほどきゅうくつだったか、あなたにわかる？」

「……いや」

「ガリック男だん爵しゃくにあやつられたことは、くやしいわ。でも、わたし、王おう宮きゅうを離はなれてはじめて、自じ由ゆうになれたのよ。もう、戻もどりたくない。ぜったいに」

「それが、あなたの心こころからの願ねがいなのか」

「……そうよ」

「ならば、好すきにするがいい」

　メタナイトは姫ひめに背せを向むけ、歩あるき出だした。

　マローナ姫ひめは、びっくりして声こえをかけた。

「え!?　なんて言いったの……!?」
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　メタナイトは足あしを止とめて答こたえた。

「好すきにしろと言いったのだ。王おう宮きゅうに戻もどりたくないなら、戻もどらなくていい」

「な……なんですって!?　あなた、わたしを連つれ戻もどすよう、お父とう様さまに命めいじられたんでしょ？」

「私わたしは自じ由ゆうだ。だれの命めい令れいも受うけない」

　メタナイトはまた、歩あるき出だした。

　姫ひめは、うろたえて大おお声ごえを上あげた。

「ちょ、ちょっと待まってよ。本ほん気きなの？　ほんとうに、わたしを連つれ戻もどさないの？」

「ああ」

「わたし、ガリック男だん爵しゃくのもとへ行いっちゃうわよ？　永えい久きゅうに王おう宮きゅうには戻もどらないわよ？」

「好すきにしたまえ」

「ほ、ほんとよ？　国こく宝ほうのレシピブックだって、返かえさないわよ？　き、聞きいてるの？　メタナイト～!?」

　メタナイトはもう相あい手てにせず、どんどん歩あゆみ去さってしまった。

　姫ひめは、呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

「メタナイト……なんてヤツなの……わたし、本ほん気きなのに……」

　姫ひめはしばらく、みれんがましく、噴ふん水すいのまわりをうろうろしていた。

　だが、ようやく心こころが決きまった。

「……そっちがその気きなら、いいわよ、もう！　わたし、本ほん気きでガリック男だん爵しゃくの仲なか間まになってやる。自じ由ゆう気きままに生いきてやるんだから！」

　姫ひめは思おもいきって、メタナイトとは反はん対たいの方ほう向こうに駆かけ出だした。




　宮きゅう殿でんにもどったカービィたちは、広ひろ間まに集あつまっていた。

　そこへ、メタナイトが帰かえってきた。カービィが真まっ先さきに駆かけ寄よった。

「メタナイト、おかえり！　……あれ？　一人ひとり？　お姫ひめ様さまは？」

「王おう女じょは、宮きゅう殿でんには戻もどりたくないそうだ」

　メタナイトの答こたえに、デデデ大だい王おうが目めをむいた。

「なんだと？　ガリックの催さい眠みん術じゅつが、とけなかったのか？」

「いや、とけた。だが、戻もどりたくないと言いうのだ。しかたあるまい」

「なんだと～!?　では、姫ひめは……」

「ガリックのもとへ帰かえった」

「えええ～!?」

　全ぜん員いんが声こえをそろえた。侍じ女じょは、ショックのあまり、気き絶ぜつしそうになった。

　デデデ大だい王おうは、飛とび上あがってメタナイトをどなりつけた。

「きさま、止とめなかったのか!?　せっかく、姫ひめを連つれ出だしておきながら……！」

「本ほん人にんがのぞんだことだ。むりやり引ひっぱってくるわけにもいくまい」

「ばかものーっ！　とんだ役やく立たたずだわい！　やはり、きさまなんかにまかせず、オレ様さまが姫ひめを救すくうべきだったわい！」

「あ、あの、メタナイト様さま……」

　侍じ女じょが、よろよろしながらメタナイトにたずねた。

「姫ひめ様さまが、ほんとうに、そうおっしゃったのですか？　王おう宮きゅうに戻もどりたくないなんて」

「ああ。はっきり、そう言いった」

「ガリックの催さい眠みん術じゅつのせいではなく……？」

「そうだ。術じゅつはとけたが、マローナ姫ひめは戻もどりたくないそうだ」

「なぜ……！」

　侍じ女じょは、顔かおをおおって泣なきくずれてしまった。

「ガリックに毒どくされて、姫ひめ様さまはおかしくなってしまったのですわ！　だれよりもやさしくて、すなおで、みんなのお手て本ほんだったあの姫ひめ様さまが……！」

「やれやれ、だ。それが嫌いやで、姫ひめは逃にげ出だしたのさ」

　メタナイトは、小こ声ごえでつぶやいた。

「え？　何なにか、おっしゃいましたか？」

「いや、何なにも。そんなことより、さっきから気きになっているのだが」

　メタナイトは、ソードナイトを見みた。

「一人ひとり足たりない。ブレイドナイトはどうした？」

「それが……」

　ソードナイトは、ぐったりして答こたえた。

「あいつは、ガリックの術じゅつにかかってしまったんです。ガリックといっしょに、姿すがたを消けしてしまいました」

「なんだと……!?」

　メタナイトは、うめいた。

「しまった……もっと警けい戒かいするべきだった。無ぶ事じでいてくれ、ブレイドナイト……」

　侍じ女じょが、怒おこって言いった。

「まあ、メタナイト様さま。姫ひめ様さまのことは、ぜんぜん心しん配ぱいしてなかったのに。まるで、ブレイドナイトさんのほうが、たいせつなようですわ！」

「当あたり前まえだろう。ブレイドナイトは、私わたしの大だい事じな部ぶ下かだ」

「まあ、姫ひめ様さまは大だい事じじゃないと言いうのですか！　無ぶ礼れいな！」

「ソードナイト、おまえは無ぶ事じでよかった」

　メタナイトは侍じ女じょを無む視しして、ソードナイトに言いった。

　ソードナイトは、きまり悪わるそうに答こたえた。

「俺おれは、その……カービィに吸すいこまれてたものですから……」

「……ああ、なるほど」

　メタナイトは、うなずいた。

「とにかく、ガリックを追おおう。ブレイドナイトを助たすけるぞ」

「だけど、場ば所しょがわからないよ！」

　カービィが、くやしそうに言いった。

「ぼく、追おいかけようとしたけど、見み失うしなっちゃったんだ！」

　デデデ大だい王おうがうなった。

「ウムム……また、姫ひめがどこかのケーキ屋やをおそうのを待まつしかないのか……」

「その必ひつ要ようはない。ガリックの隠かくれ家がは、これでわかる」

「え？」

　みんなの注ちゅう目もくをあびて、メタナイトは小ちいさな装そう置ちを取とり出だし、手ての上うえにのせた。

　ワドルディがたずねた。

「なんですか、それ？」

「追つい跡せき装そう置ちだ。発はっ信しん機きから出でている電でん波ぱをとらえて、場ば所しょを知しることができる。これがあれば、ガリックの居い場ば所しょがわかるぞ」

「発はっ信しん機き……って？」

「姫ひめに取とりつけてある」

「え!?」

「さっき、姫ひめのすきを見みて、さりげなく服ふくに貼はりつけておいた。とても小ちいさくて目め立だたないものだから、気きづかれることはないはずだ」

　ソードナイトが叫さけんだ。

「それで、わざとお姫ひめ様さまをガリック男だん爵しゃくのもとへ帰かえしたんですね！　やつの隠かくれ家がをつきとめるために！　さすがはメタナイト様さまです！」

「わざと……ではないがな。あくまでも、姫ひめの意い志しを尊そん重ちょうした結けっ果かだ」

　カービィが、はりきって叫さけんだ。

「よーし！　ガリック男だん爵しゃくをやっつけにいくよ～！」

「いよいよ、オレ様さまの力ちからの見みせどころだわい！」

　腕うでまくりをしたデデデ大だい王おうに、メタナイトは言いった。

「いや、君きみとワドルディはここで待まっていてくれ」

「なんだと!?　オレ様さまに留る守す番ばんをさせる気きか!?」

「ガリックの赤あかい宝ほう石せきは、とても危き険けんだ。また君きみが術じゅつにかかったら、手てに負おえない」

「ムム……」

　デデデ大だい王おうは、反はん論ろんできなかった。赤あかい宝ほう石せきのおそろしさは、身みにしみている。

　大だい王おうは、しぶしぶ言いった。

「わかったわい！　では、オレ様さまは……」

　デデデ大だい王おうは少すこし考かんがえて、ぽんと手てを打うった。

「メタナイト、きさまがガリックを退たい治じし、姫ひめを連つれ戻もどすことができれば、メレンゲ王おうの誕たん生じょうパーティは予よ定ていどおりに開ひらかれるのだな？」

「メレンゲール十三世せいだ。もちろん、姫ひめが無ぶ事じにもどればな」

「よし、ではオレ様さまは、パーティのしたくを整ととのえておいてやるわい」

「君きみが？　しかし、したくと言いっても、何なにを……」

「もちろん、ごちそうの準じゅん備びに決きまっているだろうが！　オレ様さまが腕うでによりをかけて、ワドルディをこき使つかってやる！　盛せい大だいなパーティを用よう意いしておくから、必かならず姫ひめを連つれ戻もどしてこい！」

「わ～い、パーティ、パーティ！」

　カービィは、早はやくもパーティが始はじまったかのように、はしゃぎ回まわった。

　メタナイトは言いった。

「もちろんガリックは倒たおすが、姫ひめのことはわからないぞ。はたして、戻もどってくるかどうか、それは姫ひめの心こころしだいだ」

　それを聞きくと、デデデ大だい王おうは両りょう手てを振ふり上あげて怒おこり出だした。

「何なにを言いってる！　姫ひめが戻もどらなきゃ、パーティが始はじまらんだろうが！　首くびになわをかけてでも、引ひっぱってこい！」

「ことわる」

「なんだと!?　メタナイト！」

「マローナ姫ひめの心こころは自じ由ゆうだ。だれも、命めい令れいすることはできない。王おう宮きゅうに戻もどるかどうかは、姫ひめが決きめることだ」

　メタナイトの声こえは静しずかだが、いつにもまして、迫はく力りょくがあった。さすがのデデデ大だい王おうも、言いい返かえすのをやめた。

「……フン。わかったわい。とにかく、オレ様さまはごちそうを準じゅん備びする。パーティが中ちゅう止しになったら、オレ様さまが男おとこらしく責せき任にんをとって、ぜんぶ一人ひとりで食たべてやるわい！」

　デデデ大だい王おうはその光こう景けいを思おもい浮うかべて、にんまりした。

　ソードナイトが言いった。

「メタナイト様さま、俺おれはどうすればいいですか？　俺おれも、足あし手でまといにならないように、ここで待まっていたほうがいいですか？」

「いや、おまえはいっしょに来こい」

「でも、あの赤あかい宝ほう石せきを使つかわれたら……」

　しりごみするソードナイトに、メタナイトは言いった。

「おまえの力ちからが必ひつ要ようなんだ。カービィと力ちからを合あわせて戦たたかうのだ、ソードナイト」

「……ようするに、吸すいこまれ役やくってことですね……ううっ」

「行いこう！　出しゅっ発ぱつ、出しゅっ発ぱつ～！」

　カービィが、遠えん足そくにでも行いくような声こえで叫さけんだ。
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「がんばってね、カービィ！　ケガをしないでくださいね、メタナイト様さま！」

　ワドルディの声せい援えんを受うけて、メタナイトたちは王おう宮きゅうを後あとにした。
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「あなたは、ずいぶんたくさん隠かくれ家がをもってるのね」

　マローナ姫ひめは、感かん心しんしたように言いった。

　ガリック男だん爵しゃくは、うす笑わらいを浮うかべて答こたえた。

「我わが輩はいの計けい画かくは、つねに完かん璧ぺきなのだよ。宝たからを手てに入いれるために、準じゅん備びはおこたらない」

「……さすがね」

　ガリック男だん爵しゃくとマローナ姫ひめ、それにブレイドナイトの三人にんは、首しゅ都とから少すこしはなれたところにある、古ふるいとりでの中なかにいた。

　むかし、あらそいが絶たえなかった時じ代だいに造つくられたものだが、この星ほしに平へい和わがおとずれてからは使つかわれなくなった。今いまでは、近ちかづく者ものもいない、廃はい墟きょになっている。

　ガリック男だん爵しゃくは、このとりでに家か具ぐやじゅうたんを運はこびこんで、快かい適てきな隠かくれ家がに仕し立たてあげていた。外そとから見みれば、ただの廃はい墟きょだが、中なかはちょっとしたお屋や敷しきなみに豪ごう華かだ。

　部へ屋やのとびらが開ひらき、むらさき色いろの小ちいさな者ものが入はいってきた。手てには、長ながいやりを持もっている。
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「ガリック男だん爵しゃく様さま、とりでの見み回まわり終おわりました～。異い常じょうなしです～」

「うむ、ごくろうだった、ヤリナイトコッタよ」

　ガリックは、手て下したをねぎらった。

「引ひきつづき、警けい戒かいしろ。とりでに近ちかづく者ものは、かたっぱしから追おいはらえ。傷きずつけてもかまわん」

「はいー！」

　ヤリナイトコッタは、勇いさんで出でて行いった。

　マローナ姫ひめが言いった。

「あんな手て下したまで用よう意いして。あれは、何なに者ものなの？　わがシフォン星せいの住じゅう民みんじゃないみたいだけど……」

「フフン……何なに者ものでもよいだろう。我わが輩はいには、忠ちゅう実じつな部ぶ下かがたくさんいるのだよ。我わが輩はいのためなら、命いのちもおしまない部ぶ下かがね」

　ガリック男だん爵しゃくは意い味みありげなほほえみを浮うかべ、ブレイドナイトを見みた。

「おまえもその一人ひとりだ、ブレイドナイト」

「もちろんです、ガリック様さま。ガリック様さまのためなら、この命いのちもおしくありません……」

　ブレイドナイトは、うつろな声こえで答こたえた。

　いつもの彼かれとはまったくちがう、感かん情じょうのこもらない声こえだった。マローナ姫ひめは、不ふ安あんそうな目めでブレイドナイトを見みた。

　ガリック男だん爵しゃくは言いった。

「よろしい、ブレイドナイト。ではさっそく計けい画かくを進すすめよう。我わが輩はいのねらいは、王おう座ざだ」

「王おう座ざ？」

　マローナ姫ひめが問とい返かえすと、ガリックはうなずいた。

「そう。邪じゃ悪あくなメレンゲール十三世せいを暗あん殺さつし、我わが輩はいが王おうとなるのだ」

「……暗あん殺さつですって!?　お父とう様さまを!?」

　マローナ姫ひめの声こえが、かんだかくはね上あがった。

「おやおや、今いまさら何なにをおどろくのかね。我わが輩はいこそ王おうにふさわしいと言いったのは、姫ひめではないか」

「わ、わたしが、そんなことを……？」

「わすれたのかね？」

　細ほそい目めで見みつめられて、マローナ姫ひめはあわてて首くびをふった。

「いいえ、もちろん、覚おぼえてるわ。でも……暗あん殺さつなんておそろしいことはやめて！」

　マローナ姫ひめは、必ひっ死しの表ひょう情じょうでうったえた。

「わたしがお父とう様さまを説せっ得とくするわ。ガリック男だん爵しゃくに王おう位いをゆずって、引いん退たいしてくださいって。わたしとお父とう様さまは首しゅ都とをはなれて、いなかの村むらに住すむわ。王おう家けの身み分ぶんをすてて、ふつうの親おや子こみたいに、仲なか良よくくらす。それでいいでしょ？」

「いや、だめだね、心こころ弱よわき姫ひめよ」

　ガリック男だん爵しゃくは、残ざん酷こくな声こえで言いった。

「国こく王おうを生いかしておいては、我わが輩はいの身みが危き険けんだ。メレンゲール十三世せいには、この世よを去さってもらわねば」

「そんな……！」

　マローナ姫ひめは、まっさおになった。

　ガリック男だん爵しゃくは、ブレイドナイトに言いった。

「ブレイドナイトよ、おまえは我わが輩はいを守まもり、戦たたかえ。あのメタナイトめが、邪じゃ魔まをするに決きまっているからな」

「メタナイト……」

「うむ、あの大だい悪あく人にんを倒たおし、宇う宙ちゅうの平へい和わを守まもるのだ。ブレイドナイトよ、首しゅ尾びよくメタナイトを倒たおすことができたら、おまえを将しょう軍ぐんにしてやろう。最さい高こうの名めい誉よだぞ」

「メタナイト……メタ……ナイト……？」

　ブレイドナイトは苦くるしそうにつぶやいて、手てをにぎりしめた。

　その手てがふるえ出だし、彼かれは顔かおを上あげた。

「メタナイト様さまが大だい悪あく人にんだって？　そんな……そんなわけがあるか！」

　メタナイトは、ブレイドナイトにとって、だれよりも大だい事じな主しゅ君くん。

　彼かれにつかえてきた日ひ々びの思おもい出でがよみがえり、ブレイドナイトはやっと正しょう気きを取とり戻もどした。

「俺おれは……何なにをしてるんだ？　なぜ、こんなところに……？　くそっ……またしても、きさまの催さい眠みん術じゅつか！」

　ブレイドナイトはすばやく剣けんをぬき、ガリック男だん爵しゃくに突つきつけた。

　男だん爵しゃくはおちつきはらって、ふところから赤あかい宝ほう石せきを取とり出だした。

「乱らん暴ぼうなことはやめたまえ、ブレイドナイトよ。この美うつくしいマリス・ストーンを見みて、気き持もちをしずめなさい」

　その声こえにこたえるように、赤あかい宝ほう石せきはかがやきを増ました。

　ブレイドナイトは、剣けんを下おろして、どんよりした声こえで言いった。

「……もうしわけありません、ガリック様さま」

「わかればよろしい。頼たよりにしているぞ、ブレイドナイト」

「はっ」

　次つぎに、男だん爵しゃくは、姫ひめの目めの前まえにマリス・ストーンを突つきつけた。

　姫ひめは、まばたきもせずに、宝ほう石せきをにらんでいる。

　その表ひょう情じょうを見みて、ガリック男だん爵しゃくは首くびをかしげた。

「おや？　何なにか様よう子すがおかしいね……姫ひめよ、どうかしたかね？」

「……どうもしないわ」

　マローナ姫ひめは、首くびをふった。

「あなたは正ただしいわ、ガリック男だん爵しゃく。お父とう様さまを暗あん殺さつし、王おう位いをうばいましょう。この星ほしのケーキ屋やを、一いっ軒けんのこらず焼やきはらってやるわ」

「よろしい。ようやく、正ただしい考かんがえを取とりもどしたのだね」

　男だん爵しゃくは満まん足ぞくそうに、ほくそ笑えんだ。

　マローナ姫ひめは、その顔かおを見みて、怒いかりをこらえるのに必ひっ死しだった。

（ふん、ばかもの！　わたしにはもう、そんな石いしころ、きかないわよ！　わたし、なんでこんなインチキ野や郎ろうにだまされてたのかしら！　お父とう様さまを暗あん殺さつするだなんて、よくもそんな恐おそろしいことを考かんがえたわね！　ぜったい、ゆるさないから！）

　だが、今いまは催さい眠みん術じゅつにかかったふりを続つづけたほうがいい。姫ひめは、とっさにそう判はん断だんしたのだった。




「男だん爵しゃくたちは、あの古ふるいとりでの中なかにいるようだ」

　メタナイトは、追つい跡せき装そう置ちをたしかめながら言いった。

　丘おかの上うえに、古ふるぼけたとりでが建たっている。
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　ソードナイトが言いった。

「あんなボロボロの廃はい墟きょ、だれも近ちかづきませんよね。ガリックのやつ、用よう意いがいいな」

「ガリックは、ぬけめのない男おとこだ。油ゆ断だんするなよ、カービィ」

「だいじょーぶ！　まかせて！」

「では、突とつ入にゅうだ。ソードナイト、おまえは……」

「……わかってます。かくごはできてます」

　ソードナイトはあきらめ顔がおで、カービィのほうを向むいた。

「ブレイドナイトとマローナ姫ひめ様さまを助たすけるためだ。俺おれの力ちから、生いかしてくれよ、カービィ」

「うん！　いくよ～！」

　カービィはソードナイトを吸すいこんだ。

　たちまち、頭あたまの上うえに、緑みどりの帽ぼう子し。そして手てには、かがやく剣けん。

「『ソード』の能のう力りょくをコピーしたよ！　行いこう、メタナイト！」

「ああ。私わたしは、ガリックの赤あかい宝ほう石せきには立たち向むかえない。そちらは君きみにまかせる。私わたしは、ブレイドナイトとマローナ姫ひめを引ひき受うける」

「りょ～かい！」

　メタナイトとカービィは、カチッと音おとを立たてて剣けんを合あわせた。

「行いこう」

　二人ふたりは、翼つばさがはえたような速はやさで、丘おかの上うえのとりでに向むかっていった。




　静しずかなとりでに、突とつ然ぜん、雷かみなりのような大おおきな音おとがひびきわたった。

　ブレイドナイトとマローナ姫ひめは、おどろいて飛とび上あがった。

　とびらがバタンと音おとを立たててひらき、ヤリナイトコッタが駆かけこんできた。

「た、たいへんです、ガリック様さま！　あやしい連れん中ちゅうが攻せめてきました！　門もんを破やぶられちゃいました～！」

　そう聞きいても、ガリックは余よ裕ゆうを失うしなわなかった。

「襲しゅう撃げきくらいで、うろたえるな。門もん番ばんの君きみが食くい止とめなくてどうするのかね、ヤリナイトコッタよ」

「で、でも、敵てきはめちゃくちゃ強つよくて！　仮か面めんの剣けん士しと、ピンク色いろの悪あく魔まみたいなやつで……！」

「フフン、やはりな」

　ガリックは立たち上あがった。

「メタ……」

　マローナ姫ひめが、メタナイトの名なを口くちにしかけたが、ガリックはすばやく指ゆびを立たてて、姫ひめをだまらせた。

「その名なを口くちにしてはいけない、おろかなる姫ひめよ。ブレイドナイトがおかしくなってしまうからな」

「……わかったわ」

「宇う宙ちゅう一いちの大だい悪あく人にんが、早はやくもこの隠かくれ家がを見みつけてしまったようだ。やつらを片かたづけて、一いっ気きに王おう座ざをめざすぞ」

「はっ、ガリック様さま」

　ブレイドナイトは、うやうやしく礼れいをした。

　そこへ、メタナイトとカービィが飛とびこんできた。

　ブレイドナイトはすばやく剣けんをぬいて、メタナイトの前まえにおどり出でた。

「ブレイドナイト！」

　メタナイトが叫さけぶ。

　ブレイドナイトは、無む言ごんでメタナイトに斬きりかかった。

　メタナイトは攻こう撃げきを剣けんで受うけ止とめると、叫さけんだ。

「しっかりしろ、ブレイドナイト。私わたしだ、メタナイトだ」

「……」

「おまえは私わたしの大だい事じな部ぶ下か。思おもい出だすんだ、私わたしやソードナイトのことを」

　ブレイドナイトの動うごきが止とまった。

「ソード……ナイト……？」

「そうだ。私わたしはメタナイト。そしておまえは、ほこり高たかき剣けん士し、ブレイドナイト！」

　ブレイドナイトは、呆ぼう然ぜんとして、剣けんを下おろした。

　術じゅつが、とけかけている。

　口くちを開ひらいたのは、ガリック男だん爵しゃくだった。

「そこまでだよ、メタナイト君くん。我わが輩はいの忠ちゅう実じつな部ぶ下かに、おかしなことを吹ふきこまないでくれたまえ」

「……ガリック！」

「ブレイドナイトよ、大だい悪あく人にんの言こと葉ばに耳みみを貸かすな。その者ものを倒たおせば、おまえは将しょう軍ぐんだぞ」

「……将しょう軍ぐん……？」

「そうだ。ほうびとして、なんでも好すきなものをやるぞ。我わが輩はいのために戦たたかいたまえ、ブレイドナイトよ！」

　ガリック男だん爵しゃくはふところから赤あかい宝ほう石せきを取とり出だし、高たかくかかげた。

　メタナイトは、すばやく目めをふせた。

　ブレイドナイトは剣けんをかまえなおすと、大おお声ごえを上あげて、メタナイトに斬きりかかった。

「おまえは……宇う宙ちゅうの平へい和わを乱みだし、ガリック様さまを苦くるしめる大だい悪あく人にん！　かくごしろ！」

「ブレイドナイト！」

　剣けんの腕うで前まえは、メタナイトのほうが圧あっ倒とう的てきに上うえ。

　しかし、目めをふせたままでは戦たたかえない。ブレイドナイトの剣けんが、メタナイトを傷きずつけそうになったとき──。

「ダメだよ～、ブレイドナイト！　しっかりして！」

　カービィが割わって入はいり、ブレイドナイトの剣けんを、自じ分ぶんの剣けんではじき返かえした。

「出でたな、ピンクの悪あく魔まめ！」

「悪あく魔まじゃないってば！　ぼくだよ、カービィだよ！」

「おまえも大だい悪あく人にんの仲なか間まか！　退たい治じしてやるぞ！」

「もう～！　わからずや！」

　戦たたかっているカービィとブレイドナイトを見みて、ガリック男だん爵しゃくは首くびをかしげた。

「あのピンク色いろのぼうやには、なぜマリス・ストーンの力ちからが通つう用ようしない……？　おかしいな。石いしの力ちからがうすれてしまったのか……？」

　ガリック男だん爵しゃくは、マリス・ストーンを指ゆびでつまんで、まじまじとながめた。

　その背はい後ごから、マローナ姫ひめが足あし音おとをしのばせて近ちかづいた。

　男だん爵しゃくは、まったく警けい戒かいしていない。

　すきをついて、姫ひめは思おもいきって男だん爵しゃくに飛とびかかった。

「うわっ!?　何なにをする!?」

　男だん爵しゃくは大おお声ごえを上あげた。姫ひめは、男だん爵しゃくから宝ほう石せきをうばい取とろうと、無む我が夢む中ちゅう。

「その宝ほう石せきをよこしなさい、ばかもの！　あんたの思おもいどおりには、させないわ！」
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「な……!?　じゅ、術じゅつがとけたのか、たけだけしき姫ひめよ！」

「ふんっ、わたしにはもう、おまえのインチキ催さい眠みん術じゅつなんか通つう用ようしないのよ！　よこしなさいってば、このヒョロヒョロ野や郎ろう！」

「な……何なに──!?　ぶ、無ぶ礼れい千せん万ばん！」

　男だん爵しゃくは顔かおをまっかにし、姫ひめをつきとばした。

　姫ひめは、宝ほう石せきをもぎ取とることに成せい功こうしていた。けれど、そのからだはふっ飛とばされ、あやうく壁かべに激げき突とつ──！

「あぶない、お姫ひめ様さま！」

　カービィが叫さけんで、とっさに姫ひめをかばった。

　二人ふたりはいっしょに、壁かべにたたきつけられた。

　カービィのからだがクッションの役やく目めをはたし、姫ひめには傷きず一つない。

　けれど、カービィのほうは、そうはいかなかった。姫ひめと壁かべの間あいだで押おしつぶされ、ショックで、『ソード』のコピー能のう力りょくがはずれてしまった。しかも、目めを回まわしている。

「たいへん！　しっかりして、ピンクの子こ！」

　姫ひめはあわてて、カービィをかかえ起おこした。

　その姫ひめの背はい後ごに、せまる影かげが三つ。

　ガリック男だん爵しゃく、ブレイドナイト、そして元もとにもどったソードナイトだった。

　姫ひめは振ふり返かえって、ぎょっとした。

「あなたたち……あ、いけない！」

　姫ひめは、自じ分ぶんが手てにしている赤あかい宝ほう石せきに気きがついた。

　あわてて手てを後うしろに回まわしてかくしたが、おそかった。ブレイドナイトばかりか、ソードナイトまでも、宝ほう石せきの術じゅつにかかってしまった。

　ガリック男だん爵しゃくが、カンカンに怒おこって命めいじた。

「おまえたち、あの無ぶ礼れいでわがままで暴あばれんぼうの王おう女じょをとらえろ！　手てかげんはいらないぞ！」

「はっ、ガリック様さま！」

「メタナイト！」

　姫ひめは、悲ひ鳴めいを上あげた。

「助たすけて、メタナイト！　顔かおを上あげてもだいじょうぶよ、宝ほう石せきはわたしがうばったわ！」

　その言こと葉ばを聞きくが早はやいか、メタナイトは床ゆかをけっていた。

　まっすぐ、ガリックに斬きりつける。

　ガリックはひらりとかわすと、大おお声ごえで命めいじた。

「ブレイドナイト、ソードナイト！　あの大だい悪あく人にんをやっつけろ！　何なんでも望のぞみのほうびを取とらせるぞ！」

「おまえは、ほうびをちらつかせれば、だれでも思おもいどおりになると思おもっているらしいな」

　メタナイトはそう言いって、剣けんをふるった。

　ガリックはナイフを取とり出だして投なげたが、メタナイトはそれを剣けんでたたき落おとした。

「ほこり高たかき剣けん士しは、ほうびにつられたりしない。おまえには、ほこりという言こと葉ばの意い味みなどわからないだろうがな！」

「だまれ！　何なにをしている、ブレイドナイト、ソードナイト！」

「はっ、ガリック様さま！」

　二人ふたりはいきおいよく、メタナイトに斬きりかかってきた。

　真しん剣けん勝しょう負ぶなら、二人ふたりがかりでもメタナイトにはかなわない。けれど、今いまはメタナイトが不ふ利りだった。二人ふたりを傷きずつけないよう、手てかげんしながら戦たたかわなければならないから。

「ブレイドナイト！　ソードナイト！　目めをさましてくれ……！」

　メタナイトの呼よびかけにも、二人ふたりはなかなか反はん応のうしなかった。メタナイトは、じりじりと追おいつめられてゆく。

　その間あいだに、ガリック男だん爵しゃくはマローナ姫ひめにおそいかかろうとした。

　姫ひめは男だん爵しゃくの手てをかいくぐって、窓まど辺べに走はしった。

　姫ひめがしようとしていることをさとって、男だん爵しゃくが金かな切きり声ごえを上あげた。

「やめろ！　マリス・ストーンは、我わが輩はいの宝たからだぞ──！」

「こんなもの！」

　窓まどを急いそいで開ひらくと、姫ひめは思おもいきって宝ほう石せきを投なげた。

　男だん爵しゃくが飛とびつこうとしたが、間まに合あわなかった。

　宝ほう石せきは、キラキラ光ひかりながら、丘おかのふもとのどこかへと落おちていった。

「ああああ──！　我わが輩はいのいとしいマリス・ストーンよ──！」

　ガリック男だん爵しゃくは大おお声ごえでなげくと、怒いかりをこめた目めでマローナ姫ひめをにらみつけた。

「きさま……ゆるさんぞ！　よくも、我わが輩はいの宝たからを……！」

「こっちのセリフよ！　お父とう様さまをなきものにしようなんて、ぜったいにゆるさない！」

「だまれ、きさま！」

　ガリックは、壁かべぎわの棚たなの上うえに置おいてあった大おおきな本ほんをつかんだ。

　姫ひめの目めが、もえ上あがる。

「その本ほんはわたさないわ！　わが王おう家けに伝つたわる、大だい事じなレシピブック！」

「その大だい事じなレシピブックを、ぬすみ出だして我わが輩はいに差さし出だしたのはだれだったかな？」

「……！　返かえしなさい！」

　姫ひめは、ガリック男だん爵しゃくに飛とびついた。

　ガリックは、姫ひめの手てをつかんで、ひねり上あげた。

「いたい……っ！」

　姫ひめは、思おもわず悲ひ鳴めいを上あげた。ガリックは、姫ひめの手てをつかんだまま、窓まど辺べに走はしり寄よった。

　メタナイトが叫さけんだ。

「まて、ガリック！」

　あせった声こえを聞きいて、ガリックはようやく、余よ裕ゆうを取とりもどした。

「ハッ！　さらばだ、メタナイト君くん。レシピブックと姫ひめ君ぎみはいただいていく」

「姫ひめをはなせ！」

　ブレイドナイトとソードナイトが、がっちりメタナイトをはばんでいる。

　ガリックはせせら笑わらった。

「レシピブックにくらべれば、百分ぶんの一の価か値ちもない姫ひめ君ぎみだが、人ひと質じちにはなるだろう。我わが輩はいが無ぶ事じに逃にげ切きるまで、おともをしてもらうよ」

「ガリック！　姫ひめをはなせ！」

「ハハハ！　無ぶ事じに逃にげ切きったら、解かい放ほうしてあげるよ。我わが輩はいの宇う宙ちゅう船せんから放ほうり出だしてあげる、という意い味みだがね」

　ガリック男だん爵しゃくは、あばれる姫ひめの手てを引ひいて、窓まどから飛とび出だした。

[image: ]

　窓まどの下したには、飛ひ行こう艇ていが待まち受うけていた。操そう縦じゅう席せきにいるのは、ヤリナイトコッタ。

　ガリックとマローナ姫ひめをのせると、飛ひ行こう艇ていはぐんぐん高こう度どを上あげて、とりでからはなれた。

「ガリック……！」

　ブレイドナイトとソードナイトの剣けんを受うけ止とめながら、メタナイトはうめいた。

　そのとき。

「メタナイト！　ここは、ぼくにまかせて！」

　目めを回まわしていたカービィが、ようやく正しょう気きに返かえった。

　ブレイドナイトとソードナイトが振ふり返かえる。その二人ふたりに向むけて、カービィはいきおいよく空くう気き弾だんをはき出だした。

「うわ……！」

　はじけ飛とんだ二人ふたりに向むかって、「吸すいこみ」の体たい勢せいに入はいる。

　メタナイトは叫さけんだ。

「まかせたぞ、カービィ！　二人ふたりを傷きずつけないでやってくれ！」

　返へん事じのかわりに、カービィは思おもいっきり息いきを吸すいこんだ。
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　メタナイトはマントを広ひろげて空そらを飛とび、ガリック男だん爵しゃくの飛ひ行こう艇ていを追おいかけた。

　追つい跡せきに気きづいたガリックは、飛ひ行こう艇ていにそなえつけたマシンガンを乱らん射しゃし、メタナイトをねらってくる。

　メタナイトはすばやく攻こう撃げきをかわしながら、飛ひ行こう艇ていにせまった。

「くっ……！　どこまでも、目めざわりなやつ……！」

　ガリックがねらいを定さだめようとしたとき、とつぜん、飛ひ行こう艇ていがガクッとゆれた。

　バランスをくずしたガリックは、怒おこって振ふり返かえった。

「どうした、ヤリナイトコッタ……！」

　その目めに映うつったのは、意い外がいな光こう景けいだった。

　マローナ姫ひめが、ヤリナイトコッタを押おしのけて、操そう縦じゅうかんをにぎっている。

　ヤリナイトコッタは、姫ひめにしがみついて悲ひ鳴めいを上あげた。

「や、やめろ～！　何なにをするんだ！　あんた、操そう縦じゅうのしかたを知しってるのか!?」

「知しるわけないでしょ！」

「墜つい落らくしちゃうぞ～！」

「ガリックに連つれ去さられるぐらいなら、墜つい落らくのほうがましよ！」

「何なにをしているのだ！」

　ガリックは血けっ相そうをかえて、マローナ姫ひめをはがいじめにした。

　マローナ姫ひめは、操そう縦じゅうかんを思おもいっきりけとばした。飛ひ行こう艇ていは、大おおゆれにゆれながら落らっ下かし始はじめた。

「き、きさまぁぁぁ！　なんて乱らん暴ぼうなことを！　それでも王おう女じょか！」

「もう王おう女じょはやめたのよ！　このマローナ様さまをあまく見みないでよね！」

「このバカタレがぁぁぁ！」

　ガリックは、なんとか機き体たいを立たてなおそうとしたが、もはや手ておくれだった。コントロールできなくなった飛ひ行こう艇ていは、ガタガタしながら高こう度どを下さげていく。

　地じ面めんにぶつかる寸すん前ぜん、追おいついたメタナイトがマローナ姫ひめをすくい出だした。

　飛ひ行こう艇ていは墜つい落らくし、バラバラにこわれてしまった。

「ありがとう、メタナイト！」

「ケガはないか、マローナ姫ひめ」

「ええ！」

　そのとき、くだけ散ちった飛ひ行こう艇ていの破は片へんをかきわけて、ガリック男だん爵しゃくが立たち上あがった。

　片かた手てには、国こく宝ほうのレシピブック。もう片かた方ほうの手てには、数すう本ほんのナイフをかまえている。上じょう品ひんな身みなりはボロボロになり、男だん爵しゃくという称しょう号ごうからはほど遠とおいすがただった。

　その足あし元もとで、ヤリナイトコッタがむっくりと起おき上あがった。

「だ……男だん爵しゃく……様さま……」

　ヤリナイトコッタは手てをのばそうとしたが、ガリックは乱らん暴ぼうにはらいのけた。

　血ち走ばしった目めをして、ガリックはどなった。

「バカタレ姫ひめの言こと葉ばにまどわされ、王おう位いなどに目めがくらんだのが、我わが輩はいのまちがいだった！　このレシピブックだけいただいて、さっさと逃にげればよかった！」

「レシピブックはわたさないわ！　返かえしなさい！」

　つめ寄よろうとしたマローナ姫ひめに向むけて、ガリックはナイフを投なげた。

　メタナイトが飛とび出だして、ナイフをたたき落おとした。

　ガリックは、ガラガラした声こえで笑わらった。

「王おう女じょ様さまを守まもる騎き士しきどりか、メタナイト君くん？　君きみには、そんな正せい義ぎの味み方かたはにあわないと思おもうが」

「……」

「君きみのうわさは、いろいろ耳みみにしているよ。いささか、悪わるいうわさもね」

　ガリックは、メタナイトをいらだたせ、すきを作つくらせようとしている。

　メタナイトは、そんな手てには引ひっかからなかった。

「君きみは、あの盗とう賊ぞく団だんのドロッチェと付つき合あいがあるそうだね。コソドロのお仲なか間まのくせに、我わが輩はいを非ひ難なんできるのかね」

「ドロッチェを侮ぶ辱じょくするな。彼かれはコソドロなどではない！」

「ハッ、泥どろ棒ぼうは泥どろ棒ぼうだよ。このレシピブックだって、ドロッチェが知しったら目めの色いろをかえるだろう。我わが輩はいと、どこがちがうというのかね？」

「ドロッチェは、金かねのためにぬすむのではない。彼かれが価か値ちをみとめた宝たからだけを、スマートにぬすみ出だすのだ。きさまとはちがう！」

　メタナイトは剣けんをふるった。ガリックは、笑わらいながら攻こう撃げきをかわした。

「金かね？　まさか、我わが輩はいが金かねもうけのためにこのレシピブックをぬすんだと思おもっているのかい？　それはちがうよ、メタナイト君くん」
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「……」

「我わが輩はいが宝たからを集あつめるのは、いとしいマリス・ストーンのためだ」

「……なんだと？」

「価か値ちある宝たからを食くわせてやれば、マリス・ストーンはよりかがやきを増まし、力ちからを強つよめるのだ！　我わが輩はいがぬすむのは、あの美うつくしい宝ほう石せきがのぞんだものだけ。ぬすんだものをマリス・ストーンにささげ、我わが輩はいはより強つよい力ちからを得えるのだよ！　金かねなんか、少すこしもほしくない！」

　ガリックの目めが、ギラギラとかがやき始はじめた。

　メタナイトは、息いきをのんだ。

　ガリックは、はげしく足あしをふみならした。

「だが、そこの暴あばれんぼう姫ひめが、我わが輩はいからマリス・ストーンをうばってしまった！　我わが輩はいはあきらめないぞ！　この星ほしの草くさ木きをすべて焼やきはらってでも、かならずあの宝ほう石せきを探さがし出だしてみせるからな！」

　ガリック男だん爵しゃくは、さっと身みをひるがえそうとした。

　だが、ヤリナイトコッタが彼かれの足あしにしがみついた。

「男だん爵しゃく様さま、たいへんです！　見みてください！　ここに……！」

「うるさい。きさまなど、もう知しらん」

「ここに、マリス・ストーンが！」

「何なに!?」

　ガリック男だん爵しゃくは目めをむいた。

　ヤリナイトコッタは、飛ひ行こう艇ていの破は片へんをかきわけて、赤あかい宝ほう石せきを取とり出だした。

　マローナ姫ひめは、とっさにメタナイトの前まえに飛とび出だして、手てを広ひろげた。

「見みちゃだめ、メタナイト！　目めをふせて！」

「姫ひめ……！」

「赤あかい宝ほう石せきが、こんなところに……！　なんてこと！」

　姫ひめが放ほおり投なげた宝ほう石せきは、丘おかの斜しゃ面めんをてんてんと転ころがり、とりでから遠とおくはなれたこんな場ば所しょに落おちていたのだった。

　男だん爵しゃくは顔かおをかがやかせた。ヤリナイトコッタは赤あかい宝ほう石せきをさしだして、ほこらしげに言いった。

「オレが見みつけたんですよ、男だん爵しゃく様さま！　オレが、男だん爵しゃく様さまのために……！」

「うるさい、よこせ！」

　ガリックはヤリナイトコッタの手てから、赤あかい宝ほう石せきをむしり取とった。

「ハハ……ハハハ！　なんという奇き跡せき！　早はやくも、返かえってきた！　我わが輩はいのもとに、返かえってきたぞ！」

　男だん爵しゃくは宝ほう石せきをかかげて、笑わらいながら小こおどりした。

「やはり、我わが輩はいからはなれたくないのだな、いとしいマリス・ストーンよ……」

　ガリック男だん爵しゃくはうっとりして、宝ほう石せきにほおずりをした。

　メタナイトは目めをふせて、言いった。

「──わかったぞ、ガリック」

「なんだと？」

「たしかに、その宝ほう石せきは、きさまからはなれたくないのだ。きさまは、べんりな家け来らいだからな」

「……何なに？」

「ガリック、きさまはその宝ほう石せきにあやつられている。宝ほう石せきの力ちからを利り用ようしているつもりだろうが、逆ぎゃくだ。きさまが宝ほう石せきに利り用ようされているのだ」

　ガリックは、目めを見み開ひらいて、メタナイトをにらんだ。

「バカなことを！　マリス・ストーンが、我わが輩はいを利り用ようしているだと？」

「そう、きさまはその赤あかい石いしに取とりつかれているんだ。きさまが言いっただろう。宝たからをぬすむのは、宝ほう石せきに食くわせるためだと。私わたしの剣けんも、レシピブックも……人ひとがたいせつな思おもいをかけた宝たから物ものは、その石いしにとって、最さい高こうのごちそうなのだ」

「……なん……だと！」

「きさまが次つぎ々つぎにぬすみをはたらいたのは、自じ分ぶんの望のぞみではない。ごちそうを求もとめる宝ほう石せきにあやつられていただけなのだ」

「うる……さい！」

「きさまは、人ひと々びとをあやつっているんじゃない。きさま自じ身しんがあやつられているんだ。目めをさませ、ガリック！」

「バカなことを言いうな！」

　ガリック男だん爵しゃくは顔かおをひきつらせ、ナイフをかまえた。

　目めをふせていたメタナイトだが、その殺さっ気きに気きづいた。

「ふせろ、マローナ姫ひめ！」

　メタナイトは叫さけんで顔かおを上あげ、姫ひめの前まえに立たちはだかった。

　ガリックが投なげたナイフは、すべてたたき落おとした。

　すばやく目めをとじたが──宝ほう石せきがはなった強つよいかがやきが、メタナイトの目めに焼やきついてしまった。

「……！」

　頭あたまの中なかがまっしろになるような、ふしぎな感かんじがした。

　意い識しきがうすれそうになる。宝ほう石せきの力ちからに、負まけてしまいそうだった。

　メタナイトは、必ひっ死しに、たいせつなものを思おもい浮うかべようとした。彼かれが出で会あった人ひと々びと、ささやかだが楽たのしい思おもい出で、彼かれにしたがう部ぶ下かたち。

　ガリック男だん爵しゃくは、笑わらい出だした。

「あきらめたまえ、メタナイト君くん。マリス・ストーンの力ちからを受うけ入いれれば、苦くるしむことなど何なに一つなくなるぞ！　我わが輩はいと同おなじようにな！」

「ガリック……」

「楽らくになりたまえ、メタナイト君くん」

　ガリックはたてつづけにナイフを投なげた。

　メタナイトは目めをふせたまま、カンだけをたよりにして、ナイフをたたき落おとそうとしたが──。

　無む理りだった。ガリックが投なげたナイフのうち、数すう本ほんははじくことができたが、もっともするどい一本ぽんがメタナイトの仮か面めんを直ちょく撃げきした。

　仮か面めんは、音おともなくわれた。

　一いっ瞬しゅんだけさらされた素す顔がおを、ガリック男だん爵しゃくは見みのがさなかった。

　メタナイトはマントをかざして、顔かおをかくした。
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「かくさなくてもいいんだよ、メタナイト君くん」

「……」

「素す顔がおをかくして生いきていくなんて、さぞかしつらいことだっただろうね。もう、そんな必ひつ要ようはないんだ。仮か面めんはわれた。君きみは自じ由ゆうだ。素す顔がおになって、我わが輩はいと手てを組くみたまえ」

「……きさまと？」

「そうだ。君きみとは、気きが合あいそうな気きがする。我わが輩はいとともに、この宇う宙ちゅうじゅうの宝たからを手てに入いれようではないか」

「……」

「自じ分ぶんの心こころに、すなおになりたまえ、メタナイト君くん。部ぶ下かなんかに、とらわれることはない。何なにもかも捨すてて、思おもうままに生いきればいい」

「思おもう……ままに、か」

「そうだ。君きみの剣けんと、我わが輩はいの知ち恵え。この二つが合あわされば、こわいものはない。宇う宙ちゅうを征せい服ふくすることもできるぞ、メタナイト君くん！」

「……」

　メタナイトは、剣けんをにぎる手てに力ちからをこめようとした。

　けれど、力ちからが入はいらない。赤あかい宝ほう石せきのかがやきが、まだ目めに焼やきついていた。

（何なにも……かくさなくていい。部ぶ下かのことも、気きにしなくていい。思おもうまま、自じ由ゆうに生いきれば……）

　それは、とても魅み力りょく的てきなさそいに思おもえた。

　メタナイトは、マントをかかげた手てを、ゆっくりおろそうとした。

　そのとき、するどい叫さけび声ごえがひびきわたった。

「メタナイト！」

　マローナ姫ひめの声こえだった。

　姫ひめは、メタナイトのマントに手てをかけて、思おもいっきりゆさぶった。

「しっかりして！　あんなヘナチョコ・インチキ・グズグズ野や郎ろうと、仲なか間まになるなんて、冗じょう談だんじゃないわ！」

「だまれ、バカタレ姫ひめが！」

　ガリックがだまらせようとしたが、姫ひめは大おお声ごえで叫さけびつづけた。

「たいせつなことを思おもい出だして！　あなたには部ぶ下かがいるでしょ！　それに、あのまんまるピンクの子ことか、えらそうな大だい王おう様さまとか！」

「……ソードナイト。ブレイドナイト。カービィ。デデデ大だい王おう……」

「そうよ！　みんなのこと、思おもい出だして。ガリックと彼かれら、どっちが大だい事じなの!?」

　メタナイトは目めをとじた。記き憶おくが、つぎつぎによみがえってくる。

　どんなにつらい戦たたかいになっても、彼かれからはなれようとしなかった部ぶ下かたちのこと。

　バル艦かん長ちょうとともに銀ぎん河がをかけめぐった、冒ぼう険けんの日ひ々び。

　デデデ大だい王おうとカービィの気きままな行こう動どうに振ふり回まわされ、すっかり調ちょう子しがくるってしまった時ときのこと。

　メタナイトは目めをあけ、剣けんをにぎる手てに力ちからをこめ直なおした。

　ガリック男だん爵しゃくがいらだって、わめき散ちらした。

「そんなバカタレ姫ひめの言こと葉ばに耳みみをかすな、メタナイト君くん！」

「だれがバカタレよ！」

「きさまだ、きさま！」

　ガリックは、マローナ姫ひめにつかみかかろうとした。

　メタナイトはマントをはね上あげると、マローナ姫ひめの前まえに立たちはだかり、ガリックに剣けんを突つきつけた。

　メタナイトと正しょう面めんから向むき合あい、ガリックはあらあらしく言いった。

「むだなことは、やめたまえ、メタナイト君くん。君きみは、マリス・ストーンの力ちからには、さからえない！」

　ガリックは、手てのひらに赤あかい宝ほう石せきをのせて、メタナイトに突つきつけた。

　メタナイトは、目めをそむけようとはせず、ただ考かんがえつづけていた。

（ソードナイト。ブレイドナイト。バル艦かん長ちょう。私わたしの部ぶ下かたち……）

　大だい好すきな食たべ物もので頭あたまがいっぱいのカービィが、術じゅつにかからなくてすんだように、大だい事じなものだけを思おもい浮うかべていれば、赤あかい宝ほう石せきの力ちからに打うち勝かてるはず。

　そう考かんがえたものの、赤あかい石いしの力ちからは、やはり圧あっ倒とう的てきに強つよかった。

　心こころをもっていかれそうになってしまう。もはや、余よ裕ゆうはなかった。

　メタナイトは、心こころが敗やぶれる前まえに、思おもいきって赤あかい石いしに斬きりつけた。

「な……何なにをする！」

　ガリックは、あわてて手てをひっこめた。

　が、メタナイトの剣けんのほうが一いっ瞬しゅん速はやかった。

　剣けん先さきが、赤あかい宝ほう石せきをはね飛とばしていた。

「うわっ！　我わが輩はいのいとしいマリス・ストーンが……！」

　赤あかい石いしが、ころころと転ころがっていく。ガリックは石いしを追おいかけた。

　メタナイトは大だい地ちをけり、ガリックの頭ず上じょうを飛とびこえた。

　動うごきを止とめた赤あかい宝ほう石せきが、ひときわ、かがやきを増ました。数かず々かずの宝たから物ものから吸きゅう収しゅうしてきた力ちからを、一いっ気きにとき放はなつかのように。

　もえあがる炎ほのおのような光ひかりが、あたり一いっ帯たいをおおいつくした。

「……！」

　メタナイトの視し界かいも、まっかにそまった。

　意い識しきをうばわれる寸すん前ぜんに、メタナイトは全ぜん身しんの力ちからをこめて、剣けんを振ふり下おろしていた。

　赤あかい宝ほう石せきは、メタナイトの一いち撃げきを受うけて、こなごなにくだけ散ちった。
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「う……うわぁぁぁぁ！」

　かんだかい悲ひ鳴めいが上あがった。

　ガリックが、頭あたまをかかえて、ひざからくずれ落おちていた。

「なんて……なんてことを……我わが輩はい……我わが輩はいの……いとしい……あああ！」

　メタナイトは剣けんをおさめ、宝ほう石せきのかけらを見み下おろした。

　石いしのかけらは、まるで呼こ吸きゅうをするように、光ひかりを強つよめたり弱よわめたりしている。

　けれど、その光ひかりは少すこしずつうすれ、やがて消きえていった。

　多おおくの人ひとをあやつり、苦くるしめてきた魔まの石いしは、つめたいかけらになって、散ちらばっていた。

「……メタナイト」

　遠えん慮りょがちな声こえがした。

　メタナイトはふたたびマントをかざし、素す顔がおをかくした。

　マローナ姫ひめが、メタナイトの背はい後ごに歩あゆみ寄よった。

「……こわしたのね？　もう、あの赤あかい石いしはないのね？」

「ああ」

　マローナ姫ひめは、泣なきくずれているガリックに歩あゆみ寄より、レシピブックを取とり上あげた。ガリックは、抵てい抗こうしなかった。

　赤あかんぼうのように、声こえを上あげて泣ないている。石いしをうしなって、自じ分ぶんの心こころまでうしなってしまったようだった。

「……あわれなやつだ」

　メタナイトがつぶやいた。

　と、そのとき。

「あ、あれ～!?　ここ、どこ!?」

　すっとんきょうな声こえがした。

　ガリックの手て下したの、ヤリナイトコッタだった。彼かれはあたりをキョロキョロ見み回まわして、困こまったように言いった。

「オレ、なんで、こんなところにいるんだ？　どこだよ、ここ……」

「あなた」

　マローナ姫ひめが声こえをかけると、ヤリナイトコッタはびくっとして飛とび上あがった。

「な、なに!?　あんた、だれ!?」

「ひょっとして、覚おぼえてないの？　ガリックにこき使つかわれてたこと……」

「ガリック？　だれだよ、それ！」

「……なるほど。石いしがこわれたから、術じゅつがとけたのね」

　ヤリナイトコッタは、手てにしたやりを振ふり回まわして、叫さけんだ。

「こうしちゃいられない。オレ、帰かえらなくちゃ。セブントピアへ！」

「……セブントピア？」

「クレイシア様さまにおこられちゃう！　さ、帰かえろ、帰かえろ」

　ヤリナイトコッタは、すたこらと駆かけ出だして行いってしまった。

　マローナ姫ひめは、あきれて、つぶやいた。

「なんだったのかしら、あいつ。どうやら、よその星ほしからガリックが連つれてきたみたいだけど……どう思おもう、メタナイト？」

　返へん事じがないので、マローナ姫ひめは、振ふり返かえった。

　メタナイトの姿すがたは、なかった。
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「メタナイト……メタナイト！　どこにいるの？　メタナイト！」

　マローナ姫ひめは、メタナイトを探さがして歩あるき回まわった。

　いつしか、姫ひめはうす暗ぐらい森もりに足あしをふみ入いれていた。

　聞きこえるのは、葉はがこすれる音おとと、自じ分ぶんの足あし音おとだけ。

　姫ひめは、だんだん心こころ細ぼそくなってきた。

「メタナイト……」

　すると、そのとき、声こえがひびいた。姫ひめの頭ず上じょうから。

「足あし元もとに気きをつけたまえ。そこは土つちがしめっていて、すべりやすいぞ」

「……！　メタナイト!?」

　姫ひめは足あしを止とめて、上うえを見みた。

　葉はをしげらせた木きの枝えだが、みっしりと重かさなり合あっている。メタナイトの姿すがたは見みえなかった。

「木きの上うえにいるのね？　下おりてきてよ、メタナイト」

「ことわる。この森もりを抜ぬけるまで、あなたを護ご衛えいする。そのまま、まっすぐ歩あるくがいい」

「姿すがたを見みせてくれなきゃ、歩あるかないわ」

　姫ひめは言こと葉ばどおり、木きの根ね元もとに座すわりこんでしまった。

「勝かっ手てにしたまえ」

　メタナイトは、下おりてこようとはしなかった。

　姫ひめはしばらくだまっていたが、何なにも聞きこえてこないので、言いった。

「……メタナイト？　まだ、そこにいる？」

「ああ」

「下おりてきてくれないと、わたし、ずっとここに座すわってるわよ？」

「勝かっ手てにしろと言いっている」

　どうやら、根こんくらべでは、メタナイトのほうが強つよそうだった。

　姫ひめはあきらめて立たち上あがり、歩あるき出だした。

　姫ひめの歩あゆみに合あわせて、メタナイトは音おとも立たてずに移い動どうした。

「ねえ、メタナイト。わたし、ふしぎに思おもってることがあるんだけど」

「なんだ」

「結けっ局きょく、ガリックも、あの石いしの力ちからにあやつられていたのよね。だけど、石いしの力ちからは、何なん度ども使つかうと効こう果かが切きれるはずよ。わたしが証しょう拠こだわ」

「ふむ」

「どうしてガリックは、ずっとあやつられたままだったのかしら？」

「あなたとガリックとでは、心こころの強つよさがちがうのだろう」

「強つよさ？　わたし、べつに強つよくないけど……」

「あなたには、たいせつにしている人ひとや記き憶おくがたくさんある。あの宝ほう石せきは、そういう人じん物ぶつが大だいの苦にが手てだったのだ。反はん対たいに、ガリックのように自じ分ぶんしか愛あいせない者ものは、いつまでも宝ほう石せきの術じゅつからのがれられなかった」

　姫ひめは考かんがえこんでしまった。それからしばらく、二人ふたりは無む言ごんだった。

　森もりの出で口ぐちが近ちかづいてきた。姫ひめは口くちをひらいた。

「メタナイト。あなたはどうして、いつも仮か面めんをかぶっているの？」

　答こたえはなかった。

　姫ひめはつづけた。

「だれにも素す顔がおを見みられたくないの？　何なにか、ひみつがあるの？」

「ひみつのない者ものなど、いないさ。あなたも、ほんとうの自じ分ぶんをかくしつづけてきたのだろう」

　姫ひめは足あしを止とめた。

「……ええ。お父とう様さまや侍じ女じょたちが、ほんとうのわたしを知しったら、きっと悲かなしむわ。だれよりも上じょう品ひんでおとなしいはずの王おう女じょが、こんな乱らん暴ぼう者ものだった……なんてね」

「あなたには勇ゆう気きがある。それに、とても父ちち親おや思おもいだ」

　静しずかな声こえで言いわれて、マローナ姫ひめはびっくりした。そして、照てれた。

「ふ、ふん……あなたにほめられるなんて、思おもわなかったわ！」

「べつに、ほめたつもりはない。思おもったことを言いったまでだ」
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「……メタナイト。わたし、やっぱり王おう宮きゅうに帰かえろうかな」

　マローナ姫ひめは、まよいの晴はれた表ひょう情じょうで言いった。

「ガリックのやつが、お父とう様さまを暗あん殺さつするって言いったとき、クラクラするくらい腹はらが立たったの。あなたの言いうとおり……わたしには、守まもりたい、たいせつな人ひとがいるんだわ」

「ふむ」

「ガリックにあやつられて、お父とう様さまにずいぶんひどいことを言いってしまった。あやまらなければ。そして、お父とう様さまのお誕たん生じょう日びのお祝いわいをするわ」

「それがいい」

「でもね、もう、前まえみたいに上じょう品ひんなふりをするのはやめる！　大おお声ごえで笑わらったり、歌うたったりする。ケーキだって、大おおきな口くちをあけて、おなかいっぱい食たべる。お父とう様さまはあきれるかもしれないし、侍じ女じょは頭あたまをかかえるかもしれない。でも、かまわないわ。わたし……」

　マローナ姫ひめは木きの枝えだを見み上あげて、つづけた。

「仮か面めんをはずして、素す顔がおをみんなに見みせるわ」

「……ああ」

「メタナイト。わたし、前まえに、あなたのこと自じ由ゆう気きままに生いきてるって言いったけど……あれは、まちがいだった？　ほんとうのあなたは……」

「この先さきは、一人ひとりでだいじょうぶだろう」

　メタナイトは姫ひめの言こと葉ばをさえぎった。森もりの出で口ぐちは、すぐそこだった。

「もう危き険けんはない。王おう宮きゅうへの道みちはわかるな」

「……ええ」

「行いきたまえ」

　メタナイトは気け配はいを消けした。

　姫ひめはしっかりうなずき、森もりを出でて、歩あるき出だした。




　マローナ姫ひめが歩あるきつづけて王おう宮きゅうにたどりついたのは、日ひがくれた後あとのことだった。

　姫ひめは、門もん番ばんが守まもっている正せい門もんをさけ、裏うら庭にわのへいを乗のりこえて城しろに入はいった。

　足あし音おとをしのばせ、国こく王おうの寝しん室しつへ。

　国こく王おうメレンゲール十三世せいは、大おおきなベッドに横よこたわっていた。

　姫ひめは、テーブルの上うえにレシピブックを置おくと、ベッドに歩あゆみ寄よって、父ちち王おうを見みつめた。

「……ごめんなさい、お父とう様さま」

　小こ声ごえで言いって、そっとベッドからはなれようとしたとき。

　メレンゲール十三世せいが、目めをひらいた。

「……マローナ？」

　姫ひめはあわてて身みをひるがえそうとしたが、国こく王おうは起おき上あがって、姫ひめを呼よび止とめた。

「マローナではないか。もどってきてくれたのか……！」

「……お父とう様さま」

「ケガはないか？　だいじょうぶか？」

　メレンゲール十三世せいは目めになみだをうかべて、むすめの手てを取とった。

　マローナ姫ひめは、父ちち王おうの手てをにぎりしめて、言いった。

「ごめんなさい、お父とう様さま。わたし、お父とう様さまにひどいことを言いってしまって……」

「いや、悪わるいのはガリックだ。おまえは、あの男おとこにあやつられていただけだろう」

「……そうじゃないの」

　マローナ姫ひめは、こみあげてくるなみだを、こらえきれなかった。

　顔かおをふせてなきながら、姫ひめは言いった。

「ガリックはたしかに悪わるいやつだったけど、わたしが悪わるいことをしたのは、あいつのせいじゃないの。わたし自じ身しんのせいなの」

「マローナ……？」

「わたし、王おう宮きゅうのくらしがきゅうくつで……心こころの中なかで、にげ出だしたいと思おもっていたの。王おう宮きゅうから……お父とう様さまから、はなれたかったの」

「……」

「その心こころのすきを、ガリックにねらわれたんだわ。悪わるいのは、わたしなの。ごめんなさい、お父とう様さま」

「マローナ」

　王おうは手てをのばして、姫ひめの頭あたまをなでた。

「そうだったのか……かわいそうに。わしが、言いってやれば良よかったのだな」

「……え？」

「おまえが無む理りをしていることは、わかっていたのだ。もっと自じ由ゆうにしていいと、言いってやりたかった。だが、りっぱな王おう女じょになろうとがんばっているおまえに、よけいなことを言いわないほうが良よいと思おもっていた。それが、おまえを苦くるしめていたのだな」

「お父とう様さま……」

「すまなかった、マローナ」

　マローナ姫ひめは、父ちちにだきついて、大おおつぶのなみだをこぼした。
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　メレンゲール十三世せいの誕たん生じょう日びパーティは、これまでにないくらい盛せい大だいに、豪ごう華かにおこなわれた。

　王おう宮きゅうの広ひろ間まには、招しょう待たいされた客きゃくがおおぜい押おしかけた。メレンゲール十三世せいにお祝いわいを言いうための行ぎょう列れつが、長ながく長ながく、王おう宮きゅうの外そとにまでのびるほどだった。

　王おう宮きゅうの庭にわは、市し民みんたちのために開あけ放はなたれ、数すう百ひゃく種しゅ類るいものケーキが無む料りょうでくばられている。集あつまった市し民みんたちは、口くち々ぐちに「王おう様さま、ばんざい」と叫さけんでいた。

　この日ひのために用よう意いされたケーキは、王おう立りつケーキ工こう場じょうのパティシエたちが、腕うでによりをかけて作つくったもの。あの国こく宝ほうのレシピブックをもとに作つくられた、極ごく上じょうのケーキばかりだった。

「キャホホホホーイ！　なんというおいしさ！　これほどのケーキを用よう意いしてしまうとは、オレ様さまの才さい能のうがおそろしいわい！」

　自じ画が自じ賛さんしながら、手て当あたりしだいにケーキにかじりついているのは、デデデ大だい王おう。

　侍じ女じょが、あきれた口く調ちょうでたしなめた。

「ケーキを作つくったのは、パティシエたちです。あなたは、あーだこーだ口くち出だしをしていただけじゃありませんか」

「うるさいわい。どのケーキを何なん個こ作つくるか、じっくり計けい画かくをねって、パティシエたちに注ちゅう文もんしたのは、このオレ様さまだぞ」

「あなたは、『シュークリーム百万まん個こ、ショートケーキ百万まん個こ、チョコレートケーキは三百万まん個こにしろ』……とかいう、めちゃくちゃな命めい令れいを出だしてただけと聞きいてますわ。ちゃんとはたらいていたのは、ワドルディ君くんだとか」

「ワドルディの手てがらは、オレ様さまの手てがらだわい！　とにかく、今日きょうのパーティの主しゅ役やくはオレ様さまだからな」

「主しゅ役やくは国こく王おう陛へい下かですっ！」

　食しょく欲よく全ぜん開かいのデデデ大だい王おうにくらべて、カービィはめずらしく元げん気きがなかった。

　こんなにたくさんのケーキがならんでいるというのに、ほとんど食たべようとしない。こんなカービィは、はじめてだった。

　事じ件けんが解かい決けつし、マローナ姫ひめもレシピブックも無ぶ事じにもどってきたというのに、カービィはずっとこんな調ちょう子し。

　ワドルディは、心しん配ぱいでならなかった。

「カービィ、ケーキ食たべないの？　すっごく、おいしいよ……」

「……」

「メタナイト様さまのことが心しん配ぱいなんだね」

　カービィはうなずいた。

「お姫ひめ様さまが言いってたよね。ガリックのナイフで、仮か面めんをわられちゃったって。メタナイトが戻もどってこないのは、そのせいなのかな……」

　カービィは、しょんぼりとうつむいてしまった。

「ブレイドナイトとソードナイトは、心しん配ぱいしすぎて、ねこんじゃったよ。どうしよう、ワドルディ。もしもこのまま、メタナイトがいなくなっちゃったら……」

　ワドルディは、力ちからをこめて言いった。

「そんなことない！　きっと、このパーティに来きてくれるはずだよ！」

「……でも」

「メタナイト様さまは、コックカワサキに焼やき菓が子しを注ちゅう文もんしてたよ。だから、パーティをすっぽかすはず、ないよ」

「……そうかしら……？」

　と、横よこから口くちをはさんだのは、マローナ姫ひめだった。

　姫ひめもやはり、元げん気きがなかった。頭あたまに大おおきなリボンをつけ、きれいに着きかざっているものの、表ひょう情じょうはしずみこんでいる。

「わたしが悪わるかったんだわ。あのとき、もっとがんばって、メタナイトを引ひき止とめればよかった」

「お姫ひめ様さまは悪わるくないよ……」

「今いまごろ、どこで、何なにをしてるのかしら……お父とう様さまも、とても心こころをいためているわ」

「なーに、心しん配ぱいいらんわい」

　デデデ大だい王おうが、ケーキをぱくぱく口くちに放ほうりこみながら言いった。

「やつのことだ。何なにごともなかったように、かっこをつけてフラッとあらわれるに決きまっとるわい」

　マローナ姫ひめが、デデデ大だい王おうをにらんだ。

「なんてつめたい言いい方かたをするのよ！　あなたはメタナイトが心しん配ぱいじゃないの？」

「ぜんぜん。仮か面めんの一つや二つ、わられたぐらいで、めそめそするものか。メタナイトは、そんな弱よわ虫むしじゃないわい」

「ほう。光こう栄えいだな、デデデ大だい王おうにそう言いってもらえるとは」

　急きゅうに後うしろから声こえをかけられて、デデデ大だい王おうは飛とび上あがった。

　花はなたばをかかえて、メタナイトが立たっていた。その後うしろに、大おおきなはこを持もったコックカワサキもいる。

　メタナイトの顔かおは、もちろん、ふだんどおり仮か面めんにかくされていた。

「メタナイト──！」

　カービィが叫さけんで、メタナイトに飛とびついた。
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「おっと、やめてくれ、カービィ。花はなたばが、つぶれてしまう」

「よかったぁ！　今いままで、どこに行いってたの!?　みんな、心しん配ぱいしてたんだよ！」

「すまない。コックカワサキをむかえに行いっていたのだ」

「研けん究きゅうに研けん究きゅうをかさねて、最さい高こうの焼やき菓が子しが完かん成せいしたよ！」

　コックカワサキは、得とく意いげにむねを張はった。

　それを聞きくと、カービィはメタナイトのことなどわすれたかのように、コックカワサキに飛とびついた。

「ほんと!?　そのはこに入はいってるの!?　早はやくあけて、あけて！」

「ダメだよ、カービィ！　これは、誕たん生じょう日びプレゼントなんだから！」

　コックカワサキはあわててはこを抱だきかかえ、カービィから守まもった。

　そこへ、メレンゲール十三世せいが歩あゆみ寄よってきた。王おうは両りょう手てを広ひろげて、メタナイトをむかえた。

「メタナイト殿どの！　無ぶ事じであったか！　行ゆく方え不ふ明めいと聞きいて、心しん配ぱいしていたのだぞ！」

「申もうし訳わけない、王おうよ。少しょう々しょう、ややこしい事じ情じょうがあったのだ」

　メタナイトは花はなたばを差さし出だした。メレンゲール十三世せいは、それを受うけ取とって、うなずいた。

「うむ、何なにも聞きくまい。そなたは姫ひめの恩おん人じん、そしてこのシフォン星せいの恩おん人じんだ。心こころから、礼れいを言いうぞ」

「誕たん生じょう日びパーティに間まに合あって良よかった。王おうよ、プププランド一いちの料りょう理り人にん、コックカワサキが作つくった焼やき菓が子しを受うけ取とってくれ」

　コックカワサキが、緊きん張ちょうしたおももちで進すすみ出でて、メレンゲール十三世せいにうやうやしくはこを渡わたした。

　リボンをほどき、はこをあけたメレンゲール十三世せいは、「ほほう」とうなって、顔かおをほころばせた。

「なんとおいしそうな焼やき菓が子し！　わしの大だい好こう物ぶつのリンゴとクルミが、たっぷり使つかわれている」

　メレンゲール十三世せいは菓か子しをひと口くち食たべて、大おおきくうなずいた。

「実じつにうまい！　これは、わがシフォン星せいの菓か子しにも負まけておらぬぞ」

「あ、ありがとうございます！」

　コックカワサキは、うれしさのあまり、顔かおをまっかにした。

「ぼくにもー！　ぼくにもちょうだい！」

「オレ様さまにもだ！」

　カービィとデデデ大だい王おうが、あらそうように手てをのばしたが、横よこからさっと別べつの手てがのびて、はこをうばってしまった。マローナ姫ひめだ。

「わあ、なんておいしそうなの！　いただきまーす！」

　言いうが早はやいか、姫ひめは大おおきく口くちをあけ、焼やき菓が子しをほおばった。

「あまーい！　最さい高こうね！」

「ひ、姫ひめ様さま！　なんて、はしたない！」

　侍じ女じょがあわてふためいて、姫ひめのドレスを引ひっぱり、小こ声ごえで注ちゅう意いした。

「おおぜいの来らい客きゃくの前まえで、そんなに大おおきく口くちをあけるなんて！　シフォン星せいの王おう女じょとして、ふさわしくありませんわ」

「こうやって食たべたほうが、おいしいわよ」

「いけません！　ちゃんと席せきについて、ナイフとフォークを使つかって、小ちいさく小ちいさく切きり分わけて……」

「いいじゃないの、ねえさん」

　のんびりとそう言いったのは、侍じ女じょの妹いもうとの、侍じ女じょ見み習ならいだった。

「姫ひめ様さまの思おもうとおりにすればいいと思おもうわ」

「おまえは、だまっていなさい」

「以い前ぜんの姫ひめ様さまは、上じょう品ひんすぎて近ちかよりがたい感かんじだったから、わたしは今いまの姫ひめ様さまのほうがいいと思おもう。姫ひめ様さまのまわりが、前まえより明あかるくなったみたいな気きがするわ」

　そう聞きいて、マローナ姫ひめはにっこりした。

　姫ひめの笑え顔がおを見みると、メレンゲール十三世せいの顔かおもほころんだ。

「マローナの笑え顔がおが、わしにとって何なによりのよろこびだ。さあ、ケーキをどんどん運はこぶがいい。みな、遠えん慮りょせずに、好すきなだけ食たべてくれ」

「わ～い！」

　カービィは大おおよろこび。運はこびこまれてきたケーキに、さっそく飛とびついた。メタナイトが無ぶ事じに戻もどってきたので、すっかりいつもどおりの元げん気きと食しょく欲よくを取とり戻もどしている。

　デデデ大だい王おうも、もちろん負まけていない。

「キャホホ～イ！　なんというパラダイス！　オレ様さま、プププランドの支し配はい者しゃをやめて、シフォン星せいの支し配はい者しゃになりたいわい」

「だめです～、大だい王おう様さま！」

　ワドルディがあわてて止とめる。

　マローナ姫ひめも、カービィたちといっしょに思おもうぞんぶんケーキを平たいらげていたが、ふと気きづいて手てを止とめた。

　メタナイトは、いつのまにか、姿すがたを消けしていた。




　王おう宮きゅうの裏うら庭にわで、マローナ姫ひめはメタナイトを見みつけた。

　噴ふん水すいのほとりに、静しずかに座すわっている。

　王おう宮きゅうは、誕たん生じょう日びパーティの客きゃくであふれ返かえっているが、この裏うら庭にわには人ひと気けがなかった。

「……メタナイト。ここにいたのね」

　姫ひめが遠えん慮りょがちに声こえをかけると、メタナイトはうなずいた。

「気きを悪わるくしないでほしい。にぎやかな場ば所しょが苦にが手てなのだ」

「もちろん、気きを悪わるくしたりしないわ。わたしも、食たべつかれちゃった」

　姫ひめは、メタナイトのとなりに腰こしをおろした。

「あれから、王おう宮きゅうの兵へいたちがガリックをとらえたの。今いまは、牢ろう屋やに入はいってるわ」

「……そうか」

「目めがうつろで、何なにも話はなそうとしないそうよ。赤あかい宝ほう石せきをうしなって、すっかり力ちからがぬけてしまったみたい」

「あわれなヤツだな。もう、二に度どと悪わるさをすることはあるまい」

「ええ。あのね……メタナイト」

　姫ひめは、もじもじしながら言いった。

「わたし、お父とう様さまと仲なか直なおりをしたの。お父とう様さまは、わたしをゆるしてくださった」

「王おうは最さい初しょから、怒おこってなどいないさ。あなたを心しん配ぱいしていただけだ」

「侍じ女じょたちも、ケーキ工こう場じょうのパティシエたちも、わたしが戻もどってきたことを心こころからよろこんでくれた。わたしのことを、こんなに大だい事じに思おもってくれる人ひとたちがいるんだって、はじめてわかったわ。わたしも、みんなを大だい事じにしたい」

「ああ」

「わたし、ケーキ作づくりの勉べん強きょうをしようと思おもうの」

　姫ひめは、声こえを小ちいさくして打うち明あけた。

「みんなによろこんでもらえるような、おいしいケーキを作つくるパティシエをめざすわ」

「あなたはいずれ、王おうのあとをつぎ、この国くにの女じょ王おうになるのではないのか？」

「そんな先さきのこと、わからないわ。それに、パティシエの資し格かくをもった女じょ王おうも、悪わるくないでしょ。わが国くにはお菓か子しの王おう国こくなんだから」

「なるほどな」

　メタナイトの声こえが、やわらいだ。

「……メタナイト。わたしがこんな気き持もちになれたのは、あなたのおかげ……」

　姫ひめが、あらたまって礼れいを言いいかけたとき、大おおきな声こえがひびきわたった。

「メタナイト様さま──！」

「よくぞ、ご無ぶ事じで──！」

　ブレイドナイトとソードナイトだった。二人ふたりは、転ころがるように走はしり寄よってきた。

「俺おれたち、メタナイト様さまのことが心しん配ぱいで、ねこんでいたのですが！」

「メタナイト様さまが王おう宮きゅうにもどられたって聞きいて、すっとんできたんです！」

「ああ、すまない。心しん配ぱいをかけたな」

　メタナイトは立たち上あがった。

「では、行いこう」

「え？　もう行いっちゃうの？」

　マローナ姫ひめが、おどろいてたずねた。

「王おうに、花はなたばと焼やき菓が子しをわたすことができたからな。用ようはすんだ」

「……そう」

　マローナ姫ひめは、さびしそうにうなずいた。

　ブレイドナイトがたずねた。

「メタナイト様さま、カービィとデデデ大だい王おうはどうしますか？　呼よんできましょうか？」

「いや、ほうっておけ。どうせケーキに目めがくらんで、帰かえろうと言いっても聞きかないだろうからな。ワドルディとコックカワサキだけ、連つれて帰かえろう」

「……そうですね」

「マローナ姫ひめ、パーティがすんだら、二人ふたりをプププランドに送おくり返かえしてやってくれ。積つみ荷にあつかいでかまわないから」

「わかったわ」

「では、さらばだ」

　背せを向むけたメタナイトに、マローナ姫ひめは言いった。

「わたし、必かならず、りっぱなパティシエになる。そうしたら、また……遊あそびにきてね、メタナイト」

　メタナイトは足あしを止とめて、振ふり返かえった。

「うむ。楽たのしみにしているぞ、マローナ姫ひめ」

　メタナイトは、二人ふたりの部ぶ下かを連つれて、歩あゆみ去さった。
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「……さよなら。ありがとう、メタナイト」

　マローナ姫ひめは、メタナイトにはとどかないくらい小ちいさな声こえでわかれを告つげて、にぎやかな王おう宮きゅうへと戻もどって行いった。
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